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刊行のこ　とば

　本書は，昭和37年度の調査研究について，その概要を記したものである。

　昭和37年3月31同・に一ッ橋の旧庁舎から現在地に移転した。今度の庁舎は概

設の建物を利用したものであって，研究施設として理想的なものとは書いがた

いが，研究のためにこれまでよりもいくらか広い面積を使用することができる

ようになった。敷地も約1万平方メートルほどあるので，今後薪しく建物を建

築することも可能であり，研究所として各種の将来の計画をなてて行きたいと

．思っている。

　なお，本年度内に刊行した書物は次の通りである。

現代雑誌九十種の用語用字（第二分冊）

　　　一　漢　字　表一一

話しことばの文型（2）

国語年鑑　　　　霞召禾037年版

（報告22）

　　　（報告23）

〈秀英出版刊〉

：昭和38年10月

国立国語研究所長岩淵悦太郎
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昭和37年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項肩および分担は次の通！である。

｛1・）話しことばの文型の調査研究（継続）

（2）現代雑誌一般の用語棚掌の概観調査（継続）

　③　日本言語地図作成のための調査（継続）

（4）中学生の書語能力の発達に関する研究（継続）

㈲　国語文章の横組みのための印刷条件の研究（継続）

⑥　明治時代語の調査研究（継続）

「（7｝　「色葉字類抄」の索引作成（継続）

（8）類義語の調査研究（継続）

（9）国語関係文献の調査研究（継続）

㈹　中国の言語・文宇問題に関する調査研究

　　話しことば研究室

　　書きことば研究室

　　地方言語研究室

　　国語教育研究室

　　言語効果研究室

　近代語研究霊
古代語研：究室開設準備室

　as　一一資料研究室

　　第二資料研究室

　　第三資料研究室

　「話しことばの文型の調査研究」は前年度にひきつづき，講演・講義・演説

などの独話資料による研究を進めて来たカミ，その成果がまとまったので，「話

しことばの文型（2）jとして刊行した。

　「現代雑誌一般の用語・用字の概観調査」は昭和31年度以来，現代雑誌九十

種について調査を行なって来た。その成果の一部は先に「総記・語彙表」とし

て刊行したが，本年度はさらに「漢字表」を「現代雑誌：九十種の用語用宇」の

第二分冊として刊行した。

　「N本言語地図作成のための調査」は昭和32年度以来7か年計画で三国約

2，000地点の調査を行なう予定であったが，予算の都合で8か年計画で三国に変

更せざるを得なかった。今年度はその第六年度で265地点の調査を完了した。

この結果，通算1，665地点を調べたことになる。

　なお，「地方言語研究室」では「沖縄語辞典」の編集を行なってきたが，よ

うやく完成した。（昭和38年4月に刊行した。）

　「中学生の言語能力の発達に関する研究」は，前年度，準備的調査として，

中学生め蓄無能力め問題点をとらえ，ttかつ調査方法を老案ずるたあた，小規模

な調査を行なったが，今年度はその結累を整理して，検討を加えた。

　工国語文章の横組み、のための印捌条件の研究」、な国語の文章を横組みにした
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場合，読了速度や理解度に活字（よこ長・正方形・たて長）の違いがどのよ5

に影響するかを明らかにしょうとしたものである。結果を整理・分析し，成果

をまとめた。

　r明治時代語の調査研：究」は従来行なってきた明治初期の新聞・学校文献そ

の他について，それぞれに行な6て来た用語調査を一括しで，全体の語彙表を

作成した。また，明治初期の文章について文体と用語との関係を考察した。

　「色葉字類抄の索引作成」は語彙について五十音順索引を作成している。

　「類義語の調査研究」はコミュニケーションにおいて，類義的関係の語間ミど

のように存在するか，それは何らかの障害をおこすことがないかについ・て考察

しようとした。今年度は前年度収集した資料を中心に分析を進めた。

　なお，今年度は所内の総合研究として「国民各層の言語生活の実態調査」．を

行なった。（この調査の中核をなしたのは，第二研究部の言語効果研究室である〉

　これは国民各層がどのような言語生活を営んでいるか，どのような問題を持

ち，意識を持っているかを調べようとしたものである。環境との関係や生活上

の諸条件との関連の上で研究を進めていくために，特に薪潟県長岡市を選んで

その市民の各層について調査を行なった。なお，知識の高い層として特に大学生

について意識・意見を調査した。大学生が，その修める学問の種類によって，

霧語に対する意識や意見を異にして来るかどうかを知ろうどしたものである。

　　：本年度当初の研究組織は次の通夢。

第
一
研
究
部

　　（部長）林　　大話しことば研究室（室長）大石初太郎　宮地裕　南不二男　鈴木重幸書きことば研究室（室長）見坊豪紀　　水谷静夫　石綿敏雄　宮島逮夫地方言語研究室（室長）柴田　武　　野元菊雄　上村幸雄　徳州宗賢

第
二
研
究
部

　　（部長）輿水実

甯鼡ｳ育研究蜜（室長）芦沢　節　村石昭三　吉沢典男

ｾ語効果研究霊（塞長）永野　賢　高橋太郎　渡辺友左

第
三
研
究
部

　　（部長）山田　巌近代語研究室（室長）林　四郎　進藤咲子

ﾙ～饗縫（主任）劇剤広浜雌

第
四
研
究
部

　　（部　長）岩淵悦太郎（兼任）第一資料研究室（室長）松尾　拾　糟尾寅弥　二目章夫第二資料研究塞（室長）飯豊毅一　大久保愛　高田正治第三資料研究霊（室長）斎賀秀夫　松本　昭
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話しことばの文型の調査研究

　　　　　　　　　　A．前年度までの経過

　話しことばの文型の研究を，最初に各種の対話資料によって行ない，その報

告書『話しことばの文型（1｝一一一対話資料による研究一』を，昭和35年3月に

刊行した。ここでは，表現意図・構文・イントネーションの三つの面から文の

文法的特徴に迫ろうとして，それぞれの面の分析を行ない，また，この三つの

面のからみあいとしての総合的文型の小規模の試みを行なった。

　ひきつづき，昭＄臼3S年reから，独話資料による文型研究にとりかかった。先

行の対話資料による研究と比べて，立場や方法の基本においては変化はないが，

方法の細部を改めた点があり，とくに構文の研究調査に大ぎく力をさいた。対

話資料による研究の段階からもう一段発展させようとしたものである。

　　　　　　　　　　　B．　担　　当　　者

　下記の話しことば研究室員の共同研究であるが，表現意図・構文・イントネ

ーションのそれぞれについては，付記するような分担により，随時，共岡討議

にかけて研究を進めた。

　　大石初太郎　　宮地　裕（表現意図・イントネーション）

　　南不二男（構文）　　鈴木重幸（構文）

　なお，泉喜与子。吉村香苗が作業を助けた。

　　　　　　　　　　　C．本年度の作業

　1．報皆書『話しことばの文型②』

前年度にひきつづき，独話資料による文型の門門を進めて一応のまとめに達

し，報告書『話しことばの文型（2）一独話資料による研：究一』を，昭和38年

3月に刊行した。その内容は次のような構成によった。

　1　概　　要

　■　表現意図
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褻現意図に対応する文表現を，

◎灘繍㌔灘llご；ζ藁灘纒現

構表現麟灘蕪議による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。態の表現

②判叙表現

（1鯛断既定の表現

・一
　　　　　　　　　／L齪の㍊

b．

断定の葡現／ 2．伝聞の表現

3．希望の表現

4．推定の表現

ks．意志の表現

（・）判断未定の剃1：幽幽£慧

　　　　　fa．　esPpgssXYX（

驚現
^
、
．

　　　　　（a．
④応徽現1、．

　　　　　鞭求囎騰欝灘

　　　　　賑求の剃1：諜灘

命令的矧1：欝欝灘

未分化表現（応答詞などによる）

やや分化した表現（指示詞などによる）

　のように分け，それぞれの文末形式を調べて記述する。

　　表現意図に対応する桂会的習慣としての言語形式には，文法的形式と語

　彙的形式とカミあるが，ここでは文法的形式を中心とする。

匪　構　　文

　　文の成分（文の構成に一次的に参加するものに限る。）を，

　　　述語　　主語　　補語　　目的語　　連用語　　状況語
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　　　陳述的成分．：独立語

　と分け，さらにこのほかに，

　　　従属句

　を認め，これら成分の組み合わせの類型としての構文の型を，

　　　1，独立語構文

　　　2．述語構文

　　　　　（1）基準構文

　　　　　　a．骨ぐみ構文

　　　　　　b．拡大構文

　　　　　　c．複合構文

　　　　　（2）付加構文

　と分類する。これにもとづいて，主として資料にあらわれた構文の型をあ

　げ，それぞれの型の特徴を記述する。

互▽　イントネーション

　　ここで扱うイントネーションを，

　　a．意図表現のイントネーション

　　b．車立表現のイントネーション

　の2種として，資料のイントネーションを分析調査し，話しことばの文型

　にイントネーションがどういう位置を占めるかを追究する。

V　総合的文型の試み

　　表現意図・構文・イントネーションの三つの面を総合した総合的文型の

　ための問題点として，次の3点について記述する。

　　1．成分の陳述的変容について

　　2．　「主題一解説」の類型について

　　3．表現意図との関連から見た状況語について

　　次に，表現意図・構文・イントネーションの対応関係を示した文型一覧

　表をかかげる。

：2．イントネーションの調査

イントネーシuンの研究をさらに進めるために，昭和38年3月に，福島県安
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達郡東祁町針道，同累須賀川市仁井穣の2地点で，イントネーションの小調査

を行なった。N本語イントネーションの研究の一：面め作業として，一型アクセ

ント地帯のイントネーションを調べようとする計画にもとつくものである。こ

れの分析は次年度に行なう。この講査に関して，とくに

　　福島大学学芸学部助教授　菅野　宏氏

　　東和町針道小学校教諭　遠藤秋男氏

　　須賀川市仁井田中学校教諭　加藤義久氏

の協力を得た。

D．　今後の予定

　次年度からは，あらためて話しことばの文法の体系的硬究を目ざし，問題点

を順次取り上げて詳しい調査研究を行なう。話しことばの文型に関しては残さ

れている部面が多いが，その研究をさらに進めるためにも，これが必要である。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石）
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現代雑誌一般の用語・用宇の概観調査

A．　これまでの硬究経過

　昭和31年度以後，現代雑誌一般の用語・用字の概i歩調i査を行なV・，昨36年度

にその成果の一部を『現代雑誌九十種の用語用字』第一分冊総記および語彙表

（国立国語研究所報告21，昭和37年3月）で，また今年度は同上第二分冊漢字

表（国立国語研究所報告22，昭和38年3月）で，それぞれ報告した（第二分冊

の概i要はpp．14～15，　E項にしるしてある）。

　計量的調査では，調査目的に即応した統計理論の整備の必要はもちろんであ

る演，そのほかに，大最のカードを等質的に作成・操作するための，調査単位

（単位語）の認定のしかた，カード採集・集計整理などの作業方式の決定，作

業の手順，作業の贔質管理などに関する周到な計画と実施が大切である。

　現在調査中のものも含め，われわれはこれまで三回にわたって，もらばら入

力による調査としては大規模な用語・用字の調査を経験し，方法論的にも実践

的にも多くの成果をあげたと信ずる。

　方法論的には，層化集落抽出法の一変形による語彙調査の理論と方法を確立

し（⇒報告13，pp．79～108；o報告21，　pp．295～320），標本から調査対；象

全体の語彙量を推定するための公式を求め（o年＊R　’ U，pp．52～59；o報皆13．

pp．26～37），また，岡音の弾語か同じ語の意味の違いかを操作的に判別する・

公式を作り（ゆ報告13，pp．108～115），さらに，ある語がよく使われる語で

あるかどうかを論ずるには，なまの使用度数から，相対尺度である使用率を計

算し，かつ，調査対象全体での使用率の推定精度をも考慮すべきであることを

明らかにした（ゆ報告12，p．5）。一方，実践的成果としては，五十音順。使

用率順の各種語彙表，意味による分類語彙表，各種漢宇表，語の表記の一覧表

など，国民の言語生活の実態を反映する資料を蓄積してきた。

　以下に，書きことば研究室がこれまでに行なってきた用語・用字調査の規模

その他をまとめて示せば次の通りである。
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用語調査

　　資料調査対象　　抽蹴延朧誘蕪礫銀鶏籔燕
ユ　婦入雑誌　主婦之友（25年1月～12月）
　　　　　　（本文金体）

　　　　　　　　　　　　　　　約1／6　14．6万　　2．7万　　90万　　　報告4

：2　総合雑誌　13種（28年7月～29年6月目
　　　　　　（本文全体）

　　　　　　　　　　　　　　　約1／40　23万　　2．3万　900万　報膏12～13
・聡鵜（籍塁警（・・年・肘2月）

　　　　　　　　　　　　　　　約1／230　53万　　4．0万1億4千万　報告21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下続刊）

　＊別に，実用認嘉だけについて婦人生活（25ff　1　fi　一12月置を同じ抽出比で調査した。標本薙べ語数は5・2万，

　同異なり諮数は1。0万，実罵記纂全体の推定延ぺ語数は33万である。参沼．報告4e

用字調査

　　酬調酬象　抽蹴延懸数臓嘆鮨棄鞍蝦
4　婦人雑誌　1に同じ＊　　　　全標本　　17．0：万　　3048　　　41　　　　報告4

・5　総合雑誌　2に同じ　　金標本の1／2　11．7万　　2781　　73　　　報告19

哩旗艦・胴・全標本の・／328・・万3328・5　報解
　＊婦人生活の実用記寮の堀含は。標本延べ字数6．G万t同異なり字数2．　GOG字である（追記参照）。

参考　婦人雑誌の調査の前に，朝R新聞の昭和25年6月分に対し金紙調査を行ない，

　　延べ24万，異なり1，5万（入口・地名を含まなV・）の語数を得た（φ資料集2

　　騨語彙調査一新聞用語の一例一一』（昭和27年3月））。

　　　　　　　　　　　　B．　調査の輪郭

冒標　　現代書きことば資料のうち雑誌という形態をとる刊行物について，多

くの部門にわたり，その用語ならびに用字の概観を標本調査法によって計量的

に試み，基本語彙設定ならびに表記法体系の改善のための基礎資料を得ようと

する。

　ここに現代雑誌一般とは，特定の部門にかたよらず，ひろく各分野にわたり

選定された成人用の雑誌（季刊，月刊，旬刊，週刊）をさす。ただし学術・技

衛・専門雑誌の類を含まない。　（調査対象の項参照）

調査対象　昭和31年度刊行の雑誌，5部門90種（1月～12月号）の本文全体（付

録・増刊号を含む）。
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　部門の分け方と各部門の雑誌の種類は次の通り（調査した誌名の一一覧はpp．．

15～16にしるしてある）。

　」　評論・芸文（世界・中央公論・新潮・群像等）　　　　　　　　12種

　∬　庶民（文芸春秋・家の光・週刊朝朗等）　　　　　　　　　　　14種．

　狙　実用・通俗科学（ダイヤモンド。自然・時の法令等）　　　　15種

　IV　生活。婦入（主婦の友・装苑・暮しの手帖等）　　　　　　　　14種

　V　娯楽・趣味（オール読物・読切小説集。映画の友・野球忌事）　35種

調査対象の大きさ

延べページ数

推定延べ語数

226，358ページ

約1．4億（β単位による）

内訳｛鰯矯鑛羅188羅

抽出比　　　1／230

標本の大きさ

　　（1）助詞・助動詞以外の語……広告を除いた全紙面から1／8ページ大の部：

　　　分8，000箇所。ページに換算して1，　OOOページ分。

　　（2）助詞・助動詞……（1）の1／3。

　　（3＞表記・漢字………（1＞の2／3。

標本延べ語数　　約53万（総合雑誌の語彙調査で用いた規準（β単位）によつで

　数えた語数）。おおよその内訳は次の通り。

　　　　　　助詞・助動詞以外　　助詞・助動詞　　合計　　　漢字調査の部

　　区分　　　延べ　　異なり　　延べ　異なり　　延べ　　　延べ　　　異なり

　　前段　　14．5万麟　2．3万議　9．5万謡　15晦　24．0万謡　　13．8万字　2943字

　　中段まで29．　2　　3．4　　一　　　一　　38．7　　　28．◎　　3328

　　後段まで　43．8　　4．0　　　一　　　一　　53．3　　　42．O（推定）3505（注）

　（注）　漢字調糞は．中段までの標本｝こついて行ない，後段には及んでいないが，後段ではじめて現われた漢字D・

　　種類については．別に追跡を試みた結果177字を織た。したがって，後段までの全標本を調べた場合は，異．

　　なり字数が35051こなる見込みであるv　なお，その場合の幾べ字数は約42万字と推定される。

作業の段階　各部門とも9段階に分け，3段階ごとに集計する。
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C．　前年度までの経過

　資料用雑誌の決定とその取集，採集箇所の拙出，採集用カードのリプリント，

全段階のカード採集・検査・整理・集計および語の使用率ならびに推定精度の

計算。

　助調・助動詞調査用のカードの採集・検査・整理。集計・記述法の研究およ

び語の使用率ならびに推定精度の計算。

　表記調査用のカードの採集・検査・整理・集計。

　漢宇調査用のカー一　Fの採集・検査・整理・集謙。

　複合語調査用のカーードの採集・検査。

　報告書「現代雑誌九十種の用語用字」第一分冊総記・語彙表（国立国語研誤

断報告21，昭和37年3月）の刊行。

　　　　　　　　　　D．本年度の作業の概要

1　報告書第二分冊「漢字表」編の原稿を作成し，これを印刷した（→E項参

　照）。

凝　報告書第三分澱の材料をまとめた。第三分冊では主として今回の調査結果

　の分析を行なう。以下におもな内容を項目別に示し，簡単な説明をつけくわ

　える。

　1　語の基本度を瀾る方法の探究

　　「基本語彙」を，よく使われかつ様々の分野に満遍なく現われるような語

　　く見出し語）の集合と規定すれば，かような見地から各語の「基本度」が

　　数量化できよう。その一案として，使用率と散らばり度とに基づき，その

　　語がどの程度基本的であるかということを数量的に示そうとする。

　2　複合語の調査

　　今回の調査では，たとえば「自動車」は「自動」と「車］とに句切って採

　　集した。そこで，ある見出しを核としてどんな複合語が構成されるかを概

　　観し，複合の類型・傾向などにつVて分析する。

　3　語種・品詞の分布と使用率との相関分析。
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4　活用語の各活用形の使用率の分析（助動詞をふくむ）。

5　問語・別語の判別に関する閥題の概観と問題点の分析。

6　岡三・別謬判別のための語例集の作成。

’語例集見本

　　　語　例　　　　用法例，処置

　　あつい　　①〔暑，熱〕あつい気候／あつい湯／あつい

　　　　　　　　戦争／あつい｛申

　　　　　　　　②〔厚，篶〕あつい板／あつく礼を述べる／

　　　　　　　　　あつい情／友情にあつい

かいめつ ﾀ譲睡

7　助講・助動詞の分析

　（1）接続の分析

見歯し

アツィ①

アツィ②

カイメツ

　　　助詞・助動詞の接続の模様を，その助詞・助動詞のついたままの形で数

　　　えて分析する。

　　②　助詞・助動詞の意昧・用法別の使用率を一覧表にまとめる。

　　〔3）類三七現の分析

　　　「由へ」と「山に」，「降れば」と「降ると」と「降ったら」など，同

　　　義または類義の表現を取り上げて分析する。

撫　分類語彙表の作成（約三万語）。この表は，現代雑誌九十種で得られた七

　千語の，意味分類上の位置を明らかにしたもので，三万語についての五十音

　順索引を含む。なお分類語彙表は，今回の調査の報告書とは別途に近く刊行

　の予定である。

W　用宇の分析。漢宇ならびに表記法に関する分析として，以下の仕事をした。

　1　漢字の丁数に関する分析。

　　標本に現神た灘の使用聯の分布および黙弊数や延べ掌数につ

　　V・て分析し，その結果をr報告22』の中におさめた。（o報告22，pp．6

　　一一　14）

　2　漢字の音訓に関する分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　ll



　　ω音訓一覧表の作成　　　　　ttt　　　’i、
　当用漢字1850字のうち，標本には1835字が現われた。また，当用漢字補正案

で薪たに加えられる候補になった漢宇28字は，いずれもこの標本に現われてい

る。そこで，この1835字に28字を加えた合計1863字の一々の音翻について，そ

れρ警用漢字音二三および当用漢字補正案に示された音訓㊧範囲内にあるかど

うかを調査した。その結果に基づき，音訓一覧表を作成し，表内音韻，表外音

訓の種類とその使用度数，および営内音訓でありながら標本に一回も現われな

かった音訓等が一覧できるようにした。

　なお，使用度数9以上の漢字についての音訓の使用状況は，r報告22』所収の

用法別漢宇表〔第2表〕に見られるが，ここでは，使用度数の多い漢宇（使用

度数200以上）の音訓使用状況について，比較的目立つ例をぬき書きしておく。

　〔標本にあまり現われなかった表内音訓〕

搬
出
今
学
界
社
回
和
政

連
　
仕
民
　
解
供
膏
仏
山
繭
父

公
務

総使用
度数

2107

　863

　799

　753

　654

　409

　382

　366

361

320

304

303

274

261

233

230

230

215

表内音訓と
その度数

スイ

キン

ヒ

カ

やしろ

工

やわらぐ

｛シ。ウ

つらなる

つかえる

たみ

ゲ

ク

ショウ

おさめる

まじる｛
まじわる

9、め

1
2
1
1
［
0
0
1

まつりごと0

1
0
2
1
G
O
1
0
1
1
1
0

1鶴灘を）

　（出納）

　（古今）

　（彼岸）

　（幾何）

（太政）

（群青）

（公卿）

〔構労〕

〔つらねる5〕

〔おさまらせる1，おさむ（人名）3〕

〔まぜる1，かわす7〕
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〔標本に多く現われた表外音調〕　………1画は，入名地名に使われ破数を示す。

欝
本
分
入
部
主
体
近
男
正
和
管
絃
眼
判
御
等
空

父

達
光

総使用
度　数

1643

1458

1022

　81e

　602

　563

　509

　503

　385

　382

　290

　283

　272

263

261

259

251

243

243

237

表外奮訓と

その度数
もと

わかる

はいる

へ

238

6e

245

167

おもな・に18

からだ

ぽ

細
務
鴬かる

鷺
｛蒙

｛髭

劣

（2）問題になる音訓の検討

駆
訪
茄
鐙
綴
舞
鋤
肩
口
餌
⑱
皿
鎗
2
9
悩
留

（その膏訓を使った語）

G巫1230）

（部屋115，【圏52）

（1璽35）

（i巫【55）

（正しく，正に10，圏29）
（1；画31）

（塵！38）

（歴ii　2）

（伯父，叔父，小父）

（lass7）

　当用漢字表のまえカミきには「使用上の注意事項」というのが付寵されてい

る。これは，音訓表の適用範囲を示したものであるが，この規定のしかたに

は多少おおまかなところがあるため，実際にこれを適用するにあたっては疑

問の起こる点が少なくない。そこで，その問題点を明らかにするため，上記

の作業に並行して，三内か表外かの判定に迷う音訥を分類整理して検討した。

（3＞表記のゆれに関する分析

　標本（前段・中段）に現われた，異なり約三万四千語（延べ約二十九万語）

のうち，表認法の固定しないものについての調査を始めた。今年度は1漢字

で書くか，かなで書くかで表記のゆれているもの，および送りがなのっけ方

がゆれているものについてカー．ド化し，目下分類整理中である。
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E．　報告善（第二分冊♪の内容

　本年度は，　『現代雑誌九十種の用語用字』の第二分栂（国立国語研究所報告

22）として，漢字表編を印退した。その内容は下記の通りである。

解説　　次の二つの部分から成る。

　1．調査のあらまし一用字調査のねらいと調査研究出自，調査対象，調査

　　の結果と報告書の構成等について説明し，終わりに，この報告書におさめ

　　た漢字表の引き方についての解説を付けた。
　　　　　　　　　，　　（注）
　2．漢字の字数一標本に現われた漢掌の使用度数の分布，および漢字の延

　　べ字数と異なり字数に関する，一二の分析結果について述べた。ここでは，

　　標本全体から見た場合，雑誌の部門によって分けた五つの層ごとに見た揚

　　合，および，漢字の制限範囲（教育漢宇，教育外の当用漢字，表外漢字）別

　　に見た訳合の，それぞれの結果について示し，そこに見られる特徴的な傾

　　向について説明した。なお，従来行なった，婦人雑誌，総合雑誌における

　　漢宇調査の結果とも，簡単な比較をした。

漢字表　この報告書におさめた漢字表の種類は，次の三つである。各表とも，

　　　はじめに「まえがき」を用意し，表の性格，体裁について説明してある。

　使用率順漢寧表（第1表）一一標本使用度数9以上の漢字1995字を使用率の

　　高い順に排列し，標本全体として見た場合，および五つの層ごとに見た揚

　　合の，使用順位と使用率とを示した表である。

用法別漢字表（第2表）一標本使：用度数9以上の漢字1995字の一々について，

　　（1牒本全体での使用順位と使用度数　（2）使われた音訓の種類と，それぞれ

　　の使用度数　（3）その漢宇を用いた語の種類と，それぞれの使用度数（ただ

　　し，標本使用度数8以下の語については使用度数を掲げない）　（4）その漢

　字を用いた語の他の表記の種類と，それぞれの使用度数（ただし，他の表

　記の種類の使用度数が合計で8以下の場合はそれぞれの使用度数は掲げな

　　い）を，示した表である。

く漉）用字調査は．現代雑誌九十租の全紙面から柵語調査のために抽出した纈本の三分の二の分灘（全紙齎のほ

　ぼ1／34のについて実施した。この項で以ざr襟本」と総するのは4用語調畳の籐本の三分の二にあたるも

　のをさす。なお，これはダプルサンプヲングではなく．用語調駿の錘本の幣毅と中段とを鰹つたものである。
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　、五十音順漢字表（第3表）一標本に現われたすべての漢字3328宇を，主と

　　して音によって五十音順に群列した表である。このうち，標本使用度数9

　　．以上の漢字1995宇に限っては，その使用度数と使用順位とを示したので，

　　第1表や第2表への索引を兼ねることができる。なお，上記の3328宇とい

　　うのは，・標本の前段・中段を通じて現われた異なり字数であるが，後段に

　　いたってはじめて現われた帯解を追跡調査した結果，177宇を得たので，

　　原義のためその宇母だけをこの第3表の中に掲げておいた。

　上の第1表，第2表に掲げた1995という宇数は，異なり字数の観点からすれ

、獄約60パーセントにとどまるが，延べ字数の観点からすれば，総使用度数の

［98。　6パーセントを占めている。

F．　担 当　　5蓄

、担当者は

　　　見坊豪紀　　水谷静夫　　石綿敏雄　　宮島達夫（書きことば研究室）

　　　斎賀秀夫　　松本昭（第三資料研究室）

であり，このうち，斎賀，松本は主として用字調査に従事した。

　なお第一研究部長の林大が，意味による分類語彙表関係の仕事を分担した。

また補助者として，研究補助員橋本圭子，高木翠，鈴木百合子，小林さち子，

宇野瑠美子が作業に従事した。

付　　調査した雑誌名一覧

1　評論・芸文

群縁　　芸術新潮

美術手帖　　文芸

　庶畏　　　14種

葦　　家の光　　キング

読売　　入生手祐

12種

　新潮　　世界

　別冊文芸春秋

大法輪　　短歌　　中央公論　　俳句

みつゑ

　　　サンデー毎罎　　週刊朝日　　週刊サンケイ　　週刊

特集人物往来　　知性　　N本週報　　文芸春秋　　丸

リーダーズダイジェスト

　　実矯・通俗科学

　エコノミスト

　商店界

　農耕と園芸

．W　生活・婦人

　．．暮しの手帖

15種

　　科学朝H
ダイヤモンド

　　保健同人

　　　14種

　主婦と生活

　科学読売　　自然　　実業之目本　　ジュリスト

東洋経済薪報　　時の法令　　農業朝日　　農業世界

ポピュラーサイエンス

主婦の友　　スタイル　　装苑　　それいゆ

　　　15



　ドレスメーキング　．婦人朝目　　婦人画報　　婦人倶楽部　　婦人公論

　婦入生活　　婦人之友　　若い女性

V　娯楽．趣睡　　　35種

　アサヒカメラ　　囲碁　　映画之友　　映画ファン　　オール読物　　爾白倶楽諏

　音楽の友　　棋道　　近代映画　　月刊ファイト　　傑作倶楽部　　講談倶楽齢

　娯楽よみうり　　実話雑誌　　週刊新潮　　遍刊東京　　小説倶楽部　　小説サロン・

　小説春秋　　　小説薪潮（別冊小説新潮を含む）　　　小説と読物　　　小説の泉

　スクリーン　　相撲　　旅　　トルーストーリー　　文芸春秋漫画読本　　平凡

　ベースボー・一・ルマガジン　　宝石　　明星　　野球界　読切倶楽部　読切小説集

笑の泉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見坊・・斎賀〉
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日本言語地図作成のための調査（第6年度）

A．は　　じ　め　に．

　北海道から沖縄まで，日本語地域の全域を範囲として，語の地理的分布を明

ちかにし，日本語の歴史を再構することを目的として始めたこの調査は，今年

　　　　　！）　2）度，8か年計函の第6年度を終えた。今年度は，後期三顧の第1年度にあたる

が，265地点での調査を終わり，初年度からの調査地点数は，合計1930になつ

鹿。

B．　握　　当　　者C

　前期計画と陶様，地方言語研究室が調査センターとなり，調査全般の企画・

．運営および結果の整理に当たった。．臨地調査は，主として地方研究員が地域を

ttｪ担して行なったが，地方言語研究室の室員4名も，随時これに加わった。

　門門37年度にあたって，臨地調査を分撞した人々は，次のとおり。

馨韓担当地域氏名　手先（・963年・月現在）　蜥（左に醐

1
2
3

0
（
）
（
り

4
5
8
7
Q
ゾ

0
ハ
U
■
4
0
5

北海道1

北海道9

誌海道皿

担
手
城
田
形

青
岩
富
秋
山

54　福島

55　茨城

五十嵐三郎　北海道大学文学部（助教授）

長谷川清毒　北海道学芸大学（助教授）

石壇　福雄　札幌市教育委員会（才鷺導主

　　　　　事）

藤島　正年　弘前大学教育学部（教授）

小松代融一　県立杜陵高校（教頭）

加藤　正信　東北大学文学部（助手）

北条　忠雄　秋鐙大学学芸学部（教授）

佐藤　亮一　東北大学文学部大学院（学

　　　　　生）

三浦　芳炎　県立田村高校（教諭）

金沢　直人　茨城大学教育学部（助教授）

札幌市月寒西3条5丁目

率Li幌市＃ヒ23条西7了鼠

北海道札幌郡手稲町西野

79

弘前市袋町20

盛岡市下ノ」、昼各63

仙台市南ノ1・泉伊藤屋敷48

秋閏市手形東薪町1

仙台市福室字松堂市営佐

宅LB32の135
福島県霞村郡三春町大町

51

オく戸市石jU町4043（7）2

1）　当初は，7か年で終了する予定であったが．1か隼の薙i長を余嬢なくされた。それはもつばら諸物髄．こと

に遡賃・窃泊費の綴上がりがあったにもかかわらず．WtJVの予算で実行しな｝ナれ腰ならなかったからである。

2）　後章．および年報13参照。

　　　　　　　　　　　　　　　　　17
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3
0
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栃木　　　多々良鎮男

群馬　　　上里予　　勇

埼玉　　　江原　　嚢

千葉　　　後藤　和彦

東京　　　馬瀬　良雄

神奈川　　臼野　資純

薪潟　　　劔持隼一郎

蜜山・石州岩井　隆盛

福井　　　佐藤　　茂

出梨　　　清水　二四

長野　　　青木千代吉

岐阜　　　谷開　石雄

静岡　　　望月　誼三

愛知　　　山Pt達也

三重　　　慶谷　寿信

滋賀　　　覧　　大城

京都b　　奥村　三雄

　　　　　遠藤　邦基

大阪　　　藤宮　一門

兵庫　　　岡田荘之輔

奈良　　　西宮　一三

和歌出　　村内　ec一一

鳥取　　　広戸　　惇

島根　　　岡　　義重

出山　　　虫明吉治郎

宇都宮大学学芸学部（助教

授）

県立沼田女子高校（教諭）

市立城南中学校（教諭）

都立大学人文学部大学院

（学生）

長野廉短期大学（講師）

静周大学文理学部（助教授）

県立柏崎高校（教諭）

金沢大学教育学部（助教授）

福井大学学芸三部（教授〉

山梨大学学芸学部（助教授）

市立三陽申学校（教諭）

県立岐阜商業高校（教諭〉

静岡大学教育学部（教授〉

日本癌祉大学（助教授）

名古屋大学文学部大学院

（学生）

県立虎姫高校（教諭）

鞍阜大学学芸学部（助教授）

京都大学文学部大学院（学

生）

奈良を晃よ。

町立温泉小学校（校長）・・

同幼稚園（園畏）

皇学館大学（教授）

和歌山大学学芸学部（助教

授）

島根大学文理学部（教授）

県立岡由操山高校（教諭）

宇都宮市一の沢町！の6k’

沼露市810

川越野南通町9の17

横浜市港北区大曽根町

460

長野市淀ケ橋町棚町アノや

一トB！4の1

静岡市大岩町2の82静岡

大学大岩宿舎内

柏崎市柏木町1255

石州県河北郡津幡町字清・

水ホ313

橿井市湊新町66

山梨県中巨摩郡白根町

百々3062

長野県更級郡更北村中氷、

鉋1089

岐阜市旦の島402

静岡市北安東628

名古屋市中村区大秋町

3の26

名古屋制ヒ区若國町2の・

50今村方

長浜市分木町1260佐脇方

岐皐布野良六本松大学住’

宅

：京都市左：京区下鴨上潤原：

町43

兵庫県美方郡温泉町湯

枚岡布河内町920

和歌山市片岡町1の1

出雲布元宮町

島根県簸川郡斐川四大宇9

憲村

闘山市津島宇イツクシ山

2413の15

1）　8月，一身上の酪合から地方研究員を辞退した奥村氏に代わって．

　　　　　　　　　　　　　　　　　18

9．月から嫉遠藻氏が担当した。
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3
4
4
4
4
4
4
5
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8
7
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Q
り
9
9
9

口
島
潤

山
徳
香

媛
知
岡

愛
高
福

村岡　壺焼　町立三興中学校（校長）

陽
雄
秋

　
文
泰

四
丁
石

阿
宮
三

世
俊
助

正
重
頼

山
居
築

属
土
都

佐賀・長崎小野志真男

熊本　　　秋山　董次

大分　　　糸井　寛一

三三　　　岩本　　実

鹿児島　　上村　孝二

沖縄　　　伸宗根政善

陽
元
村
潤

柴
野
上
徳

県立下関南高校（教諭）

徳島大学学芸学部（教授）

香川大学学下学部（教授）

薪繊高校（教諭）

高知大学教育学部（助教援）

福岡学芸大学（教授）

佐賀大学教育学部（教授）

熊本大学教育学部（助教授）

大分大学学芸学部（助教授）

宮碕大学学芸学部（助教授）

鹿児島大学期理学部（教授）

琉球大学（教授）

　武（室畏）

菊雄

幸雄

宗賢

広島県佐伯郡五日市町屋

代121
　　　　　　　　　野方
下関市小月町中迫2561蝦

蟹旛県那賀郡那賀川町島
尻931の2

高松帯九番丁公務員宿舎

41

今治市河南町2麗267

高知布弥生町44

福岡帯高宮三猛ノli町56

佐賀市赤松町中館93

熊本市若葉町36

臼杵市海添190

宮碕市下水流町190の；

鹿児島市武辺丁965

回目awfQrd　Hall　210，

University　of　Hawaii，

Honolu｝u，　Hawaii，

U．　S．　A．

（以よ地方研究員48名）

（以上研究室員4名）

　なお，結果の整理については，言語地理学の専門家W・A・グ四一タース神

父の協力を受け，また，作業一般に，研究補助員白沢宏枝が参加した。

C．　後　期　計　画

　L調査項自一一前期計爾と変わった点について説明する。前期計画開始の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
ころは，230項属の調査票（第1調査票・第2調査票）を，調査終了まで一貫

して使用する予定であった。しかし，調査を進めてみると，これにいくらかの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？）
修正を加えれば，いっそうの成果を期待できるζとがわかった。そこで，後期

計画では．当初の230項目のうち66項黛を削り（新第1調査票・新第2調査票

を作った），それに前期第4・第5年度に準備的に調査した55項罵（第3調査

1）　葺三報9参黙言σ 2）　年報12。13に，その考え方の一郵が見られる。

　　　　　　　　　　　1｛



　　　　　　1）
票・第4調査票）のうち51項目を加え（新湯3・4調査票を作った），合計
　　　　　　　　　　　　　一2）
2ユ5項目で調査することにした。230項目から削った66項醤の中には，調査第3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
年度までですでに調査を打ち切った11項貝も含まれているが，あとの55項目は

第5年度をもって調査を打ち切ることになる。

　調査を継続するか打ち切るか，つまり項目の採否は，研究室員4名が，調査

結果を記入した整理地図について，全項目を検討した上で夏負した。これは，

ee　4・5年度に準備的に調査した55項目についても，同様である。採否の基準

は，さらに調査を進めることによって得られるであろう効果の見通しであった

が，削除した項目には，①すでに結果の大勢が明らかなもの，②これ以上調査

しても3か年ぐらいでは成果の期待できないものが含まれる。

　前期計画で調査を終わり，後期計画では調査しないもの70項目は，次の通り

（項目の番号と語のみを掲げる）。

003　くもの糸

004　くもの巣

e17黄色い

018赤い
＊020S青い

021嘘をつく

023作る
024作る

＊025Sなおす

＊027Sなおす

＊029Sおどろく

＊03eSおどろく

037鼻
G50辛い

061　ほくろ

粕62Sあざ

e74垢
075　ふけ

077Sこけ

＊078Sこけ

080男
091　お釣り

092　かぞえる

＊098Sあずける

108　あした

109　あさって

113　あしたのばん

＊117　雨

121　ごろごろ

131　ごみ

132　ごみ

133　ほこり

134　ごみ

135地震
137Sはやし．やま

139Sはやし

140Sもり

144Sかど

145Sかど

151　灰

155すりばち

156すりこぎ

167　きぬいと

王68　もめんいと

169　おりV・と

170Sせんたくする

171Seんたくする

172Sくさる

173米
175　もち米

176飯米
177米びつ

183畑
184　鳥おどし

192すみれ

198竹

203Sこわい

＊205Sこわい

206Sこわい

207Sけち（だ）

208Sけち（だ）

2GgSけち（だ）

210Sけち（だ）

＊211Sはそんする

227　ちつちつ

229　ちゆんちゆん

▲245Sうち

▲246Sうち

▲267　ふとる

▲285　やんま

　＊印は，第3年度までで，すでに調査を打ち切ったもの。

　ム印は，第4・5年度で準備的に調査したが，後期計画では調査しないもの。

　なお，項目の採否の検討中，ある地域では調査を続けたいが，別のある地域

ではもう調査しなくてもいいのではないかと考えられる項肩が，いくつかあっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
た。前期計画ではs’全国一概に，調査着雪はどこでも同じであった。しかし，

王）年報12。13参照。　2）沖縄は．地域的な欝蘇寧構から．後期計麺におレ・ても，1貝第1・第2調査票から11

項霞を削》：）たものに萩第3。4第調査票を加えτ調戯ずる。　3）年報12周目。　4）感気に嘱して特倒がある。

隼報12．13参羅｛0

　　　　　　　　　　　　　　　　20



後期計画では，結果についてすでにある程度の見通しが立っているから，そう

機械的に調査しなくてもいいのではないか。そこで，後期計画においては，調

査項目215のうち38項目に関して，調査を続ける地域と，調査を打ち切る地域

とを分けて指定し，できるだけ調査を能率的に進めることにした。

　ある地域では調査を続けるが，ある地域では調査を打ち切る38項目の詳細は

次頁の表の通り。×印は，その項目を，その地域で調査しないことを示す。

　したがって，後期計画の調査項目全部で215のうち，たとえば青森の地方概

究員は，その担当地域内で198項資を，大阪の地方研究員は，嗣じく1891」　Sを

　　　　　　　　1）
調査することになる。

　2．調査地点一前期計画5か年は，調査開始の昭和32年度に立てた計画に

もとづいて調査を進めてきた。地点選定は，研究室員が中心となって行ない，

基準は人口密度・自然地理的条件を主とした，機械的なものであった。前期計

画で調査した地点は，全国で1665地点であった。

　これに対して，後期計画3か年では，選定の基準を変え，主として言語的・
　　　　　　　　　　　　　　　2）
社会的に重要な地点を選ぶことにした。資料としたものは，①地方研究員の意

見，②各種の文献によって知ることのできる，古代から近世に至る地方文化の

中心地と，水上交通の要衝などである，もっとも，第4年度・第5年度に準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
杓調査を行なった項目（第3調査票・第4調査票）のうち大部分も調査するの

であるから一その調査結果は，かならずしも全国に満遍なくばらまかれてい

ない一一，一面機械的な基準を加古する必要もある。全国的視野に立って，研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
究室で調整の上決定した後期計画における調査予定地点は，683である。

　なお，調査地点にについて，細かいことであるが，次のことを記録しておく。

　（1）調査予定地点682のうち，172か所は，特にその地点で調査したV・ものと

して，調査にあたって変更しないよう，地方研究員に求めている（たとえば山

形県米沢市中心部，岡懸鼻牛窓町中心部など）。他については，どうしても調

査できなければ，3kmの範囲での移動は許される。

　（2）各地方研究員の担当地域について，前期計画では改訂しなかったが，後

1）沖縄については．21頁の弓田2）参照。　2）沖縄については．昭和33無度｝こ全書藤における翻査予定地点を

きめたので．後期針画にあたっても．それは変更しない。　3）年報12・13蓼照。4）　このうち本年度265地点

で調査した。な誇．この683には沖縄｝こおける霧査予定地点22が含まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　21
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期計画にあたって，調査の便宜を考慮して，部分的に修正した所がある。

　変更を加えたものは，岩手・宮城・秋田・山形・奈良・和歌山・熊本・大分

・宮崎の各地方研究員の担当地域である。

D．　進　行　状　況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　L調査地点一昭和37年度に調査した265地点は，次のとおり。なお調査i

者を番号で示した。

　　　調査地点

北海道

松前郡松前町宇唐津

上磯郡木古内町字本町

奥尻郡奥尻村掌奥尻

礼文郡礼文町香深字トンナイ

利尻郡利尻町沓形字泉町

利尻君陳利尻町鴛泊字本町

閉梨郡羅臼町本町

調査者番号

紋別郡雄武町字雄武布街地基線中

通り

雨竜郡幌加内町字平和

膏森県

青森市大宇雲谷宇山吹

五所潤原市大宇福山掌福山

東津軽郡平内町大字狩揚沢宇浜懸

東津軽郡蓬N村大掌阿弥陀川宇阿弥
陀川

東津軽郡平館村大字根岸字湯ノ沢

東津軽郡三厩村大字宇鉄字竜飛

匹津軽郡木造町大宇出来島字維森

西津軽郡鯵ケ沢町大字長平掌音羽肉

中灘軽郡岩木町大字常磐野字上黒沢

岩手県

盛岡市築州第三地捌

下朗伊郡薪黒村茂市

下閉傍郡岩泉町大川釜津田滝ノ上

下醗伊郡岩泉町掌上有芸

岩手郡雫石町橋揚

岩手郡葛巻町荒沢口

3
3
3
2
1
1
2

0
0
0
0
0
0
0

2
1

◎
0

4
」
q
4

0
∩
V
（
U

4
4
4
4
4
4

0
0
A
）
O
G
A
U
5
5
5
5
5
5

0
0
0
G
（
V
O

岩手郡岩手町翔に｝宇水無

岩手郡滝沢村’柳沢

岩手郡松尾村寄木宇畑

宮城県

仙台市大字茂庭宇中ノ瀬

塩釜市中心部

柴鐵郡州崎町青根

名敢郡秋保村野尻

宮城郡窟城村定義

宮城郡泉町根白石

秋田県

秋田市土崎港旭町字琴平

秋紹市下浜村字羽揖

横手市大町上丁

男鹿市船越町

由利郡仁賀保町平沢

平鹿郡大森町字大森

雄勝郡羽後町酉馬音内上弼原

雄勝郡雄勝町秋之宮造石

出形渠

山形市中心部

東根市関山

尾花沢市簿袋

西置賜郡小国町大学小玉川字長者原

最上郡真窒川町大字大沢

最上郡真室州町大宇新及位

福島県

会津若松市湊町大字原宇新橋

安積郡熱海町大掌安子島字町

安積郡逢瀬村大字多田野字久係韻

「
∂
r
D
門
D

O
O
∩
V
＆
8
8
6
＆
8
＆

∠
1
4
4
’
4
4
丞
凸

7
7
7
7
7
7
7
7

0
0
0
0
0
0
0
0

9
9
9
6
優
9

5
F
◎
5
1
5
5

4
4
4
貞

戸
0
ご
σ
「
0

1）本隼度から後期計麟となるので各地点で醐壷した項鼠は．本文Cで畿明したように，塊方研究員撫当地域ご

　とiこ異なる。沖縄では，【日第1。第2纒査票から11項濁を除V・たもの1こ，新第3・4講査票を加えた270項，

　團を縄査したo
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＝耶麻郡山都町宇館ノ原

耶麻郡西会津町（奥川）大字飯根字

極入
耶麻郡点出代町大字若宮字鬼田

耶麻郡磐梯町語源橋

：田村郡三春町宇北町

濁村南中田村大字中津州字堂作
：茨城県

水芦市泉町3丁昌

土浦布外西町

高萩市大字申戸川宇米平

北茨城市磯原自大字大塚宇峰岸

栃木県

宇都富市戸祭烈

日光市稲祷町

真岡市晒蝋

－那須郡黒羽町大宇須佐木

群馬県
’群馬郡倉賀野町田子屋町

・吾妻郡高雅村大宇中山宇判形

利根郡利根村大宇根利掌西沢
’利根郡片品村戸倉

1埼玉票

浦和市高砂町2丁鷺

千葉県

安房郡白浜町白浜小字島綺

安房郡天津：小湊町字内浦

安虜郡長狭町陽平塚町田代

君津郡平坦町三園

’東東都

：文京区西原町

酋多摩郡福生町福生

薦多摩郡桧原村小沢

（大島支庁）利島村

神奈矧県

藤沢帯藤沢

愛甲郡清川村宮ケ瀬落合

菊藻県

長岡市千手町3丁百
村上市大字村上安楽町

南魚沼郡融資町大宇六臼町

刈羽郡西山町大字下山田

刈羽郡黒姫二大宇折居宇餅糧

岩船郡朝肩村大字三八

岩船郡朝fi村大掌高根

押出県

5鴇窪総点欝町

6
・
4
滋
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0
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り
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ゾ

に
り
F
D
P
O
9Q
！
（
3

4
4
一

6
6
6
6
6
6
6

1
1
1
1
1
1
1

i下薪州郡入善町大宇入善町

射水郡小杉町三ケ

石塔県

七尾市石崎町

輪農市大沢町回字宝来町

石州岩美川町字薪町

河北郡宇ノ気町宇宇野気

羽口乍郡欝来町福浦港

福井梁

福井市春山中町

小浜市上根来

由共郡金津町十日匿

今立郡池田村河内
大食反郡大飯町本SRv，，

山梨県

甲府市泉町

東八代郡石和町市部

長野県

上田市北天神町

佐久市大掌原

南安曇郡穂高町

北佐久郡望月町春資堀端

上高井郡高山村荻久保

更級郡大岡村掌宮平

埴科郡坂城町中之条

埴科郡松代町紺屋町

小県郡東部町楢原

岐阜県

綾阜市安良多町1丁閉

羽鵬市竹鼻町上鍋

羽島郡笠松町新町

恵那郡上矢作町本郷

益闘郡金山町本町

大野郡久々野町大宇小屋名

密城郡河合村羽根1
静岡渠

磐騨市見付町

賀茂郡下田町3丁霞

賀茂郡南伊豆町妻良

賀茂郡河津町小鍋
浜名郡舞坂町仲町’　－

引佐郡三ケH町三グ露

暖知県
｝豊橋市蕩町字通り
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西春N井郡清洲町
愛知郡H進町大宇北薪田
知多郡南知多町大字内海中前沼

渥美郡剛京町大宇六連

三重票

鈴鹿市江島町

伊勢市大湊町

南牟婁郡紀和町涌気

北牟婁郡海山町上里

度会郡南島町方座

度会郡度会村脇幽

滋賀県

蒲生郡目野町大窪

愛知郡秦荘町岩倉

伊香郡木之本町大宇杉野上村

京都府

京都市伏見区淀町

綾部市味方町

亀岡市安町中

相楽郡木津町小寺

竹野郡網野町塩江

大阪府

貝塚市南

茨城市泉原

寓閏林市字甲腿

南河内郡千早赤阪村千早

泉南郡岬町深B

兵庫県

姫路市飾磨区御幸

明石市東魚町
多可郡力口美町市原

神崎郡神崎町粟賀町

宍粟郡波賀町飯見

城崎郡哲野町竹野

出石郡但東町小坂

養父郡大屋町横行

三原郡緑町庄田

奈良県

御所市706

吉野郡十津娼村谷瀬

和歌山県

東牟婁郡本宮町三越

西牟婁郡串本町大島

海草郡下津町下津

那賀郡粉河町靹淵中ノ組

鳥取票
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Q8

X8

Q8

唐
Q
8
2
8
2
8
2
8

Q
V
Q
ゾ

2
Q
ゾ

9
（
U
O
O

◎
V
3
3
り
0

米子布糀町1丁目編潤町騨
東伯郡三朝町助谷

東伯郡赤碕町宮木

農根県

嵐雲市今市町

簸廻郡佐田村大宇反辺字町

簸州郡大祉町大宇宇竜

周吉郡西郷町大‡大久

穏地郡都万村大宇油井

知央郡西ノ島町大字甥府

岡由票

岡山市下之町

岡山市小購

溝≧由市綾部字ヨ三地

玉野市向舞比

和気郡吉永町都留岐

邑久郡隼窓町牛窓

広島県
イ≧窒三イ白郡三1こ　1……市劉］一三石こ1ヨ　了書了

佐伯郡沖美町三吉宇古戸

佐偵郡宮島町宮島

佐伯郡吉和村’市垣内

安佐郡高陽町中深川中ノ堂

山県郡豊平町字長沢

山県郡芸北町細見

山q県
萩市相島中

長門市通11区

豊浦郡豊浦町大宇宇賀小掌湯玉

美彌郡秋芳町嘉万八代中辺

阿武郡阿武町大字奈古浜

阿武郡須佐町大掌鈴野州宇大原

阿鋼細万規町大掌江崎弍町

徳島県

徳島市入田町笠木

小松島市二条通り

阿南市椿町横尾

板野郡大麻町板東字北条

香川県

高松市丸亀町

小豆郡内海町福田

仲多度郡多度津町大通町

愛媛県

薩宇融郡瀬戸町大掌期之浜

温泉郡中島町元怒＄ll
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越智郡伯方町大宇木浦宇瀬戸浜

周桑郡丹原町大宇明河保共野宇日浦

’宇摩郡別子山村保土野

高知県

高知市浦戸

安芸郡勧ll村島

書記郡物部村久保堂ノ岡

長岡郡大豊村立川下名成摂

土佐郡士佐村東石原

福岡県

久留米市諏訪野町5丁目
’tSP川市曙町

『甘木市秋月魚町

八女市本通

糸島郡二丈懸字深江

三井郡小郡町宇大保

佐賀県

佐賀市伊勢屋町
東松浦郡鎮西町大宇馬渡島

東松浦郡相知町大宇霞頭

長崎県
・佐世保謡曲薫町

・平戸市度島町三島浦

・平戸市築地町

・松浦市今福町楠原

．北松浦郡生月町一部浦

北松浦郡大島村神ノ浦

下県郡厳原町大字小茂田
・壱綾郡勝本町月券本浦

熊本県．

宇土市乙姫下網田殿原

飽託郡河内芳野村大宇船津：

阿蘇郡阿蘇町大字赤水

入代郡泉村大字縦木

天草：郡有明町上津浦字横浜

’天草郡御所浦村語口
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大分県

臼杵市大宇佐生藤田

津久見市大字四浦宇落ノ浦

南海部郡米水津村浦

大野郡野津町大字清水原字今下

槍入郡荻町大字櫓原字柏原

ll田郡前津江村大竃本村

宮崎票

宮崎宿上町1丁目
日南市大字酒谷宇深瀬

B南市大子宮浦宇早寝井
東露頭郡門州細字上納鳥

山臼杵郡北郷村大忌樹下掌椿原：

東臼杵郡諸塚村大字家代本村

鹿児島簾

川内市平佐町加冶屋馬揚

川内市港町京泊

串木野市羽島小字白浜

出永市大掌上大川内大水流

舶世田市大字唐仁原小宇大崎

垂水市牛根町麓宮崎小路

西之表市国上浦田

揖宿郡喜入町前之浜

撰宿郡出川町福元

潤辺郡坊津町無

賃置郡郡山町郡山

薩摩郡鹿島村藺牟田

出水郡高尾野町IN番所

沖　縄

那覇帯寒JK町1丁目

艦
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北部地区（国頭郡）伊江村字東江上　51
⇒ヒ部卜占区　（国頭郡）屋我ま也村字饒平名51

南部地区（島厩郡）小禄村宇小禄：　51

南部地区（島尻郡）東風平村掌富盛　5i

中部地区（中頭郡）読谷村字波平　　51

中部地区（中頭郡）具志JII村字兼箇般51

濃

　2・洞行調査一次に示す地点では，地方研究員の調査に地方言語研究室

（調査センター）の室員が筒行し，調査現場で起こるいろいろな事態について

訂ち合わせをして，全国での調査が統一して行なわれるように努めた。岡行調

査を行なった地方研究員は，昭和37年度から端たにこの計画に参加した入であ

る。
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　　　　地点名　　　　　　　　　　　　地方研究鼠　　　　同行研究蜜鼠

　　山形県東根市関出　　　　　　　　　　佐藤　亮一　　　　徳規　宗賢

　なお，年度途中から調査に参加した遠藤氏についての同行調査は，昭矛038年

度に行なう予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i）
　3、調査考の言語の調査一昭和36年度までに集めた「調査者の言語」の調査

；結果を補充するために，新しく研究員になった2名（遠藤・佐藤）についての

資料を集めた。

E．　来年度以降の見通し

　昭和37年度を第1年度とする「B本欝語地図作成のための調査」後期計画は

特男ijの事態がおこらない限り，昭和39年度にその第3年度を終わり，8年閥に

わたる全計画を終了するであろう。　　　　　　　　　　　（柴碑・徳川）

1）年報霜露照。
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申学校生徒の言語能力の発達に関する研究

A．　前年度までの経過

　国語教育研究室では，小学生の言語能力の発達に関する調査研究にひきつづ

いて，継続調査法による中学生の言語能力の発達に関する研究を行ないたいと

思っているが，この調査を始める前に，あらかじめ，中学校1年から3年まで

の間にみられる言語能力の発達の実態，傾向，問題点等を概観し，中学校の特

殊性に適した調査方法，調査問題等を検討しておく必要があるので，昭和36年

度に，中学生の雪語能力の実態についての概観調査を実施した。

　調査の実施校には，一，二の特定地域にかたよらず，なるべくいろいろな地

域の特殊性が出，それらの地域から出そうな問題点を把握することができるよ

うに，大都市・地方都市・農村・由村’・漁村・炭坑地域の性格をもった，東京

都新宿区四谷第二中学校・滋賀県大津市打出中学校・神奈川県中郡比々多中学

狡・長野県諏訪郡寓士見回中学校・宮城県桃生郡雄勝中学校・佐賀県多久市中

部中学校の6校を選んだ。6校の全学年からそれぞれ1学級分（学校によって

は2学級分実施したところもある）の生徒を被調査者とした。

　調査項目は，聞き方，話し方（いずれも録音器使用），読解，読書量（読書

速度），作文，文字（漢字），語彙，文法，表記（送りがな・かなづかい），付

帯調査（文字・語彙，作文の発達要因調査）にわたり，テスト所要時間は延べ

8時間を要する規模のものとなった。この調査項目が広範にわたったことと，

テストの実施時期がいろいろな事情のために遅れた（12月～1月）こととから

結果整理の大半が，37年度の仕事として持ちこされた。

B．　本年度の研究作業の概要

　本年度のおもな仕事は，（1）36年度宋に実施した中学生の言語能力の実態調

査の結果整理と，②　国民各屡の平語生活の実態調査（特別共岡研究）のうち

学校の生徒を対象とする調査一「中学生・高校生の文宇習得要困調査」の問

　　　　　　　　　　　　　　　　28



題作成・実施・結果の集計整理とである。

　1　中学生の暫語能力の案態調査の結果整理作業

　この調査項目は，次の一・一「ri表にみられるように多項舅にわたっているe

　義務教育終了者として必要と思われる能力が，中学生のうちにどる穗度つく

か，また中学生としての学年的な発達はどうなつでいるがなどがわかるように

従来行なわれた各種の調査・検査，お，よび教Pt書　，（各社）などを参考にして，

周題を作成した。また，小学校高学年で実施した諸調査の結果なども参照し，

その発展的な問題あるいは，ある部分はそのままの外題をとり入れて，中学

生としての発達，あるいは発達上の特色がわかるように高慮：した。

署籠瀧力の案態調査のテスト項目一覧

テストの種類 t問騨成
聞　き　方

（録音した話を再

生して聞かせる）

謡　し　方

（生徒の話を録音

する。）

個別テスト

読　解　力

1　二つの同種のニユ

・一X
　1．公安委員長会議・

　　の話

　2．オリンe“．ック組

　織委員会の話

H　座談会（スポーツ

　について）を聞かせ：

　る。

一定：の話題（作文Eと

同じ）で話させる。

1　（説明・小説・評

　論・一計筆・論説文）・

H　（随繁ポ説明，2・手

、紙・論説文）の長文

調　　べ　　る　　能　　力

二つの嗣種の話を継続的に聞いた揚合の

関係的な聞きとり理解力を調べる。

ユ、．撒人の発鴛する座談会での理解能力

　を調べる。

2、．座談会を闘く前と，聞いたあとでの

話中の語句（10語旬）の理解度の差と，

語句の理解と話の理解との相関を調べ

　る．’v

1　一“」Tの話題（『私のきらいな学科に

　ついて』）について，自分の意見・感

　想を入に伝えるカをみる。

2　作文テストとの比較によ！，ことば

　の表現浅薄微をとらえる。

3　方言介在の特徴を調べる。

付　改まった場での応答のしかたをみる。

1　税明認文章および生活文（説明・評

論・・論説・手紙など）

2　文学的文章（随筆・小説など）

などそれぞれの文章に即した読解能力

セ9



章（1・Eとも5題） を調べる。

を読解させる。 （1……要点・要約・要旨く意図〉・

段落・文脈　2……情景・心情・主題

・文脈・細部）

読書：量 1文章5GO字（本文400 読みの上で，困難のない生活文が3分問

（読書速凌） 字・設問100字），10 でどの程度読めるかの読書母（読書速度

文章からなる小学杢縞 ）をみる。

学年～中学生程度の生

活文を読ませる。

作　　　文 1　通信文（手紙）を 人から通信を受け，それに即して適切な

書かせる。 通信文を書いて出すという条件設定：のも

とで，手紙を書く能力をみる。（あわせ

て封筒の書き方もみる）

付帯調査 手紙を書くことの学習・経験の有無・度

合を調べ，実際の手紙を書くカとの関連

を調べる。

H　文題（「私のきらい 共遇の経験で，具体的に意見や感想の出

な学科について」）を やすい題蟹「私のきらいな学科につい

与えて，意見・感想 て」によって，意見・感想を文にまとめ

文を書かせる。 る能力をみる。

文　　　字 王　当用漢宇のよみ

（2GO字）

1　教科書（7被）で 1　学習した当用漢字の読みの習得僕を

1～3年にそれぞれ みる。

共通して提出してい

る当用漢字160宇

一

2　教科書に来提出又
2　義務教育終了者が二会生活で経験す

は提出度は少ないが

ﾐ会生活で用いられ
る文字が，どの程度読めるかをみる。

る当用漢宇40字

U　漢字のかき

（100宇）

1　小学校終末テスト 1　教育漢字を書くカの発達をみる。

結果正答率の低い教

二三宇，一書く生活の

上で必要な漢字70掌

2　社会生活で多用さ 2　縫会生活で多用される当用漢字がど

れる当用漢字30字 の程度霧けるかをみる。

付帯調査 新聞や一般の読み物に，どの程度親しん
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達

語 彙

文 法

表 記

6
テ
榊
琳
　
　
全
留
ア
題

校
の
語
　
　
回
虫
問
）

学
生
ト
ら
年
学
ト
ら

隔
年
ス
か
3
4
属
ス
か

　
　
　
　
（

一語　
語

4
　
　
∩
◎

A王

B

語5C

　D　漢　語　15語

豆E和語15語
　F　外来語　21語

　G　反対語　4語

　　類似語　4語

　H　ことわざ　10語

1　漢語

と共通）

6語（D

IA助詞の用法　　（4）

　B文の接続のし方C6）

　C各種の文法能力｛5）

　D首尾照応のカ　㈲

　E接続詞の使い方（3）

9F旧館のしかた　（5）

　G助動詞の用法　（4）

　H動調の活用形　⑥

　1動詞の基本形　｛2）

　」用書の基本形　⑳

　K男性語・女性語を

　区別するカ　　（19）

　L敬語を使い分ける

　カ　　　　　　（4）

1　送りがな

名詞・複合・名詞・動

詞・複合動詞・形容

詞・副詞・形容動詞

など　85語

でいるかを中心に，他のマスコミ（ラジ

オ・テレビも含曹）への接近度をたずね

文字。語彙習得と，特に薪闘・雑誌の閲

読状況との関係をみる。

A・B語彙理解の程度，発逮を，テスト法

によって（A正否判別法B選択法）みる。

C全国水準との比較をする。

D・E・F
それぞれ中挙1年～3年用に分けて語彙

をえらび，その理解度をみる。

G反対語・類似語をみつけるカをみる。

H日常接することが多いことわざの意味

の理解度をみる。

1語の使用力をみる。

A～しのそれぞれが問題としている文法

能力がどの程度あるかをみる。

中学生の送りがなのっけ方の実態と，そ

の間題点を調べる。
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五　かなつかv・

助詞（は・へ’を）

　・拗音・促音・長音

　（ア・イ・ウ・ac・

　オ列〉ぢ・じ，づ・

ず，同音の連呼；連

濁音，ご語の連合に

　よるぢ・づ

　　　刺激語65語
　（聴写による）

中学生のかなづかいの実態と，その問題

点を調べる。

これらの各調査項目について，主としで，次の観点から整理作業をすすめた，、

1
2
3
4
5

　本年度の予定としては，

一原稿作成にまで進むはずであったが，調査項目が多岐にわたり，整理作業が

予想外にひまどったことと，本年度のもう一つの仕事，（2）の「国民各層の言語・

生活の実態調査」に参加し，その担当部分の問題作成・実施・結果の集計整理

等に相当時間をさいたために，予定のまとめにまで至らず，各調査項爵の第一

次集計整理を終るまでに止まった。各能力問の相関を見るなどの第二次集計整

理は，昭和38年度前期にも引きつづき行ない，調査結果はまとめて報告書とし

て刊行する予定であるが，各調査項財のうち，集計・整理が比較的進んでいる

語彙テストの一部について，中間報告をしておくことにする。

　2．中学生・高校生の文字習得要因調査は，　「国民各層の書語生活の実態調査」

（特別共岡研究）に参加した当研究室がその一環調査として行なったもので，

この共同調査の調査地点として，特定の地域（新潟県長縄市）が選ばれたの

で，地域における文字刺激が漢宇習得にどのような影響を及ぼしているか，そ・

の習得要因と経路を，衰外字を中心に，．当用漢宇・教育漢字の読み書き調査によ・

ってみようとしたものである。長岡市め中学校2校，高等学校3校を調査対象、

　　　　　　　　　　　　　　　　　32

中学生の言語能力の学年的発達状況

中学生の言語能力における問題点

小学生の言語能力との比較，特質

各言語能力の閥の相関閣係

男女差・地域差

　　　　　　　　この調査の集計整理作業を完了し，まとめの段ee－aL



校としたほか対照調査校≧レて，東京の中学棟1、校，高等学校1校∵二形市の

高等学校1校に同慰の調査を行なって，結果の三三の参考にしな。調葦ゐ結果

は，集計整理を完了している。

　　　　　　　　　　　　C．　担　　当　　者

　「中学生の雷語能力の発達に関する研究」は，下記の国語教育研究室員およ

び第2研究部長輿水実の共同研究であるが・調査三一が広範ななめ・、問題作成，

結果の整理。まとめ等については，それぞれ分担を決め，随時，共同討議にか

げながら，研究作業をすすめた。

　　　輿水　　実（読解・読書盤）

　　　芦沢　　’飾（作文、・文字・表記）

　　　村石　昭三（聞く・話す）

　　　吉沢　典男（語彙・文法）

　なお，研二究補助員，根本今朝男・川又瑠璃子が，集計整理などの作業を助け

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）

　　　　　　　　　　　D．語彙力検査

　語彙の検査は，上記「問題の構成」に示したように，閥A～しの9問によっ

て行なった。そのうち，問A～Cで，小学校6年生，および34年度全国学力テ

齢との比較をレ・・の調二二校の生徒の語鋤む駄しがめておき澗

D以下でそれらの生徒の語彙力の発達をみようとしたものである。ここでは，

そのうちの中学生の学年別語彙を想定して選んだ語からテストしてみた問D，

E，Fの3間の結果につvlて述べる。

　1．検査語璽・方法

問D・E・Fは・語源脚線を淳年三灘タテの轍・三差をヨコ
の軸として，調査しようとしたものである。．、

　まず，検査語彙は，つぎのようである6

　　〔問D〕　15語

　　①　狂的　私語　重々　着服　物色　　②　意表（をつく）　横死　去来　才色

　　　　　　　　　　　　　　　　　，33



　　　段取り　　③　引導（をわたす）　家訓　　こうでい〔拘泥〕　正攻法　氷解

　　　く注　①②③は相当すると考えられる学年別をボすためのもの。後に説明〉

　　　〔問E〕　15語

　　①　きわだつ　まのあたり　ときめく　のさばる　さりげない

　　②あらいざらいうごめかすしどろもどろはがゆい毒づく

　　③荒立てる息まくうらはらごうも（～ない）見つくろう

　　　〔問F〕　21語

　’①　アクセサリ～　クリスチャン　シーン　デッサン　テーマ　マッチする

　　　モザイク　②アマチュアインフレソナタタイピストデビューする

　　　ユーモアラッシュアワー　③アトリエコストコンサート

　　　シャンデリア　ナンセンス　ブn一カー　メッセージ

　これら問D～Fを通じて，①グループの5または7語は，発達的にみて中学

1年に相当する語彙と考えられるものであり，同じく②グループは2年に，③

グループは3年にそれぞれ相当すると考えられるものを選んだものである。

　この学年別相当の語彙を選ぶにあたっては，つぎの手続きによった。

　さきに，文部省は「児童，生徒の語いカの調査」を行なってきており，その

ag一一次の発表に示されている小学校6年生が調査語14，241語に対して示した理

解度を一応の基準として，学年別に学習語彙を配当しようという試みが一部で

行なわれている。それによれば，理解度の低い20％までの語と，理解度の高い

80％以上の語を除V・た残りρ華さ，ユ0％の幅で区切っ1（，六つのランクとし，

この六つのランクを理解度の高い方から小学校4年，5年，6年，中学棟手年。

2年，3年の6か年に配当する。このようにして各学年に配当されていう語の

中から，中学1年～3年に相当する検査語を，適宜選んだものである。

　問題をつぎに示すが，検査の方法として，問D・Fは定義選択法により，問

Eは用例選択法によった。

　〔問題〕

　〔間D〕つぎのことばの意味としては，それぞれ，1・2・3・4のうち，どれが正

　　　　しいでしょうか。正しいと思うものの番号に○をつけなさい。

（｝・　・・，思
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働

l13）

家訓

Cspts

側氷

1
2
3
4
1
2
3
4
1
含
．
3
会
1
2
3
4

　
訓
　
　
い
　
．
，
法
　
　
解

家の設計図。

月々の家の借り代。・

家名のよみ方。

家庭の教えや，いましめb

こだわること。

しょうちすること。

しょうちしないこど。

かたいどろ。

相手をひゼくやっつげること。
　　　さぐりやく
あれこれ策略を用いないで，正しい方法で攻めること傷

成功に必要な方法。

正面の方から攻めること。

こおりがとけること。

数学の解法の一つ。

こおりがとけるように，うたがいがとけること。

化学の分解法の」っb

〔問E〕つぎの（1｝から⑱までの・ことばの使い方としては・それぞれ・イ・ロ・ハ・

　　二のうちで，どれがよいでしょうか。よいと思うものひとつの記尋に○をつけ

　　なさい。

｛1）きわだつ

　イ，よし子さんは大きな杉の木のもとへきわだった。

　ロ，太郎くんは，きわだって歩いたので石につまずいた。

　ハ，弟が「早く電車に乗ろう」ときわだったので・ぼくはfあわてなくてもいい

　　　よ」といってやった。

　二，着物を着た人はだくさんいるが，おねえさんは，きわだって美しく見える。

（2）まのあたり

　イ，トンネルを出ると，まのあたりに海がみえた。

　U，山田さんはやさしくて，まのあたりがいい人だ。

　ハ，冷たい風が，まのあたり吹きすさんだ。

　二，まのあたりが悪くて，きのこによる食中毒をおこした。

〈3｝ときめく

　イ，ぼくたちは，山の頂上に立って，’rやつほう！！と大きな声でときめいた。

　ロ，にわとりは，毎朝早くときめく。．

　ハ，ぼくは，「こんどのH曜日にノ・イキングしないか。」とrときめいた。’

　二，いよいよ，きょう，わたしたちの作った放送劇が放送されるんだと思うと，

　　　しぜんに心がときめいた。

｛4）のさばる

　イ，わたしは，ゆうべ夢をみて，思わず足をのさばらせた。

　ロ，大山くんは，学校の帰りに，いなごをとろうとして，たんぼの中へのさばっ

　　　た。
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　ハ，このごろ，駅前の盛り場に不良学生がのさばりだしたので，警察でば注意し

　　　てV・る。

　二，広い牧揚には激牛があちこち｝ζ，ゆうゆうとめさばっていた。

く5）さりげな㌣・

　イ，おとうさんは．さりげないことばかりして．子どもたちを笑わせる。

　ロ，ぐっすりと眠ったあとの気分は，さりげなくさわやかだ。

　ハ，その人は，あとから乗りζんできた老人に，さりげなく立って席をゆずった。

　二，おばさんは乳．ときどき，ぼくのことを，「あんた｝ま抵んとにさりげないわね。」

　　　といって，ほめてくれる。

く6）あらいざらい

　イ，きのうは一日中あらいざ5い洗濯しtc。

　ロ，何もかも，あらいざらいしゃべったので，気がすっと軽くな、つた。

　ハ，この辺も人家がふえてきて，あらいざらい土地が値：上がりしている。

　二，登山熱はますます盛んで，貝本の南らいざちいの山は，登山者でいつもにぎ

　　　やかだ。

〈7）うごめかす

　イ，動物園の象は，バナナをもらうとうれしそうに鼻をうごめかした。

　ロ，けんび鏡でのぞくと，いるいる。アミーバがうようよとうごめかされている。』

　ハ，太郎くんは，先生にほめられたので，とくいげに鼻をうごめかした。

　二，大きな地震がおこつで，家全体をうごめかしでいる。

｛8｝しどろもどろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なべ　イ，おかあさんの作っているおしるこの鍋の中をのぞくと，あずきがおV｝しそう

　　　にしどろもどろになつでいる。
　　　ル　い　ロ，不意に質問されたのであわてでしまい，わたしの答えはしどろもどろで，み

　　　んなに笑われてしまった。
　　　　　　　　　　　　ナい　ハ，選動会が終わり，父兄たちは，しどろもどろ連れだつで帰っていく。

　二，秋の山はしどろもどろにもみじしていて，とてもきれいだ。

て9）｝＝よ力二ゆv、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むしば
　イ，このあいだ治療してもらった二本の．虫歯が痛みだして，はがゆくてしょうが

　　　蕉v’・

　ロ，堅い紙を食べさせたら，ひつじははがゆいような顔で，すぐにはきだしてし

　　　まった。

　ハ，いくら説明しても，弟はわかってくれないので，わたしははがゆくてしかた

　　　がなかった。

　二，毎山雨が降りつづき，はがゆくていやな天気です。

⑯毒づく

　イ，そのきのこは，大きくなると毒づいてきて，食べられない。

　ロ，よっぱらいがいくら毒づいても，そのおまわりさんは，相手にしませんでし

　　　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　せし亀ぞう力幽てい　L　囁
　ハ，どうしてそれが毒づくかというと，製造過程でよごれがはいるからです。

　二，あの人は，このごろ急に毒づいた服装．を身につけるようになった。
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縫醗釜てる　　　　　　　　　　　　β
　イ，そんなにほこりを荒立てては，みんながめいわくするじゃないか。

　導，入場したら荒立てないように静かにしていてください。

　ハ，あの入が荒立てられたのは，たくさんお酒を飲みすぎたからだよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てまにん
　二，あの人は，すぐに事を荒立てるので，司会者としては，適任ではないg

tttl息まく

　イ，いくら息まいても，もう，すんだととはしかたがないじゃないか。
　　　　　　　ぎょうそう
　ロ，百メートル競走をしたあとは；みんなはあはあと息まいている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えいせいじょう
　ハ，しめきった部屋で炭火を使うと，息まいてきて衛生上よくない。

　二，もっと息まかなければ，長くはもぐれないさ。

e3）うらはら

　イ，きょうはうらはらと晴れわたっていかにも春らしい日です。

　ロ，それは同じことをうらはらの表現であらわしたにすぎない。

　ハ，着物のうらはらは，あまり厚くないほうがいいと思う。

　二，あの人の言うことには，うらはらがあるので，入に信用されない。．

圓ごうも

　イ，仕事がごうもうまくいかないので，みんなにすまないと思う。・

　ロ，「ごうも動ずることなく1，事にあたる」といラ．ごとがあるね。

　ハ，みんながカを合わせたので，車はごうも動き出セてしまつ．た。

　二，「ごうも多くも望みなきにあらず」ということがあるね。

㈲見つくろう

　イ，ぼくの顔をそんなに見つくろわないでくれよ，はずかしいじゃないか。

　ロ，スケッチするのにも，もっとよく見つくろわなければいけない。

　ハ，ぼんやりと見つくろっていたので映画のすじは忘れてしまった。
　　　　　　　ニんしんかい
　二，クラスの懇親会の費用は一人五十円ですから，お菓子は適当に見つく15って

　　　買ってくだざい。

〔問F〕つぎのことばの意昧としては，それぞれ，1・2・3のうち，

　　　でしょうか。正しいと思うものの番号に○をつけなさい。

（1）アクセサリー

（2）クリスチャン

（3）シーーン

C4）デッサン

どれが正しい

　1　はでな服装。
　　　　　　　　そうち　2・自動車の運転装置の一つで，速度を調節するもの。

　3　服装に，変化や色彩をつけるための飾り。

　1　キリスト教信者。

｛1驚享蒲戦

騰鞭；
　1　風景画。、

　2　画家の名前。

3襟の藁憲
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㈲テーーマ

⑥マッチする

（7）モザイク

（8）アマチュア

1
2
3
1
2
3
1
2
3

（9）インフレ
　　　　　　　　　g

a、）。ナタ　1

　　　　　　　　　？

（捌ピスト P

醗＿する1
　　　　　　　　　？

”3＝L　””　eア

G・・・・…シ…一一

@［1・

u6）

D：x5　／i

apt＝7v－s　，　／i

1
2
3
1
　
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

登揚入物の感情。

問題。題冒。

余裕。ひま。

一致する。似合う。

はみだす。

間違えう。
　　　　　　　　　　　　　　　　もぞうひん
本物と変らないような，よくできた模造品。

露洋式に建築したビル。

ガラス，タイル，木片などを材料にしたはめこみの絵や．

もよう。

無線通信の技術者。

しろうと。

ものずき。
　かね
お金の発行高が急にふえたために，物の値段がどんどん薦

くなること。

お金の発行高がへったために物価がさがること。

流行性感冒の一種。

作曲家の名前。
　　　　　　　そうめいぎょく
器楽の独奏蘭。奏鳴曲。

ピアノの一種。

自分のタイプばかり気にする人。

タイプライターを打つのを仕事とする女の人。

機械の部晶の名まえ。

はじめて，おおやけの揚に登場する。

映画に撮影する。

おおやけの場であいさつする。

品のいい，しゃれ。

二瀬の名前。

ひにく。
こんざつ

混雑時間。

休み蒔間。．

よく聞かれる放送暗問。
　　　しんさつ
医師の診察室。

画家の仕事部屋。

がくぶち。

消費価格。

生産原価。

輸出入品。

講演会。

演奏会。

食後の果物。
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鞠シヤンデジア

”99）ナンセンス

・⑳ブローカー

・⑳メッセージ

縢1撫継電懸
　1　ばかげたこと。

2　おもしろいこと。

3　むずかしい意昧のことば。

1　仲買人。

2　小売人。

3　暴利をむさぼる人。

1　伝雷。

2　電報。

3　配達物。

　　　　　　　　　　（以上いずれも実際はタテ書き）

　なお，問Dのうち，重々，物色，段取り，去来，こうでい，氷解の6語につ

いては，間1において再び提嵐して，短文作成法（それぞれの語を使って短文

をつくらせる）による検査をも行なった。ただし，周Dと問1とは離して実施

し，Dを先に1は後の時間に行なった。

　被験者数は，上記6狡の生徒で総計805名（1年男．143，女131，計274・

2年：男152，女129，計281・3年男123，女127，計250。　男合講418，

女合計387）である。

　2，検査の結果

　検査の結果を通覧するとき，まず目立つものは地域差であり，つぎには学年

的発達の傾向である。男女差はほとんど見られないといってよい。

　問題ごとに正答率を示すと，つぎのようである。ここで調査校はY，U，　H

などの記号で示したが，Yは大都市校，　Uは中都市校，亘は農村校，　Fは山村

絞，0は漁村校，Nは炭坑地域校を示し，以下これに準ずることとし，　Y校，

：N校のように略称することがある。

　表1－3にみられるとおり，大都市・申都市・農村・山村・漁村・炭坑地域

の地域差が相当はっきり認められよう。

　各校平均を比較するとき，問Dにおいては約14％，問鷺においては約20％，

Fにおいては約30％の開きが，最：高と最低とφ聞にみられる。

　大都市校が高く，漁村。炭坑地域が低いという傾向は1とくに閥Fにはっき
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り認められる。これは検査細め性格を反映していよう。

　検査語別にみるとき，各問において平均正答率の低い検査語は，各校とも一

様に成績がわるいことが目立っている。たとえぼ，欄Dの2・3・9・11，問l

Eの7・10・13・14などは，地域差がぐっと接近したり，地域差による上下曾

孫が銑れてきて’いる。できない語な，地域．に閥係なぐ成績がよくないわけであ

る。

　問題別にみるとき，間Fが：転均において問わ℃£を糸勺20％離して上位にあるa

問D嫁主として漢語的なものを中心とした検査語であり・，問Fは主として和語

的なものを中心としだ問題であサ，問IF・は外来語の糊題である。大まか．にいっ
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一て，ここに提出した検査語につめていうならば，外来語は比較的理解度が高く

（64・　1％）・漢語的なもの（44．5％），和語的なもの（46．4％）は，理解度がや

や低いといえよう。なお，問Fについては，選択肢が三つであるから，その正

一答率も上回っているという点も考慮して，結果をみる必要がある。
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　問Fの外来語については，すでに指摘したように地域差がとくにはっきり出

てV・るが，なかでも，14ラッシ＝アワー，18シャンデリアなどは，都会校と農

・山・漁・炭坑地組とに対立的な差が認められ，正答率に4qヴ50％という大き

い開き黍あることは，生活的環境の違いを反映しているも㊧と考えられて興味

深い。

　つぎに，学年的発達の傾向をみるために，嫁祝ごとに学年別の正答率をまと

めたのがく衰4～6＞である。これらの表では各学年の生徒が，1年相当語彙

・2年相当語彙・3年相当語彙に対して，それぞれどのくらいの正答率を示し

ているかをみるために，①②③の各グループごとに平均点を示した。なお，間

Dと同一検査語によって行なった問1（短文作成法）の結果も，参考として掲

げた。

　＜表4＞にみられるとおり，問Dにおいては，学年的発達の傾向はあまりみ

られず，むしろ低学年の方ができている語（3・4・13）もある。平均点にお

いてわずかに1年→2年→3年の発達がみられる程度である。これは，問E・

Fに比較して目立った違いである。また，問Dと問1との結果が検査語10を除

いては極端に開きがあることは，語の理解力と使用力との差を示すものとして

注意される。検査法の違いや，問Dに選んだ検査語の適否など，語彙検査の方

法について考えさせられる一つの材料である。

　＜表5＞にみられるとおり，問Eにおいては，全体として各語とも1年対2

・3年という対立的な開きがみとめられ，これは，問Fとも共通した傾向であ

る。なかで7・10・13・14など，平均点の低いものは，学年的発達がまずみら

れず，さきに地域差の問題で指摘した傾向，すなわち，同じく平均点の低い語

には地域差があまりみられない傾向と軌を同じくしているといえよう。

　＜表6＞にみられるとおり，問Fに：おいては，全体として問Eと同じく各語

とも1年対2・3年の対立的な開きが認められる。そして，平均点にみる学年

的発達も，間D・Eに比べていちばんはっきりしている。中で，検査語9にお

いては・1r♂、2年対3年という対立的な開きがあること・翠解由の侭い検査語

16’19においては他に比9て学年醗達が大きくなv’ことなξが注意されよう・

たとえば・検査語9「インフヒ」1＊　1・．…2年生が理解靡＄5・4，37．0％であるの
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に，3年生は倍以上の77．6％を示しており，これは3学年に進んでから，おそ

らく他教科による学習によってrインフレ」を習得しているためではないかと

も考えちれ，語彙習得の要因を考えるためには，検査室の選定，他教科語彙と

の関係などいろいろ問題点があることを示していよう。

’つぎに，・各学年の生徒が，それぞれ，1・・2・・3年相当の語彙に対してどの

くちいの正答率を示しているかをわかりやすくみるために，図表で示したのが

く図ユ〉である。これはく表4～6＞のそれぞれの⑧②③グループの平均点に

　　　　　　　　　　　　　　　毅
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よって各学年の理解度を示したものである。

　すでに指摘したタうに，問E・Fが，順当な学年的発達の傾向を示している

のに対して，問Dは逆の傾向を示していることは注意されよう。これは，問D

の検査語の選び方があまり適当でなかったこと（文章語的なものにかたよって，

中学生の生活経験にはあまり出てこないと思われるような語であった），問題

作成の上でさらに反省すべき点があることなどを示している。

　　　％　　　〈図餐〉〔学年別相当語彙からみた理解度〕　　　　tt

　　　　　　1　2．　3　123　123　　　　　　年　　　年　　　年　　　　、年　　　年　　　年　　　　年　　　年　　　年

　間E・Fの結果は，上下のような方法・基準によって選んだ検査語であって

も，語彙検査の一応の尺度として，そうゆがんだものではないことを示してい

る。

　以上，「語彙検査」のうち，問D・E・Fについて，ごく大ざっぱに結果の

一部を報告した。これらの細部につV・ては，問A～CおよびG～1について述

べる機会に，あわせて報告したい。　　　　　　　　　　　　（吉沢）
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国語文章の横組みのための印刷条件の研究

A　研究の目的と経過

　雷語効果研究室では，昭和35・36年度に，国語文章の横組み印刷にはどんな

字形が最も適しているかをつきとめるために，いろいろと実験・観察を重ねて

膏た。これは，横組みに適した印欄条件として問題となるいくつかの事項の中

の一つとして取り上げられた研究テーマであって，その研究計面と実施要領と

1については，『国立国語研究所年報12』胴13』にあらましを述べた。

　・平体（横長），正体（真四角），三体（縦長）の三種の字形の優劣に関して，

トいろいろの結果を得たので，報告書にまとめて刊行することとしたのであるが，

今年度，言語効果研究室は，別掲の「国民各層の言語生活の実態調査」の幹事

：研究室となって仕事をしたため時間的余裕力沙なく，原稿の完成が12月になつ

：たので，年度内に刊行する運びには至らなかった。

B　研究撮当者

報告書は，共同で研究を行なった次の3名の所員が分担して執筆した。

　　　永野　賢　　高橋太郎　　渡辺友左

C　今後の予定

　38年度中には，上記の報告書を刊行する予定である。また，字形の優劣など

：についてのアンケートに回答してくれた一般社会入209名に対し，調査のあら

ましをパンフレットに印刷してお送りする予定である。　（永野）
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国民各層の言語生活の実態調査

A　調査の目的・計画

　この調査は，国罠各層がどのような言語生活を営んでいるか，どのような周

題を持ち，どのような意識をもっているかを調べることを昌的とするものであ

る。

　そのために，調査を大きく二つに分けて計画した。第1は，行政区画としで

の都市を単位として地方に地点を選び，その住民の中からいろいろの年齢層・

職業層・学歴層および男女にわたって被調査者を抽出し，その雷語生渚（とく

に文字生活）の実態と意識とを調査するものである（これをr特定地点の調査」

と称する）。第2は，若い琶代である大学生（文科系・理科系各専門学科を含

む）について，その読み書き上の問題点をさぐり，同時に，ことばや文字に対

してかれらがどのような意識や関心をもっているかを調査するものである（こ

れをr大学生の調査」と称する）。

B　特定地点の調査

1．　地点の選定

地点を選定する条件として，

　（1）市域・人1｝の点で調べやすい広さとまとまりとをもっていること

　（2）いろいろな層の被調査者が得られること

　（3）産業構成が日本の平均に近い都市であること

　④東京の経済圏外にあって，しかもあまり遠くないこと

　（5）言語的背：景として特殊でないこと

　㈲　教育施設・PTA活動その他が文化的に一応のレベルに達しているこ

　　と

（7）昼間人口と夜問人口の差が激しくない（被調査者がとらえやすい）こと

　（8）進歩的または保守的すぎない土地柄であること

　　　　　　　　　　　　　　　48



　　（9）協力が得やすいこと

などを考えあわせ，いくつかの中都市を候補地として検討することとした。最

終的には，新潟市・畏岡市・長野市・松本市・豊橋市の5都市にしぼって資料

を集めた。そして，6月中～下旬に長岡・長野の2都市を実地に検分した結果，

長岡市を調査地点と決定：した。

　2．調査の実施概要

　調査は，現地の市当局とくに教育委員会（教育長＝太刀川浩一郎氏）および

公立小・中・高等学校，国立新潟大学長岡分校付属小中学校などの終始変わら

ぬ好意的な協力を得て，円滑に進行した。

　2．1．面接調査　市民各個人の門門言語生活の実態，国語・国字への関心・態

度・意見および知識や情報を得る経路，各個人の書語感覚（方言・類義語・外

来語などについて）を調べる。

　2．・’1．1．基礎抽出調査　長岡市役所市民課の作成による「選挙資格及び住民調

査票」（これは資料としては「住民登録票」よりも信頼しうるとのことである）

に基づき，iβ市域および宮内・栖吉地区の15～69歳の市民を等間隔抽出による

ランダム・サンプリングで2012入をぬき引した。抽野比は，旧市域および宮内

地区1／29。　樋吉圭也疹ζ1／50。

　9月13～19日の問に，東・東北・南・北・宮内・栖吉の各中学の2年生に依

頼して基礎調査票を配布，1663通を回収した。（回収率82．6％）

　2．f．2．面接調査（本調査）　基礎調査票に基づき，男女，年齢（6層），学歴

C3層）あわせて36の層にわたり，310人を選んだ。10月　25～30　Nの間に，所

員11名が調査員となって，戸別訪問し，質問票に記入した。所要時聞平均ひと

りあたり約34分。（310人の中には，転居・入院・運否などの理由による調査不

能者が19名あったので，基礎調査票によって層ごとに差し換えし，100％面接

した。）

　2．2．　　集合調査

’2．2．1。母親調査　小・中学生をもつ母親各個人の漢字・かなづかい・送りが

な等の使用の実態，自分の習った用字法と子どもの習っている用字法との食い

ちがいについての問題意識とその処理のしかたについて調べる。
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　・10月23H　　長岡市立千手小学校　　　　　　　　94名

　・〃26E　　　〃　　東中学校　　　　　　　50名

　。〃30霞　　新潟大学長岡分校付属小中学校　　　99名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計243名

　調査票は，書き取りおよびアンケートの形式で所要時間は約1時間。

　2・2・2・生徒調査　中高校生について漢字習得の地域的要因・経路・方法をさ

ぐるために教育漢宇・当用漢字・表外漢字の読み書きを調べる。

　・11月19日～21日　県立長岡高等学校　　　　　　2年生　1学級

　　　　　　　　　県立長岡第2高等学校　　　　2年生　1学級

　　　　　　　　　県立長ltJ工業高等学校　　　　2年生　2学級

　　　　　　　　　新潟大挙長岡分校付属中学校　2年置　2学級

　　　　　　　　　長岡市立時中学校　　　　　　2年生　2学級

　なお，同一の問題で，後に，その便宜を得て，東京都新宿区立四谷第2中学

校，跡見学園高等学校，県立山形西高等学校の3校で対照調査を行なった。

　2・2・3・会社鼠調査　会社・工場の従業員を対象に，漢字の使用の実態，類義

語についての理解度・語感・使い分けについて調べる。

　・10月31日｝津上製作所および北越製紙畑野の従業員⑲8名につV・て，質閥，

．朋、面紙耀机て髄．

2・2・4・言語環箋調査　長岡市民に刺激として与えら＃’しる文字言語環境の実鷹

を調べ，市民の文字言語生活の状況を推知するための資料を集めようとする。

　・10月1～2日　街頭における文字の観察を行なった。市内の主要な通りの

　　　君板・ポスターの類の文掌量の全体の見通しをし，特殊な用字表記を収

　　　集した。（記録および写真撮影）　あわせて，市内の看板業誠広堂主に面

　　　接し，種々の情報を得た。

　・10月　3H　市民の消費する筆記用具について調べる。そのため，文房具卸

　　　商長井商店主に面接して種々の情報を得た。

　・10月23～29日　家庭にはいる文字の記録をとる。そのため，市立東北中学

　　　の3年生91名に依頼して，7臼問，各自の家庭にはいる手がみ，新聞，

　　　ビラ，請求書その他これらに類するあらゆる文字記載物の記録をとって
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　　もらった。

・12月4～6目　長岡市の交通蚤・通信・読み書き関連産業などの資料を取

　集する。そのため，長岡駅，西長岡駅および越後交通株式会社において，

　；列車，電：車，バスの乗車券の発売状況，長岡郵便局，電報局において，

　郵便物および電報の引受，配達量，市役所総務課において，産業別就業

　人口について資料を得た。

C　ことばに関する大学生の意見調査

　ことばに関して大学生がどんな意見を持っているか。文科系と理科系と，専

攻のちがいによって，ことばの見方，考え方に何か基本的な相違があるかどう

か。

　この問題を中心に，全国大学の専門課程在学の学生男女782名（男612名，女

170名）に，調査票に書きこんでもらった。

　調査票には，次の五つの質問事項をふくめた。

　質問1　ことばに関して，世間でいろいろといわれている。その意見に対す

　　る賛成，反対。（世間でいわれている意見を，必要によっては，すこし誇

　　即して，はっきり答えが出るようにしたものもある。）

　質問H　大学の専門の教養に，国語の学力はじゅうぶんだと思うかどうか。

　　高校，大学の国語学習にどんな反省を持っているか。

　質問m　当用漢字でないとか，音訓表にないとかで，かな書きが奨励され実

　　施されているH常生物的な用語について，実際にそのどちらを読みやすい

　　とし，書きやすいとするか。

　質問IV　当矯漢字の実施以後書きかえられている術語などについて，実際に

　　どれだけ受け入れられているか。

　質問V　横書きがどれだけ実施されているか。横書きの今後に対して，どん

　　な意見を持…っているか。

　調査票は，委員会で作り；実施にあたっては，全国の大学の先生がたのこ協

力を得た。集計には，国語教育研究室の室員，特に根本今朝男があたった。
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　　　　　　　　　　大学生調査に協力いただいたかた（敬称略）

〈東大・文）平井正穂　（東大・法）石井良助　（専大・教養）早坂礼義　（横浜・学

芸）原弘道　（東大・農）桧山義炎　（教大・文）馬淵和夫　（都大・工）宮JII松男

（東農工・工）大沢蕉保　（法大・法）吉周経夫　（商船大）中山正　（岩手大・数）

石川栄助（東北大・工）佐藤利三郎　　（静岡大・農）伊藤悦央　（新潟大）伊狩章　（：金

沢大・理）井閏光雄　　（岐阜大）渡辺博　　（京府大）寿岳章子　・樺島忠夫　　（鳥取・

学芸）木村万寿央　（愛媛大・文）出田茂樹　（広農大・理）前川力　（広島大・政

経）小谷鶴次（九大・理）松本達郎　　（鹿児島・学芸）蓑手重則

　調査票は，昭和37年12月中旬から配布，38年2月5Hまでにほとんど園収さ

れた。（配布総数912，回収782）

　回収されたものを一覧表にすると，次のようになる。

大学生調査回牧状況

岩手大農学部

i新潟大人文学部

　〃　教育学部

　〃　理学部

東北大工学部

金沢大理学部

東京農工大工学部

専修大商経学部

法政大法学部

教育面文学部

　〃　体育学部

　〃　教育学部

　〃　理学部

東京大文学部

20

P2

Q
1
6
2
6
4
7
3
8
9
2
0
2
1
3
0
2
6
1
4
2
0

東京大法学部

　〃　農学部

都立大工学部

東京商船大商船学部

横浜国大学芸学部

山梨大学芸学部

静岡大農学部

岐阜大農学部

京都府立大農学部

〃文家政学部（文学科）

広島大政経学部

　〃　　文学部

　〃　　教育学部

　〃　　理学部

24

P3

P7

P9

V0

R2

f
3
0
5
1
3
5
2
3
3
4
1
8

鳥取大学芸学部

愛媛大文理学部（文）

　〃　　〃　　（理）

九州大理学部

鹿児島大教育学部

　〃　　医学部

　〃　　工学部

　〃　　文理挙部（文）

　〃　　農学部

　〃　　水産学部

計

16

P2

W
1
5
7
2
2
4
2
2

782

　整理は，各個人につV・てその回答を吟味したうえ，文科系（男233名，女69

名），理科系（ee　316名，女16名），学芸学部（男36名，女82名），体育学部（男

27名，女3名）にまとめて，それぞれの傾向がみられるように集計した。

質問1の問題と結果のあらまし

　　（）内は，全体（文，理，学，体，合わせて）の比率である。

　　　次のことについて，あなたのご意見をきかせてください。あてはまるものを○で

　　かこんでください。

　く1）　「ことばは相手に意志を伝えるものだから，なるべく平易にしたほうがいい」と
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　いう人があ1　sk．す。あなたはこの意見に

　　　　　　　賛成　　　反対　　　どちらとも言えない
　　　　　　　（66．　6）　（　5．　2）　（27．　9）
②　「漢等：はことばを書きあらわすだけのものだから，なるべく平易なほうがいい」

　という人があります。あなたはこの意晃に

　　　　　　　賛成　　　反対　　　どちらとも言えない
　　　　　　　（52．　8）　（18．　0）　（29．　0）
13｝　「文宇をやさしくすると，文字を覚えるための努力をおこたり，人間がなまけも

　のになる」という人があります。あなたはこの意見に

　　　　　　　賛成　　 反対　　　どちらとも書えない
　　　　　　　（　4．　2）　（78．　1）　（17．　4）
（4）　「『輿論』を世論と書いたり，『叡智』を英知と書いたりすることは，微妙な意味

　のちがいやニュアンスをこわすことになるからいけない」という人があります。あ

　なたはこの意見に

　　　　　　　賛成　　　反対　　　どちらとも言えない
　　　　　　　（31．　！）　（39．　6）　（28．　4）
〈5）　「『善』とか『悪』とか『正』とか『邪』とかいう漢宇には，かなやPt・一マ字で

　は，あらわすことのできない侮かがある」という人があります。あなたはこの意見

　に

　　　　　　　賛成　　 反対　　　どちらとも書えない
　　　　　　　（75．　4）　（　8．　3）　（13．　8）
｛6）　f文学作最の文暦は絶対に書きかえてはいけない」という入とr小中学生や一般

　の人々のためには，当用漢宇，現代かなつかいに書きかえてよい」という人とあり

　ます。あなたのご意見は

　書きかえてはいけない　　書きかえてもよい　　　　どちらとも書えない

　　　　　　　（21．　6）　（57．　9）　（19．　7）
＜7＞　r方言まるだしでも話が通じればいい」という人があります。あなたはこの意見

　に

　　　　　　賛成　　 反対　　　どちらとも欝えない
　　　　　　（26．　3）　（39．　3）　（33．　9）
・（8）　r共通語（標準語）で話すと話の真実味がすくない」という人があります。あな

　たはこの意，見に

　　　　　　i賛　成　　　　　　反　対　　　　　　どちらとも需えない

　　　　　　（12，　5）　’　（55．　1）　（3L　7）
・（g）　「やさしい話ややさしい文章は，内容が浅い感じで印象に残らない」という人が

　あります。あなたはこの意見に

　　　　　　賛　成　　　　　　　反　対　　　　　　　どちらとも言えない

　　　　　　（　5．　2）　（77．　2）　（17．　0）
⑳　　「ことばは自然に変わるものだから，人為を舶えるべきではない」という人があ

　ります。あなたはこの意見に

　　　　　　賛成　　 反対　　　どちらとも言えない
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　　　　　　（21．　4）　（41．　9）　（35．　3）
Ug　r漢宇を平易にすべきだ。漢字を習うための時間を，他のことを習う時間にまわ

　したほうがいい」という人があります。あなたはこの意見に

　　　　　　賛成　　 反対　　　どちらとも言えない
　　　　　　（37．　6）　（33．　8）　（28．　1）
⑬　rもし鼠本の文字がローマ字だけになってしまったら，日本人の思想まで変わっ

　てしまうだろう」という人があります。あなたはこの意見に

　　　　　　賛成　　 反対　　 どちらとも言えない

　　　　　　（39．　0）　（23．　5）　（36．　3）
⑬　ドことばや文宇は習慣だから自由に変えることができる」という人がありますe．

　あなたはこの意見に

　　　　　　i賛　成　　　　　　反　対　　　　　　どちらとも言えない

　　　　　　（12．　9）　（56．　5）　（29．　3）
個　rわれわれは，漢宇の微妙な使いわけで思想をあらわしているから，それを平易

　にするのは思想を貧困にするものだ」という人があります。あなたはこの意見に

　　　　　　賛成　　　　　反対
　　　　　　（19．　9）　（49．　1）

⑱　敬語は　　（1｝なるべく整理したほうがいい

　　　　　　（2）廃止の方向に向かうべきだ

　　　　　　㈲　なるべく保存すべきだ

　　　　　　（4）もっと洗練して保存したい

　という意見についてあなたはどれに賛成ですか

　　　　　　　｛1）　｛2＞　｛3）
　　　　　　（4L　6）　（3．　3）　（5．　2）

どちらとも雷えなv・

　　（30．　6）

　〈4）

（43．　9）

㈹　外来語は，学術語，専門用語の続合は除き，一般用語としては

　　　　　　（1＞これ以上ふやしてはいけない

　　　　　　②　もっとふやしていい

　　　　　　㈲　すこしずつふえていくのは仕方がない

　　という意斑について，あなたはどれに賛成ですか

　　　　　　　｛1）　C2）　（3）
　　　　　　（13．　4）　（14．　e）　（65．　2）

文科系，理科系，学芸，体育ともほとんど同じ反応の型を示しているが，い

くらかちがいの認められるところもある。

（11）漢宇を習う時間を他にまわす（％）

　　　　　　　　　　　　　　賛成

　　　　　文　科　系　　　　33．4

　　　　　理科系　　　41．0
（15）敬 　　語

　　　　　なるべく整理

文科系　　　38．　1
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反対
35．　8

32．　8

止
謁

廃
4

どちらとも言えない

　29．　8

　26．　2

保存　　洗練して保存

4．　6　52．　0



　　　　　理科系　 43．4　　　4．5　　6。0　　35．2’
　　　　　挙芸学部　　　 47，5　　　　　　　 4．2　　　　　2．5　　　　 47．5

　　　　　体育学部　　33．3　　　　　G　　　13。3　　43．　3

　この（11）と（！5）に関しては，理科系のほうが，いわゆる合理化の方向に

向いているといえるかも知れない。わずかなちがいであるから，そう断定す番

ことはできないが，こうした微妙な差は，あとの問題の反応にもあらわれてい・

る。

　質問H　問題と結累のあらまし

　　次のことについてあなたのご経験を書いてください。

（1｝あなたが奪門の教科書や参考書を読む場合，読めない漢宇が出てきてこまるとい・

　　うことがありますか。（○でがこんでくださV・。）

　　たびたびある　　　　すこしある　　　　ほとんどない　　　　まったくない

　　　（12．　5）　（46．　7）　（38．　1）　（3．　2）
（2）あなたが教科書や参考書を読む場合，漢字の力のほかに，たとえば速く要点を今

　　かむ力が足りないとか，論理を追って読むカが足りないとかいうように感じるこど

　　がありますか。

　　たびたびある　　　すこしある　　　ほとんどない　　　　まったくない

　　　（23．　8）　（47．　2）　（25．　7）　（1．　0）
　　あればどういうカですか。書いてください。

　　　　　　　書V、た者　　（48．6）

（3）あなたが文章を書く場合，たとえば書きだしにこまるとか，まとめ方がわからな

　いとか，あるいは送りがなにこまるとか，いうようなことがありますか。

　　たびたびある　　　　すこしある　　　　ほとんどない　　　　まったくない

　　　（27．　2）　（48．　1）　（22．　0）　（1．　5）
　　あればどの方面ですか。書いてください。

　　　　　　　書いた者　（57．5）

（4）高等学校や大学の国語の勉強で，たとえば現代文学をもっと読んでおけばよかっ、

　たとか，作文をもっとやってもらいたかった，もっと古典を学習しておけばよかっ

　たと思うことがありますか。

　　　　　　　　　　　あ　　る　　　　　　　　な　　い

　　　　　　　　　　　（76．　0）　（22．　6）
　あればどの方面ですか。書いてください。

　　　　　　　書いた者　（64．7）

㈲　高等学校や大学の国語の勉強で，これはいらなかったと思う5のがありますか。

　　　　　　　　　　　あ　　る　　　　　　　　な　　い

　　　　　　　　　　　（12．　7）　（79．　9）
　あればどの方面ですか。書いてください。
　　　　　　　　　　馳書いた者　（9．　7）

16）講義のノートを取る時など，速く正確に書くために自分で符号を作るとか，何か
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　　《ふうをしたことがありますか。あれば書いてください。

　　　　　　　　　　書いた者　（47．1）

　文科系，理科系で，（2×4）については，ほとんど同傾向であるが，（i）（3）ではい

くらかちがってV・る。

　理科系や体育学部では教科書に読めない自動が出てこまることはほとんどな

い。文科系や学芸学部ではすこしあるという。

　　　（1）　　　たびたび　　　　すこし　　　　ほとんどない　　　　ない

　　文科系　　12．9　　　53．1　　　31．1　　　　LO
　　理科系　　　　 8．4　　　　　　　39．8　　　　　　　45．5　　　　　　　　 6．3

　　学芸学部　　　15．3　　　　　50．　8　　　　　33．1　　　　　　G．8

　　体育学部　　　16．7　　　　　36．7　　　　　46。7　　　　　　　0

　また，文章を書く時こまることがすこしあるという点はみんな同一であるが，

その程度が，文科系と学芸学部のほうが，理科系と体育学部よりも高い。

　　　②　　　　たびたび　　　すこし　　　ほとんどない　　　　ない

　　文科系　　23，8　　　51．0　　　21．5　　　　1．7
　　：理科系　　　　 29．5　　　　　　　　44．0　　　　　　　　24．7　　　　　　　　　　1．5

　　「学芸学部　　　33．1　　　　　52．5　　　　　11．9　　　　　　0．8

　　｛払出学部　　　　13．3　　　　　　　46．7　　　　　　　36．7　　　　　　　　 3．3

　また，㈲については体育学部は「ない」とする者が92．3％ある。

　「あれば書いてください」というところに，書かれたものはきわめて多種多

様であったが，これを整理した結果，

　ユ　要点をつかむ力の不足は，理科系のほうが反応が多い。

　2　送りがなについては，学芸学部の反応が多い。

　・3　文科系は，古典をもっと勉強しておくべきだったという者が，理科系よ

　　り多く，理科系では現代文学をとる者のほうが多い。

　4　作文をもっと勉強しておくべきだったというのは，学芸学部，文科系に

　　多い。

　5　古典一般はいらなかったとする者は，学芸学部に多い。

　6　漢文や文語文法はいらないとする者が，理科系に多い。

　以上のような小さなちがいはみられるが，全体としては，どの学部も同じよ

うな傾向を示していた。もっと勉強しておくべきだったの総計においては，古

典と現代：文学とがほぼ同率であった。
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　質問斑の問魎と結黒のあらまし

　次の各組の書き方のうち，あなたはどちらの方が読みやすいと思いますか。下の五つ

の答のうち，あてはまるものの番号を（　）の中に書きこんでください。

　また，あなたが書くとしたら，どちらの書き方をしますか。下の五つの答のうち，み

てはまると思うものの番号をl　　lの中に書きこんでください。

答

1
2
3
4
｛
5

Aが読みやすい

Bが読みやすい

どちらも読みやすい

どちらも読みにくい

どちらとも書えない

答

1．Aで書く
2．　Bで書く

3．どちらも書く

4．どちらも書かない

5．　どちらとも雷えない
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ス
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ソ

A
B
　
A
B

く
　
　
　
モ
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（）lll：珪1

（　）　Elgl，3g

（　）　S2ig3

（）ll瑠

（）1銘：ll

（）1翻

（）ll瑠

（）！翻

（）1鋼

（）1翻

i　（11．　0）

　（81．　8）

　　　（10．7）・1　kagigg

三｝1，1：お

］　（35．9）・

　（47．4）

1　（67．　1）・

　（17．　6）．

＝1　　　（53．　2）・

　　　（32．　6）・

1

1

i　（　6．　1）

　（83．　0）　’

　（41．9）1
　（39．　5）

i　（　9．　9）

　（77．　4）

1　（72．　8）

　（］5．　1）

　「今則，「お父さん，お母さん」，「二人」，「部屋」は，かながきよりも，こ

の形のほうが使われていることになる。

　なお，「電燈がつく，電灯がつく」は，どちらが読みやすいともいえない，

どちらも書くという反応が多く，「黙篠，黙とう」は，どちらも読みにくいど

ちらも書かないという者がかなりあった。これは，もうひとつ「もくとう」と

いうのを出しておくべきであった。質問を一一対ずつにするためにこうした形に

なった。
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　ここの質問巫に関しては，文科系，理科系等による差違はほとんど見出されな

てい。

　質問IVの問題と結票のあらまし

　次にあげた一組になつでいることばの中には，同じ物あるいは岡じ事柄をさしている

粗・・そうでな・・組・があ・ま禰・彗勿（事柄）をさ・て…組だけ腿んで【］

吻中に○をつけてください。
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　桐攻と内向，精算と総轄，総意と翻意，薪興と振興は，さすがに，0をつけ

た者がすくない。しかし，最期，最後の区別がはっきりしなくなっている。

・　「台風」とか「車両」は，rほとんど普及しており，「乱費」「押印」「浸食」

・はその次であるが，’「鰯御」・「先端」「溶接」は普及していない。

　文科系・理科系のちがいが感じられるのは，「沈殿」が文科系，40．4，理科

系60・8である。また・「先端」が文科系31．1，理科系13，2である。理科では「先

端」とr尖端」ばちがうと考えている者が多いわけである。

　質問Vの問題と結果のあらまし

　あてはまる・と思う番号を○でかこんでください。

　（1）たて書きとよこ書ぎと，どちらが書きやすいですか。

　　L　たて書き　　　2．よこ書き　　　3．どちらとも商えない

　　　　（19．　7）　f（49．　4）　（2Z　O）
乾②　ふだん，よこ書きにしているものがありますか。（○でかこんでください）

　　手帳　　　　メモ　　　　ノ・・一＋ト

　　（74．9）　（67．．5）

一その他（書いて、くださゼ）

　　　　　　　　　霧いた者

全部（65．3）
一音区　（32，9）

（1．4）

　　58

　　　　表書き（4．7）
ハガキ　　　本文（11．　9）



く3）現在，理科方面の教科書や学徳書は，よこ書きが多いのに，新聞や国語の教科書

　は，たて書きがおもになっています。このことについてご意見をきかせてください。

　（○でかこんでください）

ユ．

’2．

3

4

国語の教科書も，これからはよこ書きにすべきだ。

　　　　　　　（11．　4）

薪聞も，これからはよこ書きにすべきだ。

　　　　　　　（15．　5）

理科方薦の本も，たて書きがよい。

　　　　　　　　（1．5）

現状のままでよい。

　　　　　　　（75．　2）

　質問Vには，文科系・理科系の差違が，はっきりあらわれている。主なると

ころは，

　　　（1）の横書き　　　　文　　43，4　理　　56・9

　　　（2）のノーート金部文57．　3理82．5
　　　〃のはがき本文　　文　　9．3　理　　14．8

　　　（3＞国語も横書き　　文　　9．6　理　　15，4

　　　〃現状のまま　文77．2理69．6

である。

　以上，この調査の調査票の組み立てと，それに対する反応の方向とを報告し

た。

　なお，この反応をくわしく分析して，個人偶人について，意見の一貫してい

る者と，ぐらついている者を調べたり，出身地と方書に対する意見との関係を

調べたり，質問1の，意見に対する意見と，質問皿，IVなどの実践的，知識的

なものとの関連を調べたりするというようなことが，残されている。

　質問斑，IV，　Vは，同時におこなわれた地域調査（長岡市）のr面接調査」

および「会社員調査」と共通させてあるから，その結果との比較ということも、

残されている。

　終わりに，国民各層の言語生活の実態調査の一部として大学生の龍活と意見

｛について調査することになって，どのような問題をとらえて，どんな調査をし

たらよいかについて，はじめに，下記のかたがたにお集まりをいただいて，い

ろいろとお話をおうかがいすることができた。（敬称略）

　　平井正穂（東大）　石井良助（東大）　桧自義夫（東大）　佐藤信衛（法政大）
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　早坂礼吾（専修大）　馬淵和夫（教育大）　原弘道（横浜国大）宮川松男（都立大）

　この会から，いろいろな問題や方法のヒントをいただいたが，今年度の仕事

としては，ここに報告しただけで終わった。大学生の能力の実態と閥題点につ

いては，今後も資料を；集め，研究を続けたい。

　　　　　　　　　　　D　調査の担当者

　この調査は，研究所全体の仕事として企画され，第2研究部書語効果研究室

が幹事Eil究室として，主たる事務処理にあたっ準。調査が書きことば面を主と

することになったので，その関係の部室からも，委員が出た。委員は下記の遍

りである。

委員長

副委員長

委　員

岩淵悦太郎

輿水　ii建

永野　賢

林　　大

見坊豪紀

高橋太郎

山田　巌

柴田　武

出牛清次郎（会計）

渡辺友左（以上，幹事研究室員）

松尾　捨

芦沢　飾　　斎賀秀夫

補助員　　宮地美保子　　菅原茂子　　根本今朝男　　川又瑠璃子

　長岡市における面接調査には幹事研究室貴3名のほか，各室から調査員とし

て，飯豊毅一・林四郎・西尾寅弥・水谷静夫・吉沢典男・石綿敏雄・南不二男

・松本昭が参加した。

　また生徒調査の実施には，国語教育研究室の村石昭三と吉沢典男が出張した。

　　　　　　　　　E　集計整理および今後の予定

　大学生調査に関しては，一応の整理を終えたので，ここにその主たる部分を

報告した。長岡市調査については，昭和37年度中に単純集計は1部を残してほ

ぼ完了した。引き続き，分析を進めているが，38年度に，言語効果研究室とし

て同種の調査を東京近辺で行なうとともに，長岡市で再度の遽求を小規模に実

施する予定である。これは，「国語政策が国民の文宇生活に及ぼした影響とそ

の経路に関する調査研究」の題艮で行なわれるのであるが，長岡市における「国

民各層の書語生活の実態調査」の内容と結果とを含めて，あらためて報告する

計画である。（輿水，永野）
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明治時代語の調査研究

A．　今年度調査の位置づけ

　近代語研究室は，昭和30年以降，郵便報知新聞以下の文献の語彙調査によっ

て，延べ17万の語を採集し，この中から異なる語約4万5千を得た。

　昭和36年度以後，文献別に作られている語彙表から，全体を総覧する語彙表

にまとめる作業を始め，36年度に総合語彙カードを作って，全体語彙表作成の

準備を整えるとともに，各種の集計ができるように準備した。

　本年度は，まず，全体語彙表を作成した。これによって，各回がどの文献に

どのように現われているかが一覧できるようになった。

　つぎに，総合語彙カードによって，品詞別・語種別の分布や，文体と用語の

語種との関係などを量的に考察した。

　このほか，語および文章の表記法の研究の一部として，漢字語のルビの調査

を行なρた。

　　　　　　　　　　　B．　全体語彙表の作成

　B4版で「明治初期全体語彙表」を作り，所定の事項を記入した。この表の

第1ページを縮測して，次に示す。

　度数を調査したものについては，度数を記入したが，われわれが主観法と呼

んだ方法で度数にかかわりなく拾った語については，〉じるしを記入した。郵

便報知総度数，小新聞総度数，学術文献総度数の各回に記入した度数には，v

め数はかぞえられていないが，総鵬丁数の欄では，かぞえられている。

C．　文体と用語についての考察

　1．文体と文献の種類による語璽の区画

　学術論説関係の文献は，純粋な漢文直訳体の文章で書かれたものが多く，一

読して最もかたい印象を受けるめに対して，小新聞の雑報記事や安愚楽鍋など
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絃，くだけた俗文体の文章で書かれており，読んで，やわらかい印象を受ける。

郵便報知薪聞は，われわれが。層と呼んだ雑報欄にはくだけた文章が多く，そ

れ以外の層には，かたい文章が多い。

　そこで，文献別による区分と文体別による区：分とをあわせて区分の基準とし，

第1表のように語彙の区画を設けた。この際，郵便報知新旧の物価広告欄は，

欄としても特殊であり，調査法も他と違うので，区画の対象からはぶいた。郵

便報知薪瀾の各欄を各1文献とかぞえるのは，書物としてまとまったものを文

献と呼ぶ習慣からは奇妙にも思えるが，「文献」を「資斜とする書きものの母

体」という意味で考えれば，さしつかえのないことである。

第1表　明治初期語攣調査文献嫁画表

学術論説
ﾖ係の文献 郵便報　知　新　聞 小新聞 通俗読み物

「近世事情」

ﾈ下23種

a
公
布
貰
聞

b
祇
説

d
外
電
外
国

e
投
書
雑
文

物
価
広
告

C
雑
報

読
売
新
聞

東
京
絵
入
新
聞

安
白
楽
鍋

交
易
問
答

一　1　　二 判　四　1五
硬　文　体　文　献　　　　27 軟文体文献　　5

　2．語の使われた度合と品詞・語種との関係

　語の使われた度合をはかるのに，ふつうは，使用度数や，度数から算出する

使用率をag一一一の尺度とするが，この調査では，いろいろな種類め調査法がまじ

っており，調査の規模も，郵便報知新聞とそれ以外とではいちじるしく違うの

で，使用度数で比べることが不可能である。それで，使用度数に代る尺度とし

て出典数を用いることにした。ひとつの語がいくつの出典に出℃いるか，その

数を「出典幅」と称し，つぎにのべる「区画幅」とともに，語の使われた度合

をはかる尺度とする。出典幅の最大はこの場合32である。

　麗画幅とは，第1表の一から五までの区画のうち，ある語がいくつの区画に

また炉って現われたかをかぞえたものである。区画幅は最小が！，最大が5で

ある。以下，区画幅の数値をm一マ数丁零’》Vで表わす。
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V
聞
総
度
数

郵
便
報
知
総
度
数

学
術
文
献
総
度
数

総
出
典
数

備　　　　　　　　　　考

番号　　　　歪　刊行年
6～

V
8 10 10 11 11～

､5
11 13 1臆 14 16 17 19 20 2 4 7－

P0
7 8～

P5
10 15 正6 15 10　～　11 11～12 4

言
2

ア／　　　　　　　悪 形 和
シ
1

1 2 1 8 12 王 5

アの　　　　　　　　彼 連 和

⊥ 6 2 4 17 6 6 4

アア 副 和
ゾ

2 2

アア　　　　　　　鳴呼 感 和 引 ブ1 フ3
1王 2 14 3 玉 2 16 3 30 5 正o

アイ　　　　　　　　愛 名 漢
1 1 1

アイシ．スi　　　　愛 動 混
4 1 1 2 8 4

アイシイん　　　　　愛 動 混
ゾ

1

アイ　　　　　　　　藍 名 和 5
1 三 三 1 3

アイ　　　　　　　哀 名 漢 ‘
1 1 、王 2

殴
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
n
1
2
β
1
4
1
5
1
6
”
1
8
1
9
2
0

アイ（オ）　　　合　会 名 和
1 3 2

アイ，ウ　　　　　　合 動 和
蓄
1

ユ 7 7 9 4

アイ，ウ　r　　　　逢 動 淘 プi チ1
7 3 7 ！2 3 2 5 29 2 8

アイ．ウ（アイ）　　逢（相） 動 和 3
1

アイガタシ　　　　　逢難 形 和 3
1

アイタマイ．ウ　　　　逢 動 教i

1 1 1

アイアイ 感 翻
1 1

アイィクシ．　ス　　　愛育 動 混 3
v 2

アイエン　　　　　　愛淵 名 漢 ご
三

アイカタ　　　　　合方 名 和
2 2 1

アイカタ　　　　　粗方 名 和
胴

1 1 1 2 1 3

会

「P



謔Q表　区画幅と出典幅との関係
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　区画幅と出典幅とがどういう関係になっているかを第2表に示すb

　第一区画（学術論説関係文献）の文献数が23もあるために，区画幅rでも雌

典幅が23にわたることはありうるわけだが，実際には』区：画幅王の中の出典幅：

の最大は5にとどまっている。凶年幅ごとの娼典幅平均（最下端の数）は，V》

Q99・　00，　Wが4．10，∬が2．48，1が1．◎3となっている。区爾幅1は，ほとんど

そのまま出典幅1のことと考えていいわけだが，区画幅が豆，皿，W，　Vとび

うがるにつれて，出典幅は2，3，4，5から離れて増大する。

　個々の語について見た揚合，区画幅Vで出典幅5どいう語と，区爾幅はWだ：

が出典幅が26もある語とを比べて，どちらが「よく使われた」と見るべきか，

判定に迷うことはあるが，全体として見たときは，区画幅をもって出典幅を代

表する尺度として大体間違いがないといえる。それで，十体を通じて，語の使

われた度合を分けるのには区画幅による区分を第一の尺度とすることにする。

　区画幅Vから1までの各群の中で，品詞■・語種の分布がどうなってv、・るかを

見たのが第3表であ。

　　　　　　　　第3表　区画幅別に見た品詞男li，語種騨の分布

i名 i代 団 i流感 感 陣｝ 劇計
湘

　　109
i24．7）

　　12
i2．7）

　　110
i25．0）

　　10　　39
i2．3）（8．8）

　　　1

i02）

　　　8

i1．8）
　　　8　　　297
i1．8）　（67．4）

漢
　　124
i28，1）

　　　7

i1．6）

　　　1

i0．2）
　　132
i30．0）

V 外
　　　1

i0．2）

　　　1

i0．2）

混
　　　4

i0．7）

　　　4

i0．9）

　　　3

i0．7）

　　11
i2．5）

計
　　238
i54．0）

　　12
i2，7）

　　王14

i25．8）
　　10　　49
i2．3）（1王、1）

　　　1

i0．2）

　　　9

i2．G）
　　　8　　　441
i1、8）　（100）

和
漢
外
心
計

　157
（17．5）

　399
（44．　4）

　　4
（O．　5）

　11（1．　2）

　571
（63．　6）

　6（O．7）

　1（O．　1）

　7（O．　8）

　1951　16
（21．7）1　（1．8）

　26（2．　4）

　2211　16
（24．6）1　（1．8）

鑓：覇：1：蟄 　346
（14．　4）

　46
（1．　9）

　501　ll　21　81・
（s．　6）1’（o．　3．）i，（e．　2）1　（o．　9）

　141　1　ll　II・
（L　6）1　1，　（e．　Dl，（o．　D

　6（O．7）

　701　li　31　9（7．8）1　（O．1）1　（O．3）1　（1．0）

　1041　9］　21　16
（4．　3）1　（O．　4）1　（O．　1）1　（O．　7）

　231　1　3（1．　0）1，　i，　（O．　1）

　435i　1’

（48．　4）

　415
（46．　2）

　　4
（o．　5）1・

　44（4．　9）

　898
（leo）

　864
（36．0）

1，232
（51．　4）k

餌



題

l
l

正
（
怪
物
広
）

金

体

外
混
計

和
漢
外
角
計

掬
漢
外
野
計

和
漢
外
壁
計

　　9
（O．　4）

　59（2．　5）

1，604
（66．9）

　3（e．　1）

　14
（O．　6）

　220
（9．　2）

　566
（23．　6）

　815
（12．　6）

3，　457

て53．6）

　22（O．　3）

　29．　2

（4．　5）

4，　536

（71．　Z）

3，94e
（11．　7）

17，976
（53．　8）

　232
（O．　7）

3；190
（9．　5）

25，338
（75．　4）

5，　353

（12．　2）

23，　160
（53．’1）

　268
（O．6）

3，　556

（8．　2）

32，　337
（7S．　9）

　’17
（O．　3）

　2（o：o）

　’19
（O．　3）

　765
（ll．　g）

　711
（11．　0）

1．　476

（22．　9）

　39
（O．1）

　．10
（e．　e）

　9（o：o）

　58
（O．　2）

3，　178

（9．　5）

3，　978

（11．　9）

7，　156

（21．　4）

　83
（O．　2）

　王4
co．　o）

　13
（o．　o）

　110
（O．　3）

4，　594

（10．　5）

4，　939

（11．　3）

9，　533

（21．8）

　1（o．　o）

　47
（2．　e）

　118
（1．8）

　6（O．　1）

　124
（1．9）

　9（e．　4）

　136
（5．　7）

　160
（2．　s）

　22
（O．　3）

　20
（O．　3）

　202
（3．　1）

　9（O．　4） 　5（O．　2）
　16
（O．　7）

　181　31　16
（e．　3）1　（O．　1）」　（O．　3）

　　　　3
　　（O．1）

　！81　．一　．Si　．　A　IS

（O．　3）［　（O．　1）［　（O．　3）

　3271　4071　56
（1．　0）i　（1．　2）Ke．　2）

　　　　461　1
　　（0ユ）（0。0）

　781　40
（O．　2）1　（O．　1）

　4051　4931　57
（1．　2）Kl．　s）1　（e．　2）

　517
（1．　2）

　85
（O．　2）

　602
（1．　4）

　760
（1．　7）

　l12
（O．　3）

　78
（O．　2）

　950
（2．2）

　85
（O．　2）

　1（o．　o）

　86
（O．　2）

　13
（o．　o）

　4（o．o）

　2（o．o）

　19
（e．　o

　28
（O．1）

　12
（o．　o）

　2（o．o）

　42
（O．1）

　48
（O．1）

　1（o．　o）

　1（e．o）

　50
（O．2）

　96
（O．　2）

　1（e．　o）

　1（o．　e）

　1（o．o）

　99
（O．　2）

　　9
（e．　4）

　292
（12．　2）

2，　397

（100）

1，912
（29．7）

3，　484

（54．　0）

　22（O．　3）

1，　e29

（16．　0）

6．　447

（100）

7，998
（23．　8）

18，037
（53．　7）

　233
（O，7）

7，298
（21．　9）

33，　576

（100）

11，　516
（26．　3）

23．　3eO

（53．　3）

　269
（O．6）

8．　674

（19．8）

43，　759

（100）

　まず旧事別にみると，全体として名詞が圧倒的に多い。これは，どういう国

語のどうい時代の語彙にも共通した現象であろう。ことにこの調査では，形容

鋤詞の項を立てなかったので，形容動詞の語幹はみな名詞となるので，特に名

詞が多くなっているだろう。つぎが動詞で，あとは数のうえではほとんど問題

・にならないくらい少数であるが，その中でわずかに副詞が目立ち，形容詞より

も多い。

　第3表では，着眼をきめて部分的に見るのに見にくいので，この表の中から

．1比べたい部分だけ逢とり出して第4衰以下の考察をしよう。

　第4表は，各区画幅ご、どの晶詞別の比率を比べたものである。
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第4表　第3表からのとりたて（1’）品詞別1

区画幅 名　詞 動詞 副　言司 語数 累積語数

V
W
皿
豆
1

54．　0

63．　6

66．　9

71．　3

75．　4

25．　8

24．　6

23．　6

22．　9

2ユ．4

11．1

7．8

5．7

3．O

L5

　441

　898
2，397

6，　437

33，576

　441
1，339

3，736

10，183

43，　759

　　全体　 73．9　　21．　8　　2．2　　43，　749

名詞だけがひとりで大部分を占める傾向は区画幅のせまい語群においてほどい

ちじるしく，1群では名詞が全体の75％以上を占める。区画幅が広くなるにつ

れて名詞の占める率は減少し，V群では54％になる。動詞は名詞と反対の増減

傾向をもつが，最大がV群の25．8％，最小が1群の21．4％で，開きは大きくな1

い。開きが大きいのは副詞で，最大がV群の11．1％，最小は1群で1．5％しか

ない。

　語種別の姥率を比べると，第5表のとおりである。

　　　　　　　　　第5表　第3表からのとりたて（2）語種別

区画幅 牽口語 漢　語 外来語 混種語

V
職
盃
H
一

67．　4

48．　4

36．　0

29．　5

23．　8

30．　0

46．　2

51．　4

54．　2

53．　7

O．　23

0．　45

0．　42

0．　34

0．　70

2．　5

4．9

12．　2

16．　0

21．　9

　　　全　　で本　　　　　　　　26．3　　　　　　　　53．3　　　　　　　　0。62　　　　　　　　19．8

和語と漢語の勢力分野がV群と1群とで正反対になっている。1群は語数が多

いから1群の傾向がそのまま全体の傾向となり，全体としては，漢語が和語の・

倍以上を占めているが，区画幅の広いV群とW群，すなわちよく使われた語の

群れの中では，和語のほうが数が多いのである。V群がら1群へ移るにつれで

和語の占める率が減少の一一途をたどる傾向は金く規則的だが，漢語が和語の逆

に増減する傾向はH群と1群との問でややくずれている。そのかわ！，混種語

で漢語と同じ傾向が規則的にたどられるので，結局，漢語の進lilは，使われた、

度合の少ない語の群れの中でほどいちじるしいということがいえる。外来語は
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きわめてわずかで，群問に格別の傾向は見られない。

第6丁目は，名詞の中で語種別の分布状況をたどってみだ。

　　　　　　第6ii蔓　第3i菱からのとりたて（3）名詞の中の語種別

区画二 二　語 漢語 外来語 混種語

V
W
租
H
1

24．　7

17．　5

13．　8

12．　7

11．　3

28．　1

44．4

50．　2

53．　7

53．　8

O．　23

0．　45

0．　42

0．　34

0．　70

O．9

1．2

2．5

4．5

9．5

　　　金　 得く　　　　　 11．9　　　　　　53．1　　　　　　0。62　　　　　　 8．2

名詞の中では，どの群でも漢語のほうが優勢だが，使われた度合の小さい語群

ほど，その中で漢語の占める比率が大きいという傾向は，きわめて規則的であ

る。

　第7表では，動詞の中での傾向を見た。

　　　　　　第7表　第3表からのとりたて（4）動詞の中の語種別

区　画　幅 麹　　語 混種語

V
W
租
薮
1

25．　0

21．　7

14．　4

11．　9

9．4

O．9

2．9

9．2

11．1

11．　9

　　　　　　　全体　　　 、11．0　　　　11．　3

漢語に「す」のついた形はみな混種語として扱ったので，漢語の動詞はありえ

なかった。したがって，混種語の動詞はほとんどそのまま漢語性のものと見て

いいので，和語動詞と混種語動詞とを比べると，よく使われた動詞は，ほとん

どすべて和語だといえるくらい，V群IV群では漁語が優勢である。第5表で，

V群IV群で和語のほうが大きい比率を占めたのは，名詞のためではなくて，動

向のためであることがわかる。rあり」9なす」などの受納がその代表選手であ

る。

　以上の状況を現代語と比較してみよう。書きことば研究室の報告書r現代語

の語彙調査，総合雑誌の用語　後編譲（昭33）の81ページに，語の品詞分布の
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表が出ており，名詞の中を語種別に分けた実数と比率とが示してある。これは

昭和28年7月以後1年間の『世界』『改造』等13種の総合雑誌本文からのサン

プリング調査で得た異なる22，　926beの語のうち15，712語について調べたもので

ある。そこでは，使用度：数で「30以上∬29から1◎まで∬9以下」の3階級に

勇けてある。名詞の中が語種別に分けてあるので，その部分の比率を抜き書き

してみる。第8表である。

　　第8表　総合雑誌挿管調査，名詞の中の語種鴉く参蒋〉　報奢1381ぺ＿ジより

度　数 和　語 漢　語 外来語 混清語 語数
30以上

29N10

9以下

18．　0

11．9

14．　7

42．　6

59．　e

47．　0

【
D
3
1

A
U
1
4

O．　4

2．　2

　572
1，199

13，94Z

全　体 14．　6 47．　8 3．8 ？．．o 15，　712

書きことば硬究室の語彙調査は厳密な数量調査であるのに対して，近代語研究

室のは，一部は数量調査だが，一部は数量に関係なく語をひろった調査である

し，選んだ文献も，明治初期の文献総体を代表するように企画して選んだわけ

ではない。

　このように性格の違う両調査の結果を比較するのは当を得ていないけれども，

とにかくひき比べてみたい。

　総合雑誌調査では度数による3階級，近代語研究室の調査では区面幅による

5階級と，区分法も違っていて，万事ちぐはぐになるのだが，よく使われた度

合の階級別としての共通点はあるものと湾える。総合雑誌の場合，湘語名詞と

漢語名詞の比率が階級の移り変りとともに一定の方向に増減するという現象は

見られない。上位群の中でも下位群の中でも，大体同じような比率で，漢語の

名詞が多く使われている。これだけから断定を下すことはできないが，臆測の

範囲でいえば，つぎのようなことになるだろうか。

　　『明智初期においては，書かれたものの申で，漢語の種類は非常に多かった

　が，国民がよく使う基礎的語彙の中では，漢語はそう広い範囲を占めてはい

　なかった。それが現代語では，漢語の数が多少しぼられてきたかわりに，一

　部の漢語は国語②申に十分消化されて，基礎的語彙の中でも，漢語がかなり
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　広い範囲を占めるようになった。』と。

　3．硬軟各文体と用語の語種との関係

　「よく使われる」ということを，硬文体の中での使われかたと軟文体の中で

の使われかたとに分けて観察してみると，どうなるだろう。4万5千の全語彙

による調べが間に合わなかったので，ごく一部であるが，ア行に属する約5千

語について調べた結果をしるしておこう。

　硬文体で書かれている文献の数蝕，第1表に示したとおり，27であり，軟文

体の四獣数は5である。だから，各文体の中での出典幅は，硬文体では最大が

27，軟文体では最大が5になる。1から27までと，iから5までのおのおのを

4階級に分け，つぎのように二分した。0の階級が加わるので5階級となる。

（灘崖豹（灘崖勢福）

A
8
C
D
E

27一一　8

7一一4

3，　2

　　1

　　0

a
b
C
d
e

4
3
9
偏
1
0

～
5

　ア行所属の語は郵便報知物価広告欄出次

の語を除いて4928語ある。これを，硬軟各

文体内での出典幅匿分の5階級ずつによっ

て相関表を作り，各欄内を漁・漢・外・混

の順で語種別に仕分けしたのが第9表であ

る。この表は欄が多すぎてごちゃごちゃし，

大きな傾向がつかみにくいので，この衷の仕切り線を太い線の仕切Pのように

くくりなおして，6種の群を作った。6群の名称を第10表に示したが，なぜこ

のように名づけたか，説明しよう。

＠　Aa十Ab十Ac－1－Ba－i－Bb一十Bc｛一Ca十Cb

＠　Ad＋Ae＋Bd＋Be＋Cd＋Ce

＠　Da＋Db＋Dc＋Ea＋・Eb＋Ec

＠　Cc十Dd

＠　De

＠　Ed

両性群

硬性群

軟性群

申性群

硬1群

軟1群

④は両文体の文献に各2以上の出典幅をもつもの。両方の文体で比較的よく使

われたものだから，両性群と名づけた。②は硬文体での出典幅が2以上で，軟

文体での出典幅が1または0のもの。硬文体に片寄った使われかたなので，硬

性群と名づけた。③はその逆で，軟性群と名づけた。④は両文体の文献に，あ
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第八表　第9表の留別区分

・1一　一・　・
A

両性群　　　　　　　　硬性群
B

C t中性群

D
軟性　群 睡群

£ 軟・副
“

まり広くない幅で同じように現われたもので，中性群と名づけた。⑤は硬文体

の出典幅1で，軟文体には無いもの。硬1群と名づけた。⑥はその逆で，軟1

群と名づけた。

　以上6群に分けてみると，群ごとの藷数は，硬1群と軟1群とに大きく集中

し，中でも軟1群が多い。これは，文献に含まれていた語数が郵便報知の。層

が圧倒的に大きかったためである。

　第11褒で，各寮内での語種別の分布を比べてみる。

第1駿　6群別に見た語種別分布（和語率の順）

順位i群名隣釧和語漢副タト来副混種語｝
1 離群｝ ・6・トー藩…一一、～釧一一三…レ…一コ潔

・1軟性副
・卜款・群i

58・　7謡一、5割

…5ill劉，題

　　　　　34　1
　　　　　5．80．　2

　8　1　388
0．4”’ 堰c噛曽学p辱り置噛圏91［§丁す闇「

・｛中性群1 298！，認 ，認／ 　2　1　29　1
0．7’

@tt””’幽『¶’｛∫1つブ’國．’

・睡繍i 362トー認劃一一暴…トー’drtL“”／’一路魁

・1硬・群［
i47s　1一一一一一一一一一…2s？i－g一一一一一i ，一E一一9・g一一一一一一i・

，馴一…一藷1

匡体t ・928ト繋十一・一器讐一トー鍬一一摺州

この表は，瓢語の毘率（以下これを職語率と呼ぶ）の大きさの順に並べたもの

である。両性群では和語率が非常に高く，83．5％に達している。つづいて軟性

群では78。9％，軟1群では59．4％になってV・る。硬性群，硬1群では和語率は
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’ぐんと下り，31．　290，22．9％である。中性群での分布は全体での分布に近く，’

一語率がほぼ50％である。

　この数値は，あくまでもア行の語についてのもので，力行，サ行などでみれ

ば全体に漢語の率がずっと高くなるわけだ。ここで見たいのはこれらの数値で

tはなく，群の順位である。

　両性群とば硬軟どちらめ文体でも欠くことのできない語で，区画幅VとIVの

群が大体これに当たると見られる。硬性群で漢語が多く，軟性群で和語が多い

のは，硬文体の用語では漢語が基調をなし，軟文体の用語では和語が基調をな

すことを意味しており，当然のことながら，おもしろい。硬1群，軟1群は，

ともに出典幅が1しかないので，確実性のあることはいえないが，これらは結

渇，語彙の総量を蓑わしているわけだろうから，つまり，硬文体に属する語彙

tには漢語が多く，軟文体に属する語には和語が多いということである。

　ア行だけの結果だからt一これで全体のことはいえないが，ア行の中で，ア，

イ，ウ、エ，オの各項ごとに岡じ方法でくくってみると，どこでも同じ傾向が

見られる6各項ごとの和語率だけを，第12表にまとめてみた。エとオの軟1群

と中性群との問で順位の逆転が見られるが，あとはすべて嗣じ傾向をたどって

いる。多いは多いなり，少ないは少ないなりに，傾向が一定していることから

みて，ア行以外でも全般に，このような傾向があると見てよさそうである。

第緯衷　ア行各項，6特別の和語率

群　名 ア イ ウ 工 オ

性
性
1
性
性
1

両
軟
熱
中
硬
硬

97．　0

83．　5

68．　6

63．8

50．　9

37．3

64．　2

60．　5

44．6

29．1

16．8

11．5

95．　6

91．　6

76．　5

75．5

56．2

45．9

40．0

・38．9

17．4

18．　8

9．8

4．4

93．9

89．0

70．　8

75．0

52．　3

41．1

全体 61．7　31．6　72．5　11．3　6Z2
（931）　（1，702）　（703）　（496）　（1，096）

4．五十音各項所属語の語種別秀布

前項までに，明治初期語彙調査の結果につい，今年度の作業で考察しえた範
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囲内で，鎖骨の構造の一端を記述した。この考察のつづきは，さらに昭和38傘

度に行なうが，ここでいまひとつ，五十音の各項ごとに語種別の分布がどうな

っているかをしるしておこう。語を第1音節の音韻によって五十音順に分ける，

ことが，辞書その他におげる検索の便以外にどれだけの意昧があるか知らない

が，現代の国語辞書のすべてが五十音順の排列をとっている以上，その項目別に

語種の分布がどうなっているか見ておくことも，意味のないことではなかろう。．

第13表　五十音各項所属語の語種瑚分布

ア
イ
ウ
エ
オ

カ
キ
ク
ケ
コ

サ
シ
ス
セ
ソ

タ
チ
ツ
テ
ト

ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

マ
ミ
ム
メ
モ

語釧和
　924
1，723

　735
　504
1，131

3，24e
2，　337

　783
1，144
L，49！

1，481
5，　535

　575
1，656

　958

1，　608

1，064

　635
　731
1，　659

676
540
70
202
227

1，579

1，2e6

1，293

　551
1，133

503
541
247
365
519

583
537
525
56

761

847
263
341
38

442

378
454
221
59

162

483
97

417
204
500

417
121
64
99
138

469
482
246
43
130

325
319
110
111
3e7

漢

136
904
92

312
227

1，709

1，544

　313
　838
1，　535

　813
3，　784

　245
1，　247
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　　（注）パーセントは，各項所属語の語数を100とするもの。

　　　　　　　　　　D．その他の調査

　論点語のルビの調査については，その一端を，昭和36年度の年報に報告して

おいた。その後の調査結果は，つぎの機会にまとめて報告する。

　　　　　　　　　　E．　担　　　当　　　者

　全体語彙表の作成および，語彙の構造の量的調査は林四郎が担当し，漢字語

のルビの調査は進藤咲子が担当した。研究補助員，宮島秋子（昭和37年6月を

1もって退職）と同じく中曾根仁が以上の調査の作業に参加したほか，数名の臨

碕補助者が作業をたすけた。（林四）
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『色葉字類抄』の索引作成

A仕事のあらまし

　1．　r色葉宇類抄』の索引作成　前年度に，補充採集をし，検査も終えた語

彙カードを，五十音順に配列し，一覧表に記入した。

　2。古辞書の複製　複製した資料は，内閣文庫蔵の『色葉字類抄巻上』　（花

山院本）で，イからネまでの零本である。

B　注文のアクセント

　三葉字類抄£には，親字や注文に声点をさして，アクセントを示してある

ものがある。12世紀の日本語のアクセントを認録したものとして，『類聚名義

抄』が，塁，質ともにすぐれているものとされている。この掌類抄は，それよ

り少し遅れて編まれたものである。こころみに，〈ア〉部だけを毘凹してみる

と，これにあるもの53語で，その中共通してV・るのは30語あった。清濁につい

ては大分異なっているが，声点はただ1つの例外を除いて総て一致している。

その例外は，Pt　1・　／〔瞬〕ト奉V〔＄〕である。
　　　　　　0　0　　0　　　　　　　　　　　●　　●　　o
　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　この朱点について，編者橘忠兼は，賊に「更加星点枇謬雌多愚昧難直学者毎

見証摺改之　掬読足回有成入道：詞回忌ζ加朱点爲要文不迷也」と述べている。

　つぎに，声点をさしてある注文の全てを掲げる。ただ，複製されたものによ

って採集したので，見落しなどがあるかもしれない。

　なお，印翻の為の便宜を考えて，体装を改めてある。

　や瓜は，「上上」に，聯は，「ギ」，「去」に，駁へは，「ガク」，「上上」とし
　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　◎

て処理してある。

　　1音節語、

上　　　　力（香）

　　　　　　ロ（艦）

平　　　　イ（移）

カ（勲）　チ（血）　テ（翻）　へ（舳）　ホ（帆）

ガ〈衙）　ガ（賀）　キ（碕）　キ（牙）　ゴ（許）

　　　　　　75



去

ゴ（期）　シ（詩）

へ（緻）　へ（鑑）

ギ（儀）　ゴ（糊）

ド（度）　バ（庭）　バ（揚）　へ（綜）

モ（藻）　ロ（櫨）

セ（尤蹄子）　ル（漏）

2奮節語

上上

上平

平上

アテ（礪）

ガク（額）

＝コ（附く）

シチ（誘）

セム（為）

ハシ（測）

ハニ（埴）

モチ（稽）

ルイ（諌）

アグ（揚）

イカ（衣架）

イル（鐘）

カク（闘）

カム（醸）

カル（枯）

ココ（五鈷）

サシ（狭）

シム（染）

ドウ（筒）

バク（箒）

バク（媚）

ヘス（謙）

ヨヅ（撃）

アイ（愛）

カウ（号）

エビ（蝦）

カビ（穎）

コテ（射乳）

シバ（野草）

テイ（身豊）

ハタ（耳）

ノ、ノレ　（晴）

モハ（藻）

ロク（籔）

アザ（疵）

イル（入）

エイ（縷）

カグ（自ダ巴）

カラ（幹）

キサ像）

コソ（祐）

サタ（貞）

セヒ（鰐）

ヌク（抜）

バグ（報）

ハム（入）

ヘス（墜）

アク（飽）

カガ（利）
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エン（縁）

カブ（閣）

＝モ（菰）

スケ（椿柱）

ヌカ（額）

ハタ（沸）

ヒレ（雪布）

ヨシ（由）

エヌ（狗）

アベ（阿秤）

イル（濃）

ヲシ（遠志）

カス（濤）

カル（斬）

キル（着）

コブ（媚）

サヰ（佐為）

セン（饒）

バク（吐）

バグ（羽）

ハル（張）

ヘル（謙）

イン（印）

カク（繋）

カク（閣）

カモ（毯）

サデ（漉）

セツ（節）

バク（吐）

ハタ（将）

ヘウ（蓑）

ヨメ（娯）

アラ（骨）

イル（射）

カウ（郊）

カフ（殖）

カル（借）

コウ（功）

サク（去）

シム（令）

テン（蒙）

バク（帯）

バグ（剥）

ヘイ（聴）

ミへ（三重）

エイ（叡）

カコ（鋏貝）



平平

去
上

平
去

カチ（瞳）

カム（m乍）

＝ツ（剥）

コユ（月山）

サク（僻）

サニ（産）

スジ（蔭蕪）

テイ（弟）

トグ（遂）

ハイ（手雫）

バク（籍）

ハル（晴）

ベニ（藩命）

エス（械）

アマ（泉郎）

アン（案）

エン（宴）

＝ウ（槽）

コン（斤）

チツ〈秋）

デウ（帖）

トモ（糠）

ハチ（炮）

ヒダ（襲積）

ヒル（騰）

モヂ（屯）

カチ（禍衣）

ヘウ（豹）

イシ（傭子）

カツ〈和）

カヤ（藍）

コト（琴）

mユ（波）

サク（折）

シバ（柴）

セキ（塞）

テム（雛）

’トグ（礪）

バウ（房）

バク（媚）

ヒヒ（駿）

ホウ（俸）

アマ（尼）

カド〈廉）

Ptク（扱）

コヒ（謹）

＝ル（枡）

サシ（饗子）

シム（醸）

セム（逼）

ギウ（筒）

・5ム（認）

バウ（坊）

ハタ（曜）

ヘイ（幣）

ボク（毫）

アレ（餅粉）

イカ（五十臼）イル（煎）

ガク（樂）

コガ（櫨）

サへ（隊）

テイ（亭う

デシ（弟子）

バカ（墓）

バツ（羅）

ヒミ（濠）

ヘス（減）

モミ（縦）

エビ（縷）
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カゴ（壁）

コグ（漕）

ジユ（調）

テウ（兆）

デン（傳）

ハコ（㈱

ノ、． ~　（績断）

ヒビ（豫）

ホス（醗）

ヨク（慾）

カマ〈鎌）

ニジ〈巾子）

コム（次）

サイ〈犀〉

サン〈纂）・

シヤ〈紗）

チム〈賃）

・トク〈説）

ヌグ《脱）

バカ〈薄命）

パフ〈棄）

ヘグ’（耗）

ユギ（靱）

アワ（撰）

エン『i縁）

カヒ（種）

ニヒ（喉痺）

ズス（念珠〉

デウ〈條）

ドク（毒）

ハソ（綿）

ヒダ（糠）

ヒル（箕）

ホフ（法）

ロウ（縷）

クコ（樹己）　ス・ロて穰欄〉・



　　　　　チサ（萱）　　ヒス（秘）

虫平　　　ジミ（任意）　ヂス（持）

　3音節語

上：平平

上平上

上上平

上上上

平上上

平上平

アハヅ（澆）

サラケ（浅甕）

コボル（澄）

アガル（軒）

アハツ（周章）

イラフ（1戴）

ヲゴル（微）

カタム（結）

サガス（凛）

スサブ（荒）

チガフ（透）

ババム（沮）

ヒバル（折）

ヤマシ（知母）

アサザ（紳で丁）

アバラ（揚）

イキシ（萱志）

カバワ（河曲）

シフキ（蔑）

トッギ（嫁）

ヒラカ（平鹿）

ロウジ（三子）

アヘス（饗）

サガル（下）

ホノギ（風聞）

アハイ（交）

ユリ（百合）

チミ（魑魅）　ヒメ（鵯）

カザミ（行歓）

テンズ（轄）

ホウズ（崩）

アクカ（秋鹿）

アフグ（仰）

イロフ（光彩）

カヅラ（薄窮）

コバム（拒）

サカフ（逆）

スモリ（艀）

zaカム（断）

ヒサグ（拉）

ヒヒル（沖）

ワガヌ（宛）

アシヰ（蓋草）

アマナ（麻黄）

エツス（謁）

コツシ（兀子）

シヨク（職）

ニハソ（丁丁）

ムラジ（連）

カタエ（諸）

セナカ（轟）

モヌク（壇）

イキス（嘘）
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カシコ（彼）

ヒノミノレ（メ弄）

アクタ（秋口）

アブル（濫）

ヲカチ（雄勝）

カシク（老）

コブル（催）

サグル（探）

セフス（摂）

ニコゲ（鹿）

ヒシグ（拉）

ホダス（絆）

ヰナベ（員弁）

アツシ（厚）

アマニ（女萎）

ヲムナ（薄蔚）

＝ポリ（氷）

シルシ（徽）

ニヒソ（甘遂）

モカミ（最上）

カナギ（遵）

テウシ（銚子）

ヨロツ（針魚）

イチビ（藁）

キチン（麹塵）

エメル（鋳発，

アハツ（緯）

イサム（勇）

ヲケラ（ボ）

カタス（埣）

ニラス（凝）

ザムス（議）

セミネ（脊梁）

ニコゲ（肢）

ヒツフ（疋夫）

モダエ（悶）

アヅシ（支離）

イカダ（筏）

ガウシ（合子）

サカル（避）

テテレ（囮）

ヒカケ（蓬）

ユハタ（纈）

サィデ（割磁）

トゲヌ（遂）

カイナ（蓋草）



平平上

平平平

去上平

去上上

去平上

去平平

　4音節語

上平平上

上上平上

上上平平

キウタ（相）

セッカ（脊梁）

ホクシ（火撒）

アサケ（朝明）

イソフ（争）

カダム（暫）

コラス（懲）

サガシ（阻）

サンゴ（珊瑚）

セメグ（園）

ニラグ（岬駕）

ホウス（封）

モドル（戻）

アクミ（飽海）

イナギ（稲機）

ゴザウ（五三）

サスエ（鑑）

チンズ（鎮）

デツス（’1占）

ハツリ（彊ID

ホクソ（火糞）

サヒツ（作皮）

エセジ（否）

サンズ（散）

モダス（黙）

カタギニ（印）

イチナリ（逸）

カッカッ（綿綴）

シカイ（糸糸鞍）　セイス（制）

テゴヒ（綴牛皮）ハイス（配）

ホブル（屠）

アバク（機）

Xンジ（燕脂）

カツグ（潜）

コラス（罪）

サタル（決）

サンバ（散飯）

デウギ（鎌木）

ハシバ（圭）

ホトキ（正）

ユビク（月需）

アムギ（奄藝）

イフス（揖）

コトリ（一手）

サミス（福）

テウズ（搾）

テムス（無占）

ノ、ツノレ　（羅ID

ヨハヒ（歯）

ノでクノ、（的）

エンビ（鷲尾）

カヘル（艀）

コロス（懲）

サバク（持）

シトム（編）

トヅク（届）

ハダク（轍）

ホホク（濠倒）

ヨパフ（娚）

アンス（案。按）

イモジ（藪）

セィス（製）

ノ、カリ（秦充）

イサム（諌）

カシク（炊）

コニシ（胡：要）

サイシ（笄子）

サムゴ（三鈷）

シホル（私）

ドヨム（動）

ホウズ（報）

モドク（嫌）

エグシ（鹸）

イチヰ（櫟）

カカミ（姦）

＝ハシ（翰・韓）＝ムグ（金鼓）

ザムス（誕）　　シユビ（塵尾）

テダテ（行）　　テツス（撤）

トノヰ（直）　　．ン、クヒ（彪）

ハンズ（判）　　ヒダメ（會）

ゴフン（胡粉）　ザムス（轍） ノレバン（露盤i）

ホロノハ（倍羅つワゲタリ（曲）

ホソック（薄）

サウドン（草：整）
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ミヤツコ（造）

サンガク（散樂）



　　　　　、シナジナ（曙）

上上上平アダナ・（趨）、ヲイタミ（翻）

　　　　　コボメク（轄）　　サウカイ（鞍鞘…）

　　　　　シギリハ（野際羽）シバヤク（柴）

上上上k

平上上上

平上平上

平上平平

平上上平

平平上上

平平上平

平平平上

平平平平

平玄上上

　5音節語

スムノリ（紫苔）

ホホテウ（鳳蝶）

アサツキ（嶋蒜）

テウトウ（乃斗）

ホクトウ（北斗）

センサイ（前栽）

アガラシ（4次It：IN）

ハネウツ（運）

ノ、パクリ（具母〉

モトホル（濃）

アタラシ（可惜）

ニノ、クサ（地膚）

ユサハリ（鰍覆）

トリバミ（執咋）、

カミハム（金曜）

サイバラ（催馬丁）

イナグキ（稚）　　イナクヒ（狼）

シヨウリ（縦理）

アヂマメ（傭豆）

アナグル（ゆ虫）　　イザナフ（誘）

サバラカ（正）

ハnガム（嫁）

アタラシ（新）

シケイト（維締）

ヒヒオウ（駿）

アエモノ（肖輿）

ギムメン（金鎮1）

コムヘイ（金鋸）

タンノキ（石檀：）

ヤ々クサ（狼毒）

シミサウ（浸：淫癒）

ガラメク（鋳）

サキクサ（i藩薩〉

シモフト（下）

ホトボス（浸）

カラクサ（藝）

ハニワリ（埴破）

ヨリカク（橿純）

モロモロ（衆）

サシグシ（枇）

イフカノレ（誇）

カスドノレ（津），

シフクサ（羊蹄菜．）チカヅク（促）

ホトヲノレ（熱）

エダツス（揺）

センヘイ（i鍵餅）　ハマ算レ（箋華）

ホソクツ（雌D

イヲノヰ（五百井）カサモチ（白正）

クルクサ（大体）　コジヤク（戸籍）

コンドン（観鈍）　シタタル（罰談）

ハトクサ（群青）　モクラン（木蘭）
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上平平平平

上平上上平

群上平平平

上上上平君

上上上上平

・1、￥Ptk平

　平上上上上

　平平上平上

　平平上上平

　平平上．ヒ上

　平平平上平

乎藥平k上

　．ε音節需

上上上車平平

上上上平下上

上上上上平平

上上上上上平

・平上平上上平

平上去去平平

平上上平上平

至上上上上上

平平上平上平

平平上上上上

平平掌上上平

ウタカクサ（升麻）

ツキホPtフ（弥滅）

サクエタリ（惨裂）

アナタムト（蘭闇）

アカマクサ（澤蘭）

サハタガハ（狭鰭河）

ヒキヨモギ（馬先学）

警トゴ寂ス（家）

寿ツネクサ（麻黄）t一

テツシヤウ囎糊

テウカバカ（蔵鈎）

シヤウガン（象眼）

アサノ、ヤカ（灘榮）

イタチクサ（連麺）

々ヘンナナ（帰鋤

柄アニカナ（防即

ハマフクラ（：天名精）

ヒタ奪キラル（天）

シ濾シカアル（補）

ナンシヤウ（三章）

ハナキラル（天）

かクスジ（石繭）堅〆。団儀翼馨）

ニヒマクサ（蘭茄）　ヒキサクラ（蕪夷）

ヤハラク、サ（黄書）

カミク’ r’フ（ftgO雀），’、

ハマスカナ（防風）

イタチハセ（連麺）

・・マ麺ナ旧名精）

ヤマナスヒ（防葵γ

カハチサノキ（齎子木）カヒルテノキ（鶏頭樹）

エヒスクスリ（有藥）　サワアララキ（澤蘭）

チチノバクサ（紫参）

モググXンジ（木穏子）

サシシリゾク（蛋）

＝ムセンクエ（金銭花）

バタタガナリ（灼）　　　　　’t

シヤウシヤ．ウ（象常）

アシトテヒク（貿く）

　　　　　　　　．　81

L　’



平平平平上平　ホシジシウリ（濁）

平平平平平等　イタヅカハシ（勢）

平平平平平平　カノニケクサ（人暴）　　ニコニ：ンズ（鰻然）

　9音節語

平平平上上上平上上　スクナヒコノクスネ（石蘇）

一部分にだけ点をさしてある語。
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C　担 当、　者

　この仕事は，古代研究室開設準備室の由田巌と広浜文雄が担当し，研外の臨

時補助者が年間30日程浄書を手伝った。
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　　　　　　　　　　　D　次年度、¢）計画

　複合した形で掲げられている語の，後の要素を検索できる索引を作ることを

予定している。　　　　　　・　　　　　　　　．、　　　　　　（出國・広浜）
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類義語の講査研究

A．研究の目的

　第一資料研究室は，昭和36年度から3年計画で類義語の調査研究を行なって

いる。この研究は，現代語において，和語・漢語・外来語にわたる類義語の多

樹生が，社会生活の能率を妨げているという事実があるのではないか，そのよ

うな現象は，類義語の中でもどういう部面に著しいか，その問題点をさぐるこ

とを昌的としている。

B．研究の経過

　第2年度にあたる本年度は，前年度収集した資料を中心にしてその分析を実

施した。

　類義語というものを原理的に考察するのではなく，現象面に即して考えてゆ

く立揚をとったこの研究は，類義語の範囲を，一群の語がさしているもの，お

よび，さし方・とらえ方の岡一性あるいは近似性をめやすとしてくぎり，これ

に該当する語を選び取り，その種々相を観察することから出発している。観察

の観点として，（K｝語の意味内容　回語の形態　㈲語の文法機能・品詞性など

目語の存在様式を考えることができる（詳しくは昭和36年度年報56～57ページ

参照）が，＠以下の観点は，作業解く／）に伴って考察すべきものであるから，考

察の主眼は，語の意味内容にむけられる。

　意味内容の分析を，次の二つの面から行なった。

　囚　語の中核をなす意味内容が多少のずれを示す類義語

　これについて研究を要すると思われるのは次の点である。

　1）個人差による意味用法の違い

　類義関係にあることばの概念内容は，個々人によってずれている場合がある。

たとえば，都市と都会，批判と批評など。このようなずれは，社会生活の能率

を妨げる原因になると考えられるが，そのずれの程度はどのくらいのものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　st，



るカ㌔ことに，それが社会生活に密接な交渉をもつ専門語（大雨警報と大雨注

意報との関係など）の類義語に見られるならば，その支障は無視できないであ・

ろう。また概念内容が定着していない薪語（逆コースとリバイバルとの関係な

ど）には，考察すべき問題が多いであろう。

　2＞　　同音糠言動の使V・．fiをナ

　同音類義語の細かい使い分け湛あいまいである準めに起こる疑問もまた，祉

会雄活の能率に支障を与えているこどlk，．あらためて指摘するまでもない。．こ

のような使い分けが社会的にどの程度定着しているものかを検討する必要があ

る。たとえば，機械と器械，平行と並行など。

。、 ﾏ語の刺亥をなす意味内容はぽとんど同じであるが，周辺的な意妹等にお

　　ける違いのある類義語。

　ここに周辺的な意味というのは，、語の意味の中核をなすものカミ知的な側面で

あるとすればs．これに対して語の意味の情意的側面をさす。こういう部分は，

主観的要因が著しくはたらくので，分析するのがむずかしい淋，その中にもお

のずから，その語のもつ情意性が著しく個々人の主観にゆだねられるものと，

ある程度社会的な通念として一定の情意性がそこに認められているものとがあ

る。類義語というものを原理的1こ考察する揚合にはゴ、このホうな主観的な情意

性をもつ語について深く細かく観察すべきであろうが，この研究の輿的に照ら

せば，’．社会的通念としての情意性が認められる語を重視するのが至当であろう

と思う。そのような情意性を次のような面から観察すること淋できよう。

　（1）新古の感じ（財産と身代，未亡人と後家，台所とキッチン）

　（2）よいことば，わるいことばという感じ（ごはんとめし）

　（3）いやしめの感じ（男と野郎，死ぬとくたばる）

　（4）当事者がきらう感じ（かたわと身体障害者，女中とお手伝いさん）

　（5＞忌まれる感じ（便所・手洗い。洗颪所・はばかり・トイレ）

　㈲改まった感じ（いますぐとただいま，掃除と潭掃♪、

　そして，このような情意姓を語に与える原因となるものとして，ぐの語の音

のひびきなどの形態面，その語の使用される表現様式・文体・文脈寒たは使用

分野など，その語の存在様式，その語奪使う言語車体の性別・年齢などがあげ
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られるばかりでなく，語の中核的な意味も，このような情意性とわがちがたぐ

結びついているというのが類義語の実態であろう。

　　　　　　　　　　　　C．分析の方法

　われわれの主観によって類義語の種々相をひとわたり見渡し，その中から主

として研究すべき項目として切り商った，上述の二つの面につき，われわれの

試みた分析が，どの程度客観的にも認められるかを検討する必要がある。その

ために，小規模なテストをぐりかえし実施した。・

　1　準備テスト

　テスト問題作成の資料を得るために，研究所員および研究補助員にアンケー

トを行なった。調査事項は，

（1）中核的意味および周辺的意味についての個人差の調査

　一組みの類義語，たとえば，クラス・クラブ・ザークル・グループ・チーム

・パーティー，きり・もや等々につき，その人の区別する意識内容をできるだ

け細かく答えてもらった。被調査者1名ごとに課題の語をかえたので，31組の

類義語群についての資料を得た。

（2）周辺的意味等についての社会的通念の調i査

　いくつかの類義語の組，たとえば，つやと光沢，なおすと修理する，誕生と

生誕等々につき，各組に数名を配当して，その答えから共通に意識されている

部分を抽出し，社会的通念につきテストする資料を得た。

　H　テスト

（1）中核をなす意味内容に関するテスト

　（a）個人差・使い分けの実態を調べる。

　　　大学生　258名（男123，女135）に実施

　　　　日本大学校理学部　　72名

　　　　千葉大学文理学部　　18名

　　　　上智大学外国語学部　89名

　　　　早稲田大学教育学部　79名

　（b｝同音類義語の使い分けの実態を調べる。
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　　　高校生　143名（男68，女75）に実施

　　　　都立白鶴高校第3学年　48名

　　　　都立北高校　第3学年　　45名

　　　　都立城爾高校第3学年　50名

｛2）周辺的意味等に関するゲスト

　（a）岡義的な類義語の一対において，いずれを使用するかについての世代等

　　による変化を調べる。

　　　　罠本大学文理学部学生　　77名（男44，女33）

　　　　老人ホーム浴風園在籍者100名（男26，女74）

　（b）類義語間に選択の自由が存在する表現において，いずれを選ぶか，それ

　　はどういう要因によるかについて調べる。

　　　　武蔵大学経済学部学生　　　　　　　　70名（男）

　　　　東京女子大学英文学科・国文学科学生　91名（女）

　（c）イ）外来語がどんな語と類義関係になると意識されているかを調べる。

　　　ロ）類義関係にある単語二つ（例　季節・シーズン）の各々を使って？．

　　　　　短文を作らせ，その結果に現われる傾向の違いを調べる。

　　　　武蔵大学経済学部学生　　　75名（男）

　　　　相模女子大学国文学科学生122名（女）

　（d）イ）　自由記滅法によって類義語間のさまざまな異同を書かせで，調べる。

　　　ロ）　外来語を一方に持つ類義語の対（例　おおい・カバ・・T・・）にお，いて，

　　　　　その単語から思い浮かべる事物に，どんな傾向の違いがあるかを調

　　　　　べる。

　　　　千葉大学文理学部学生　1S名（男5，女エ3）

　テストを実施している問に，たまたま鳥寄所が本年度長岡市で実施する曝

民各層の言語生活の実態調査」に参加することになウたので，類義語の細かい

差異が，社会一般の人々にどのように受けとめられているかを推察する機会を

得た。

　（1＞面接調査　調査日数・人員・時間の制約によっ「て問題の量が糊限される

ので，類義語については次の3闘しか入れられなかったq
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　　t｛d）インスタントと即席……外来語の滲透度・理解度をはかる。

　　（ゴ　南京豆と落花生……意味の個人差をはか6，，，

　　㈲　弱震と軽震と微震……専門語の理解度をはかるQ

　l（2）集合調査　工揚従事者に対し，アンケートによ篁調査した。

　　｛／＞エチケットと礼儀作法……外来語の新古・蔚悪の感じ等をはかる。

隅藁稀灘囎一一磯回rつき・そ卿分けの存

　この2調査により，年齢差による理解度・感じ方の違いが，ある程度認めら

れるものがあった。

　以上が本年度実施した分析の概要である。こ，れらの結果を総合して来年度に

記述し報告する予定である，

D．担　　当　　者

本年度の作業は次のように分担した。．

　　　類義語の種々相の概観　　　　　　　　　　　共同

　　　長岡市における類義語の調査お。］び全般の調整　松尾　拾

　　　語の周辺的意味等に関するi凸型語の分析　　．　　西尾寅弥

　　　語の中核的意味に関する類義語の分析　　、　　照臨章夫

　研究補助員君門裕子・河東はるみは，調査の全般にわたり，その作業を助け

た。テスト結果の集計の一部は臨時作業員がこれを行な？た。　　　　（松尾）
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中国の言語・文字問題に関する調査．

標記の調査のため，37年度中に集めることのできた雑誌新聞を表示すると，．

次の通りである。（未取集の部分は．（欠〕として表示する。）

　　年次　　　　　　　　　　35

嵂ﾚ
36 37

　　　　（?臨鳩　　　　）
囁91号r～99号 100号～110号 ：11：陽～121号雑

　
　
　
誌 文宇改革

皐月6月以降〔欠〕

^
〔欠〕

貧
　
　
7
娃
号
～
8
5
・
号
型

旧
聞

　　　　（�w喝　　　　）
〔欠〕 耐6月まで〔欠〕 3．4．5月分〔欠〕

　○　雑誌「中国平文」は，閏本の「雷語硬究」あるいは「国語学」などに相当する

　　学術誌であって，文掌改革をふくむ，言語・文字問題に関する論議や記事は，む

　　　しろ雑誌r三門改革」や薪聞r光朗霞報」の特集欄などに多く見られる。

　　0　35年・36年の二年聞は，中国から雑誌・図書などの玉入がほとんどとだえてい

　　た時…；期である。

　未収集め部分に存在するであろう関係記事については，該当部分を所有し℃

いそうな他の機関および魍人に依頼して，マイクロフィルムその他によって，

38年度以降逐次補充をはかってゆく予定である。

　したがって，現在のところ，年報！1（昭34年度）に記された時期以後の中瞳i

の言語・文字闘題について概観するには，資料的にかなりの不足を感ぜざるを

えない。そこで，ここでは収集しえたかぎりの関係論文・記事について，問題：

ごとに分類して，その点数を示し，さちに一・二の点について解説を加えておご

くにとどめる。

1搬諦学・三諦判 癬窪

1謂究1 ”596

灘吾研究
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外国語教育

少数蔑置旧教育

言語・文字問題

文字改革一般

文掌改革開治山料

簡（略）字関係

文語文と簡（略）宇
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ローマ無教育に関するもの

ローマ字の応用に質するもの
　　　　　　　　1）
注音識字に闘するもの
　　　　　　　　　　　　　　　2）
音訳の入名・地名の蓑記に関するもの
　　　　　　　　3）
難字注音に関するもの

字典・索引などにおける漢字の排列・
　　　　　　　　分類法に間するもの

共通語普及に関するもの

規範化（標準語・正書法など確定の
　　　　　　　　　　　　　うごき）
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3
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　年報nまでに述べられているように，1956年2月から，1959年7月まで，前

後七回にわたって，二字517と二化偏薯54とが公布されているが，それ以後，

今日（昭和38年3月現在）たいたるまで，簡字の数の増減や字体の変：更などの

ことは行なわれていない。もちろん，すでに伝えられているように，中国共産

党中央委員会は，「注音識字を推しひろめることについての指示」（1960年4

月22日発表：）の中で，

　　N”すみやかに文盲をなくし，児童の学習上の負担を軽減するため，現在の漢牢はも

　　つと簡略化される必要がある。あらゆる文宇を10画以内の，簡単顎瞭な法鍵をもつ

　　ものとし，書きにくい・読みにくい・おぼえ1こくい・書きあやまりやすい・読みあ

　　やまりやすい・まちがっておぼえやすV・種類の掌を逐次淘汰してしまわなければな

　　らない。この任務を果たすには，広汎な大衆のカにたよる必要がある。大衆はこの

1）漢字に営にローマ字のルビをつけておこなう識字教資の方法。1960年以来全團掘こ実施され大きな効果

　をあげている。

2）中国の入名・地名を外濁文申に衰記する場合の音訳法。外国の人名〔とくに糾学・技術関係の論文・紀

　剛域に頻発する〕や地名を中国文中に敦記する場合　漢字による黄駅をすべきか　原文の表罷をそのまま

　使うか　中置式ローマ字による音訳その他の襲帝主義的方眼をとるか　などに関する論議。

・3）1961隼から薪闘その他におし・て読みあやまりやすい　または　二つの読み方のある漢字などに餐してロ

　ーマ字で読み方を注することがおこなわれるようになった　そのことに蜀するもの。
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　　問題にきわめて熱心で，よい方法を知っている。各省・市・区の党委員会は，その

　　地域の関係部門に薪しい簡字についての建議を最近のうちに挺出させ，中央の文宇

　　改革委員会に報告し，そこで総合整理してふら中央と薗鶉院に送って審議決定され

　　るようにされたV・。SN、

と述べているし，教育部・文化部・文字改革委員会も，「新しい簡化漢字の募

集に関する通知」（1960年6月4質発表）を出しているのであるから，一層徹

底した形の二化漢字の方案を作るための努力が，当国的な規模で進められたで

あろうことは想像に難くなV・。

　また光明日報の文宇改革欄は，1962年！0月から約3ケ月にわたって「文言能

不能用簡化漢宇」（古典など文語文で書かれたものを出版する場合などに，簡

化漢字を使えるかどうか）をテーマに，紙上討論を展開した。その昌的は，新

しい簡化漢宇方案を決定するうえで，文語文を表記する場合のことも考慮に入

れる必要があるか否かを明らかにしょうというのである。こういつた一一LXの動

きから見ても，新しい簡一回宇方案が決定発表されるのは，そう遠い将来のこ

とではないように思われる。

　普通話異読詞審音表について

　共通語普及運動および規範化に関する重要文献としてあげなければならない

ものに，普通誤審音委員会の発表した「普通無異読詞審音表初稿（第三編）」（19

62年12月発表）がある。これは，現代北京語や北方方書の語彙中で，実際に使

われている語形にゆれのあるもの，たとえば「うみ」（膿）を意味する単語を，

nong／aweη／〔fi　U？7）とV・うか，　nen9／nOη／〔nAη〕とV’うかとV・うような問

題に対して，統一一的な標準語形を与えようとするものである。1957年10月に発

表された第一編が666語と170の地名，1959年7月に発表された第二編が569

語をそれぞれ含んでいるのに対し，第三編は，600語あまりを追加すると同時

に前一編に対して部分的な訂正をも加えている。今後，辞典の発音表示や，昏

種のロ　一一マ字表記において，また，共通語普及運動や学校教育において，規準

になるものとして重視する必要があるだろう。（斎賀・松本）
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函語関係文墨の調．査

　国語に関する学問の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとらえ

るために，前年度に引き続き，本年度も，昭和37年1月一12月の刊行の図書・

雑誌・新聞についての文献調査を行なった。これらの文献巨録はその他の資料

・情報とともに，当研究所編『国語年鑑』　（昭和38年版）に掲載されている。

（ただし，薪聞記事目録は紙数の都合で本書には掲載していない）

　以下，その各々について分類し，冊数および点数により，大まかな傾向を示

すことにする。

A．　’刊行書の調査

　国語開係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所，発行年月・型・

ページ数，ならびに内容を調べ，カード化し，総数357冊の分類員録を作成し

た。

1．刊行書の分類とその冊数

国諦副

。、こ：とばど機械

国語吏

韻音声音

文字・劃

i罪

障・姻
1語彙・刷

据・

iマス・…ニケーシ・ン｛

51

2
■
4
1

14

’・7

17

．i4

・28

広告

8

6

陣調字副 13

臨教司

国語教育一般（国語教育奥）

学習酔臥一般

聞く・話す

’読む・読書指導

書く・作文指導

文字教育

古典・漢文教育

その他学習指導

テスト

日本語教育

　言語副

降学そ咽

92

2
5
1
6
1
3
3
4
6
2
7

1
2
　1
1
　
．
　
　
　
　
　
516



外国語教育

辞典・用語集
虞
5

　
3

i酬 ．33

合計357冊

　　　（前鞭以前に懸の）29塵」

　昨年に比し，国語教育や話し方，文章の書き方等の言語技術に関するものの

多．y・ことがやや員だつと言える。

B．雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの刊行

物から，関係論文・記事を調査し，題目・筆者・誌名・発行年月・巻号数およ

びページ数などを記載したカ・一一　Fを作り，分類別カード濤録を作成した。採録

した論文・記事の総数は2，453点に達した。

　1．一般刊行雑誌，および大学・硬調所等の紀要・報皆書類の種別数

a一般刊行雑誌（学会誌も含む）………183種

国語・国文・言語ほか

方書・民俗

国語問題

国語教育

マス・コミ関係

外国語

b

6
9
3
1
9
4

7
　
1
」
4

遍刊誌

総合誌

詩歌・芸能

出版・PR
本年度臨時に入ったもの

　大学・研究所等の紀要・報告類………101種

なお，調査した刊行物は，研究所に寄贈された分（後記，

1
3
7
0
0

　
　
　
ー
ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヨ召牽037年度をこ寄

贈、された図書」の一覧（2）r逐次刊行物の部」参照）と，当所購入による下記の

諸雑誌である。

計量国語学　（言十目国言吾学会）

撮文学解釈と鑑賞（至文堂）

文学（岩波書店）

翻語と国文学（東大国語国文学会）

放送文化（賛本放送協会）

岡文学書語と文芸（大修館書店）

文学・語学（三省堂）

三英言養F青年　（研究社）

，93

教育（国土社）

教育心理（E本文化科学社）

児童心理（金子書携）

社会学評論（H本社会学会）

沖縄文化（沖縄文化協会）

週刊土仏（暴論欄社）3月まで
学徳月報（H；本学徳振興会）

その他国語關係論文の載った諸誌（略）



2．論文・記華の分類とその点数

陣劃
国語一般

意味

言語生活

言語活動

話しことば

ことばと機械

ことばに関する随筆

1国語刺

国語史一般

訓点と訓読語

｛音声・音響

　　音声・音韻一般

　　史的研究

｝矧

　　文字・活字

曲
譜【

文法上の諸問題（翼代語法）

文法の吏的研究

敬語

1文司

文体・表現

江戸時代以前

明治以後

翻訳の問題

聖
、酵

聾

五
口

雲
庭

　
　
　
　
語

般
　
　
語
・

一
　
語
用
語

彙
語
代
種
行

語
古
現
各
流

8
4
7
6
0
5
6

4
　
3
　

1
　

R
）

4
5

9
飼
9
酬

O
1

3
0
0

8
2
1

1
1
1
0
2
7

4
4

4
一
1
1
∩
＞

2
Q
u
2
1
2
1
3
1
4

1
6
δ
　
　
－

外来語

地名・人名

辞書・索引

陣の注剛

：万葉集

大勲物語

かげろう日記

源氏物藷

雪持子

和泉式部日記

薪古今集

平家物語

大鏡

近松

その他

書方

方書と標準語

各地の方言

　東部

　西部

　九州・琉球

マス・mミュニケーション

マス・コミの問題

新闘

ラジオ

テレど

宣伝

国翻倒

94

国語問題一般

表記の閥題

　表記法一般

　当用漢字など

　かなづかい

　送りがな

　わかち書き

　かな：書き

ド
◎
n
δ
Q
り

1
　

9
郁

0
9
9
8
0
8
0
4
9
6
8

ウ
副
　
　
　
1
1
　
1
　
　
　
　1

33

1
ρ
O
Q
V

2
4
1
2
7
2
1
5

5
1
2
1
螺
よ
52

5
丞
一
3
Ω
り
4
3

0
り
一
　
　
　
　
「
■



ローマ宇

地名・人名の表記

蹄鯛
国語教育一般

麟語…数町史

学習掻導

　学習詣導一般

　ドリル挙習

　学習ノート

ことばの摺導1

聞く・話す

　聞く

　話す

読む・書く

　読む

　読書掲導

書く

　作文教育

　事解捲導

　表記の指導

語彙指導

文法教育

文学教育

7
2
e
O
O
O

6
◎
n
◎

149

　3

10

13

27

　4

35

　3

124

2e

229

30

　5

19

20

56

古典教育

漢文教育

学力評価

転語教科書・教材研究

特殊教育

幼児教育

U一一マ宇教育

視聴覚教育

日本語教育

学語雷

書語一般

外国語研究

外圏語教育

外人の目）i語研究

問題の紹介

廉恥
書評・紹介

「副

8
6
2
2
4
0
0
4
7

0
0
　
　
ρ
D
8
望
■
1
1

3
8
4
2
7
0

6
1
2
　
Q
σ
－
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合言一b　　2，453，煮

97

　昨年に比し，国語閥題に関するものの少なかったこと，作文教育に関するも

のの多かったことなどが注爵される。

C。新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，それを整理L各月ごとに製本し，

資料として保存し，閲覧に供するとともに，分類別のカー一　F目録を作った。カ

ードの記載形式は，見出し語（欄名だけで，見出し語のないものは，その内容

紀よって，適宜題名をつけた。）・紙名・筆者名・年月H・欄名・行数・内容

の順序によった。切り抜き総激は1，700点である。調査した紙名，切り抜き数，

および月別の切り抜き数は次のようである。

　1．新聞の種類と切り抜き数
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・・夕酬

朝臼

（大阪その他）※

毎E
（大阪）

読売

（大阪）

東京

東京タイムズ

産経

284

10

281

10

245

19

188

’56

183

　　（犬阪＞

　　N本経済

　　中部日本

隔細／
読書

読書人

図書

薪聞協会報

その他

　2

80

145

∩
◎
7
3
9
1

0
◎
戸
0
3
n
◎
3　　　※かっこの中は地方慮版のもの。これは，大阪『の山田房一氏，名古屋の

　　　　平岡伴一氏などの地方在住のかたがたから，関係記事のあるごとに恵＝

　　　　送されたもの。

2．　月劉の切り抜き数

　1月（130）　　2月（126）

　6月（190）　7月（117）

　11月（162）　12月（ids）

3．記事の分類とその点数

陛（学）｝

3月（146）　　4’月（153）　　5月幽（137）

8月　（140）　　　9月　（115）　　　10月『（179）

五
口

翌
口国

韻音声音

16

5

18

1文劉

文学・表記

活字

「翔

語彙一一般

各種用語

新語・流行語・隠語

タト国語。タ｝・来語

辞書

名づけ・問題語

7
F
O

32

142

85

57

　8
81

1tw

l文司

文体・表現

翻訳の問題

1方司

方言一般

．各地の方雷

標準語と方言1

活生語言

言語生活一般

話しごどば

ことばつかV・の闘題

敬：語の問題

96

1・・ば・灘／

7
7

n
δ
’
4

2
6
4

1
山
1
1

2
5
7
4
嚢

Q
ソ
バ
◎
7
1
3



適職
国語間題一般

衰記の賢能

　表記一般

　当用漢字など

　カ、なつカtsv、

　送りがな

　わかち書き

　よこ書きたて書き

　略語・略称

　地名・人名の表記

　外来語表記

　ローマ字

国語教育

国語教育一般

学習指導の問題

　学習指導一般

　話す（聞く）

　読む（読書？日誌）

　書く　（作文指導）

国藷の学カテスト

国語の海鼠書

53

6
3
1
6
1
6
7
9
6
2

2
門
D
1
1
　
　
　
　
3
1
IO

5
り
σ
6
0
5
ρ
0
3

1
　

2
1
9
臼
－

　　文学・古典教育

　　特殊教育

　　幼児語教育・

　　Pt・一マ字教育

降引
　　言語一般

　　外国語一般

　　外国語教育

　　外国人の日本語学習

　　外国語に関する紹介ほか

「ス…＝・・・・…一一シ・ン1

マス・コミー般

薪聞

ラジオ

テレど

宣転・広告

出版

塵轍碗1

8
2
1
4
’

　
5
2

4
鵡
0
1
Q
ゾ
ー

Q
U
7
4
1
1

11

20

17

　6

31

　4

155

合計　1，700点

　昨年に比し，外国語関係の記事がやや多かったことと，国語問題関係の記事

が激減したこととが注目される。これについては，昨年ジャーナリズムを賑わ

した国語審議会閣係の悶題が本年においてはあまり取り上げられなかったこと

に思いをいたさねばならix　’v・だろう。

　さて，これらの国語関係文献目録の詳細は，（新聞記事目録を除き）他の資

料とともに，これを・「国語年鑑」（昭和38年版）に掲載したので，ここではふ

・れない。

D．担 当 者

この調査および国語年鑑編集の作業は主として次のものが担当した。

　　　　　飯豊　毅一　　　　火久保　愛

なお，研究補助員，塚田菊子，小山孝子が作業を助けた。　（飯豊，大久保）
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，研究所の研究活動に必要な研究文献・言語資料を収集

し，管理した。また，例年のとおり，各方面から寄贈されたものが少なくな

い。（下に示す。）

　昭麹37年度に新しく加えた図書の数は，次とのおりである。

単行本

雑　誌

薪　聞

購入　　464冊

寄贈　　！74ee

購入　1，106冊

寄贈　　835鮒

購入　　10種

寄贈　　　2種

年度末の蔵書数（単行本だけ）は，27，802冊である。　　　　　（大石）

　　　　　　　　　昭和37年度に寄贈された図書の一覧

　寄贈者名（敬称略）　・　図　　書　　名

1　単行本（　）内は編著考が寄贈者と異なる揚合の編著者名。＊は抜刷。

朝日新聞東京本社広告部　　fag　6回読書社会調査報皆総括」

石丸久　「わるいカンジ・いいカンジ」

今井文男　　「芸の領域」

楳壇実　　r近畿方言の総合的研究」r隠語」「舶来語・古典語典ゴ「方書通信調査の方

　　　　法と効用」＊

大分県南海部郡切爆小学校　　「『国語科推導』各県の傾向と今後の問題ユ

大阪女子大学　f大阪女子大三蔵厨本英学資料解題」

大阪大学　「博士学位論文」1，2「大阪大学図書顕録」昭和35年版

奥村三雄　「西濃揖斐郡北部のアクセント」＊

香川県教育研究所　「作文・fl記による人間形成の研究」

賀集寛　　「三音飾動詞の連想価表」続報，3報
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鎌田良二　　「西鶴『世間胸算用』助詞・助動詞索引←う「の」「が」め部」

神鳥武彦　「広島市方誉における〔ai〕連母音」＊

木村万寿炎　　「ローマ字指滋の問題点」＊

京都大学国文学会　「誤訳蒙厳経音義私記倭訓孜」（岡田希雄）

京都大学文学部国語学国文学研究霊　「慶長三年耶蘇会版落葉集」

宮内庁書陵部　「古今和歌集」「漂到流球国記」「比良山古人霊託」「政基公旅引付3

　　　　「桂宮本叢書」1，　20．21

熊谷薩孝　　ヂ国語演習」　（田中順二・塚療鉄雄）

蔵国晴　「漢宇改造按」

倉田正邦　　r志摩郡志摩町（越賀・和具の会話）」　（鈴木敏雄）

慶応義塾大学国文学研究会　　「近代文学」

国立教育研：究所　　「国立教育研究費十年の歩み」　「増舶図書屠録」6

佐伯梅友　「ことぼのきまりと働き」

更料館　「吏料目録」9

隻料編纂所　　「大貝本古記録　言経本記」3，「同　梅津政景M記」8，r大H本史料」

　　　　2－13，3－18，7一一18，8－25，10－11，12－43，「大日本古文書　家わけ」

　　　　18，20，「同　幕末外国関係文書j32，「大臼本近世更料　唐通事会所N録」4，

　　　　「嗣　市中敵締類集」4，「図書目録第2部和漢書写本編」1

神宮文庫　　「神宮文庫増加図書目録」4

聖心女子大学　「北方探検記」（H・チースリク）

全国教育図書KK　「国語国文学資料図解大事典」上

総理府統計局　　r昭和36年科学技術研究調査報告」

大東急記念文庫　　「滑稽本について」　（興津要）

武石彰央　　「天台大師和讃法話」　「『三帖頼讃』本文研究への一考察」＊

田島郷土史研究会　　「福嵐県南会津郡田島町方言詑語集」（樋口弘次郎）

蓼沼良一　「翻訳機ヤマトの使い方」

秩父市教育委員会　　「秩父の伝説と方雷」

中元求英　　「略宇の研究」

寺井義弘　　「青森曝南部方言考」

天理図書館　「イン　キュナ　ビュラlr宋版」「エジプト文化資料」（東京天理教

　　　　館）
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：東京堂　「話しあいど説得の技術」、（心霊紀和），、「悪いことば・下品なことば」（前

　　　　岡三）

東京都立貝比谷図書館　　「雑誌新聞目録和文編（昭和36年4月現在）」

東北大学文学部　「東北方言音韻調査表」、

東洋文化研究所　「アジア地域文献速報！12，13，「新収和漢図書匿録j13、

内閣文庫　　r内閣文庫国書分類潤録」下，索引

長沢ハルミ　「日本美術辞典」　（野間清六）

奈良国立文化財研究飯　「平城姦曲堀調査報告」2，r巧匠安阿弥陀仏快慶」（小林剛）

　　　　　「唐招提毒蔵『レーース』と『金亀舎利塔』に関する研究J（守田公夫），縷

　　　　殿造系庭園の立地的考察」　（森蕪），r院の御駈と御堂」　（無口信三）

奈良女子大学図書館　　「明治教育文庫目録補遣」

奈良女子大学画学部付嘱小学校　「わが校五十年の教育」

西村綱子　　「電報文のエントロ　tO　一一について」＊

日仏会館　ttBIBLIOGRAPH王E　DE　L’ORIENTALISME　JAPONAIS　1955

　　　　－1956”

揖本学術会議　「長期研究計画シンポジウムプロジェクト研究のありかた」　「文科系

　　　　文献鼠録」13

山本学術振興会　　「研究報告集録（人文編）」昭漁36年版

ξ1本国有鉄道総裁室修史諜　　「工部省記録，鉄道之部j

E本書院　「現代国gem一一’」（岡崎義恵）

昼本新聞協会　　r新聞用語集」．昭和38年版

fi本放送協会　　「国民生活時間調査」資料編1，2，3，4，「全国方言資料」4一近

　　　　畿編一，5一中国・四国編一，　「全国主要地名資料」　「スポーツ辞典」12，

　　　　体操競技，「新・外国楽由の呼び方」

野地潤家　t℃QURSE　OF　STUDY　FOR　SENIOR　H玉GH　SCHOOL

　　　　　（JAPANESE　LANGUAGE）”（奥田邦：男訳）　「明治30年代の話しこと

　　　　ばの教育」＊「この子をどう導くか」、（広島県文集編委員会）

罵揚宏　「能登三郎方書考」5

日野資純　「神奈川県の王難（「神奈川県の歴更」より）」

、美術研究所　　「目本美術年鑑」昭和36年版

広島大学教育学部付属小学校国語部　　「『学校教育』国語教育関係論文罠録一大正の
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　　　　部一j

　法島大学国語教育研究室　　「高等学校国語教育参老文献目録」

　広島建学国語国文学会　「徒然草学習指導の研究」（土井忠生）

　福岡市立教育研究所　　「教育図書霞録」1962

　福島県教育調査研究駈　　「高等学校選抜学力検査結果の調査報告書」（昭和36年）

　馬瀬良雄　　「新しいアクセント論と長野察方言アクセントの体系」＊

　松下秀男　「ローマ掌搬導法入門」

　松村明　rr書本風俗備考』蘭臼会話の部に見られる錯蘭について抽イ丹波修治lfl蔵

　　　　　　『湘蘭文典』の訳語Jes

　三宅武郎　　「おくりがな法資料集」

　朝治大学図書館　　「増加図書目録（昭和36年度）」

　文部省　「国語審議会報告書」「国語シリ’一ズ」49，50，51，52，54，「薪収図書目

　　　　　録」7，r学術雑誌総合目録人文科学欧文編」1962年版

　轡田家　　r先祖の話」（柳田国男）

　山野文博　　r『まし2の意義とその用法」＊「続長恨歌訓読考異」＊

　山形県方雷研究会　　r山形県方言研究文献属録（昭和37年）」

　山日七二　「複合語の形式について」＊

　山口大学教育挙部図書館　「日田文庫目録」

　出日大学図書館　　「若月紫蘭文庫類録」

　・ユネスコ東アジア文化研究センター　qTHE　FORMATION　OF　MODERN

　　　　　JAPANT”　（K．　NAKAMURA），　ttEAST　ASIA　liN　OLD　MAPS”・

　　　　　（K．　NAKAMURA），　：tRECENT　TRENDS　OF　EAST’　ASIAN

　　　　　STUI）IES　IN　JAPAN　WITE．｛．　BIBLIOGRAPHY”（K，　ENOKI）

　横由吉男　　「戦後版漢勅辞典についての一湾察」

　轡野心　r近世の土佐の文献にあらわれたジ・ヂ，ズ・ヅのかなちがいについて」＊

　琉球大学　　「琉球文献艮録」　（比嘉春潮）

　AD懇談会　「広告関係定期刊行資料調査報告」

：2、逐次刊行物（おもなもの）

　愛知学芸大学国語国文学会　　「国語国文学報」15

　愛知県教育文化研究所　　「研究紀要」19，20，　r研究報告」37～41

　愛知県立女子大学　「紀要」12，「説林」9，10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　101i



山山学院大学文学部　「紀要」6

秋田大学学芸学部　「研究紀要」12

朝日新聞社広告部　FN本読書学会第6図調査による問題別リポート」3～8，10N・

　　　　15

明E…1香社　　　「明貝香」　275～286

あたらしV・文字の会　「あたらしい文字」3－2～10，4－1

跡見学園　「国語科紀要」10，「短期大学紀要」1

いずみ会　「1ZUM王」53～58

茨城大学文理学部　　「紀要」13

宇都宮大学学芸学部　　「研究論集］11

愛媛県立教育研究所　　「紀要」33～35

愛媛国語国文学会　　「愛媛国文研究」11，12

大分県立芸徳短期大学　　「研究紀要jl

大分大学学芸学部　　r研究紀要」2－1

大阪学芸大学　「紀要」A－10

大阪樟乙女子大学　「三山文学」14

大阪女子大学文学会　　「女子大文学」13

大阪市教育研究所　　「教育研究紀要」57～61

大阪市立大学文学会　「入文研究」13－2～U，14－1

大阪大学文学部　　ギ紀要」8，9

大阪府教育研究所　「研究報告集」55～59，61

大阪府立大学　r紀要jlO

大下学園国認科教育硬究会　　「研究紀要」5

王朝文学研究会　　「王朝文学」7

お茶の水女子大学　「人文科学紀要」15

お茶の水女子大学国語国文学会　　「国文」17，18

お茶の水女子大学付属高等学校教育研究会　　「紀要」7

尾道短期大学　　「研究紀要」12

音の文化研究会　　「音」10

香川大学学芸学部　　「研究報告」1－15

学習院大学　　「国語国文学会誌」6
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細葉社　　「国文学」7－6・一　15，8－3～5

鹿児島大学教育研究所　「研究紀要」13，14

鹿児島大学文理学部　　「文科報告」11

カナモジカイ　「カナノヒカリ」447～488，「モジトコトバ」229～238

関酉学院大学人文学会　　「人文論究」12－4，13－2，3

関西学院大学E本文学会　「H本文芸研究」13一　3，4，14一　1　，2

単解大学蟹文学会　　「国文学」33

関東短期大学　「紀要」7，8

　　　　　　　　　　　　　　　へ北見ロ・一一マ掌会　「KITAMI　ROMAZij　22～24

破阜大学学芸学部　「ことばと文学」1，研究報告」10，11

岐畢大学学芸学部国語国文学会　　「国語国文学j1

九州大学国文学会　　「語文研究」14，15

九州大学文学研究会　　「文学論輯」9

京都学芸大学　　「紀要」20，21

京都学芸大学証文学会　　「会報」8

京都女子大学国文学会　　ヂ女子大国文」24～28

京都市教育研究断　　「報告jg5～97

京都大学芋育学部　　「紀要」8・

京都大学教養部　　「人文」9

京都大学国文学会　　「国語国文」331～342

京都大学人文科学砥究齎　　「紀要」30～33，「ZINBUNj　6

京都大学文学部心理学教箋　　「心理学評論」6－1

窟都府立大学　「人文」14

京都府立大学国語国文学会　　「会誌」3

宮内庁書陵部　　「紀要」13

熊本女子大学　　「学徳紀要」14－1

熊本大学芋育学部　　「紀要」10－1，2

熊本大学教育学部国文学会　　「不知火」14tt　t　’

熊本大学法文学会　　「法文論叢」14

懸絶11三≠tl　　「三三重嬢方言」　14，　15

訓点語学会　　「訓点語と訓点資料」21～24
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群馬県教育研究所　　f研：究紀要」14～16

麟i馬大学学芸学部　　「紀要」11

食盛義塾大学斯道文鷹　　「論集」1

言潮社　「速記学習」、t－4触8，2・一　1，2

蕩知大学　　「学術研：究報告11Q「　9・

鵜知大学国語教育学会　　「国語教育」、10・

潮面女子短期大学　「論叢」6

昂南大学文学会　　「文学会論集」18

神戸甫外国謡大学研究所　「神戸外大論叢」59－t64

扁爪女学院大学　　　「論集」　25～27

神戸大学教主学部　「研究集録」27

神戸大学文学会　「研究」26～28，30

語学教育研究所　　「語学教育」255～260

語学ラボラトリー協会　‘｛LANGUAGE　LABORATORY’，1－1，2，　「L・L・A

　　　　通信」2

「’国学院大学　　　「国学院雑誌」　63－4～12

翻学院大学国護研究会　　「国語研究」14

飼語学会　　「国語学」48～51

国立教育研究所　「紀要」30～33，35～37

曲面問題協議会　「会報」9～14

：国際猛毒教大学　「アジア文化研究」3

幽遠国会図書館　r国際交換通儒：」58～68，（終刊暑），「洋書速報」130～150

・r岩壁と現代」の会　「古典と現代」17

ことばの会。なごや　「ことば」27～29

，ij・林理学研究所　　「報告」11－4，12－1，2

駒沢大学　r文学部研究紀要」21

埼玉大学　　「紀要」　（教育学部篇）10

相模女子大学学術研究会　r紀要」12～14

佑藤喜代治　　「文化」26－3

滋賀県教育研究所　　「研究紀要」4

磁賀県立短期大学　　「学術雑誌」3
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滋袈コトパの会　「みんなのコトバ」8

滋賀大学学芸学部　「紀要」11

静岡県立教育研修所　　「教育研究」21，22

静周大学教育学部　　「研究報告」・12

静岡大学文理学部　　「人文論集」12

実践女子学園　r実践文学」14～18，「紀要」7

実務薦字研究協会　「実務と日宇」ユー2，3，7

儒濃教育会　　「信濃教育」904～916

島根大学　　「論集」11，12，　「山陰文化研究所紀要」2，3

小学館　「総合教青技術」17－1～5，7　’一13，「教育技術学習心理」3－1，2’．

　　　　5　’w12

上智大学　「SOP｝｛IA」11－1～4

昭和女子大学光葉会　r学苑」268～276，278

初等教育研究会　「教育研究」17－4～6，8～13，18一　2，3

信州大学教育学部　　「研究論集」13，　「紀要」11

回目大学文理学部　　「紀要」11

新文芸協会　「ECRIBISTOj　8，9

鈴木博　「研究紀要」（京都市立西京高等学校）9

成城大学文芸学部　　「成城文芸」29～31

成城大学昆俗学研究室　　「伝承文化」2

聖心女子大学　　「論叢」18～20

清泉女子大学　「紀要jg

全国大学国語教育学会　「国語科教育」9

禅文化研；究所（花園大学）r禅学研究」52

大修館　「英語教育」11－2～12，「国語教室」111　一一　113二

大東急記念文臓　rかがみ」7

大東文化大学日本文学会　　「目本文学研究」2

田唄研：究会（広鶴大学文学部）　　「田唄硬究」2，3

千葉大学文理学部　r文化科学紀要」4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

中央大学文学部　ヂ紀要」11，12
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1津田塾大学　rTSUDA　REVIEW」1～7

鶴見女子短期大学　　「紀要」2

天理大学　「中文研究」3，「学報」37～39，「ピブリア」21～23，「出辺道」9

東京外国語大学　　「論集」9，「語学研究駈所報」3

東森教育大学教育学部　　「紀要」8

東京教育大学書語学研究会　r書面挙論叢」2～4

凍京教育大学大学院教育学研究科　　「研究発表要録」1

東京教育大学文学部　「紀要」35，37，39

東京女子大学比較文化研究所　「紀要」13，14，「比較文化」7，9

東京大学国語研究室・「国語研究室」1

東京大学薪聞研究所　　「紀要」10，10－2

東京天文台　「暦象年表」1963

東京都立大学　　「都大論究」2

東京都立大学人文学部　r人文学報」27～29

．東京放送　「ラジオCMメモ」3，4，6～27

『統計数理研究所　　「彙報」17，　「通信」9

古志社女子大学　「学術研究年報」13

．同志社大学人文学会　　「人文学」62

1東北大学教育学部　　「研究年報」10

東北大学教養部　　「文科紀要」6～8

東北大学文学部　　「研究年報」12，13上

東北大学文学部「国語学研究」刊行会　　「国語学研：究」2

東洋大学　　「近代文芸研究」7，「文学論藻」22

’東洋文化研究所　　「紀要」25～28

徳島照教育委員会　　「教育，月報」146～158

徳島大学学芸学部　「学芸紀要！11

唐山大学文理学部　　「文学紀要」11

泳江秀雄　　r若越郷土研究」7－2（福井県郷土誌懇談会）

長崎大学学芸学部　　「研究報告」臨時増刊号

中沢政雄　　「国語教育科学」14～25

紳田庸幸　　「国譜研究」40～42（愛媛国語研究会）
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名古屋大学　「教育学部紀要」9，「国語国文学」11，「文学部研究論集」28

名古屋大学教養部　「紀要」6，別冊ユ

奈良学芸大学　　「紀要」10－2

奈良女子大学文学会　r研究年報」5

南由学会　「アカデミア」33～35

新潟大学教育学部　r紀要j3－1，2

雷鳥大学教育学部高田分校　　「研究紀要」6，7

N仏会館　「挙報j1962

山本音声学会　「会報」109～111

H本言語学会　　「言語研究」41～43

露本教育協議会　　「教育臼本」1－7～11

日本国語教育学会　　「会誌」20，2王

臣本コトバの会　旧本のコトバ」9

H本女子大学国語測点学会　「国文鼠白」1

H本薪聞学会　　「薪聞学評論」12

fl本大学国文学会　　「語文」12－14

E本大学人文科学研究所　　r研究紀要」3

属本大学精神文化・教育制度研究所　　「紀要」1，2

日本大学文理学部　　r研究年報」11

N本文芸研究会　　　「文芸研究」　40～42

日本放送文化研究所　r放送学研究」2～4，「文研月報」131～142，「年報」7

H本山俗学会　「会報」23～26

島本戻族学協会　　「民族学研究」26－2～4，　「民協通信」2

臨本リサーーチセンター　「研究紀要」1－1，2

　　　　　　　　　ム脚本ローマ字会　「ROMAZI　SEK：AI」539～551

能楽思潮　　「能楽思潮」2G～23

野地潤家　「教育学研究紀要」3～7（日本教育学会中国四国支部会）

野間教育研究所　　r紀要」21

函館入文学会　　「人文論究」22

浜田数義　　「土佐方言」3．4（方言研究嗣好会）

兵庫県立教育研：究駈　「研究報告」72
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広島近世文芸研究会　r近世文芸稿」6

広島大学光葉会　r国語教育研：究」4～6

広島大学国語国文学会　「国文学孜」27～29

広島中世文芸研究会　「中世文芸」24，25

福井漢文学会　「漢文学」10

福井大学学芸学部　　「紀要」11

福井大学国語国文学会　　F国語国文学」30

福岡学芸大学　「紀要」11

福岡学芸大学久留米分校教畜研究所　　「概究紀要」12

福岡市立教育研究所　「研究所報」44

福岡県教育調査研究所　「紀要」39，40，42

福島大学学芸学部　　「論集」13

藤女子大学　「紀要」1

藤原与一　「方雷研究年報」1962

仏教大学　「研究紀要」42・43

r文化と教育」研究会　r文化と教育」141，143～147，149，151，152

文化放送KK　「ラジオコマーシャル」7　・v10

米国大使館文化交換局　旧米フォーラム」（アメリカーナ，改題）8－3蟹11，9

　　　　－1　一v　3

防府市教育委員会　　「研究要覧」1961年度

北海道学芸大挙　「紀要」12－1，2，「学術文献収報」23，24

北海道教育研究所　「研究紀要」36

北海道大学　　「外国語・外国文学研究」9，「教育学部紀要」8

北海道大学国文学会　「国語・国文研究」21～23

穂波lll版社　「実銭国語教育」264～275

松野豊　「ろう教育科学モノグラフ」2・3

万葉学会　　「万葉」43～46

三重県立大学　「研究年報」（第1部）4－2

未定稿の会　　「未定稿」10，王1

宮城学院女子大学　　r研究論文集」19～21

武庫JII女子大学　」紀要」9
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明治図書出版K：K：　「教育科学国語i教育」39～52

桃山中学校　　「研究論集」1962

文繍隊育統計」75～79，㈲等教育資糊144～i56，陣等教育資糊130～1臓

　　　　　「文部統計速報jg7，「文部省年報」88

出形県教育研究所　　「由形教育」＄1～96

山形県方言研究会　　ギ山形方書」7

旧邸大学　「紀要」人文科学5－1，社会科学1－3

コ口女子短期大学　「研究報告」16

山口大学　r文学会誌」13－1，2

山q大学教育学部　「研究論叢」12－1

山梨大学学芸学部　　「研究報告」12

ユネスコ東アジア文化研究センタ・一一ttEAST　AS王AN　CULTURAL　STUDIES”

　　　　　1，　2

横浜国立大学学芸学部　　「人文紀要」8

立教大学日本文学会　「立教大学区本文学」8，9

立教大学文学部　「心理・教育学科研究年報」5

立正大学文学部　　r文挙部論叢」14～16，「圏語国文」3

立命館大学人文挙会　「立命館文学」198～211

立命館大学罠本文学会　r論究日本文学」17～19

竜谷大学　「論集」368～372，「国文学論叢19，10

Pt・一マ字教育会　「ことばの教育j　134

和歌山大挙学芸学部磯劉12　　し

早稲田大学　　「国文学研究」25，26，　「学術研究」11，r吏観」62～67

CM合同研究会　rA・C・C・CM研究」11，14

SEVER　POP　｛“ORBIS”　10－2，　11－1

UNIVERSITY　OF　CAUFORNIA　ttPUBLICATIONTS　IN　LINGUIST工CS’，

　　　　25

UNIVERSITY　OF　WASHINGTON　ttMODERN　LANGUAGE　QUARTER一一

　　　　LY”　22－4，　23－1N3

Ul）1，　IVEg．＄ITY　OF　LONDON　ttBULLET！N　OF　T｝i｛E　SCH．O．　OL　OF

　　　　ORIENTAL　AND　AFRICAN　STUDIES”　25－1，．2，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IQ9



庶 務 報 告

A．庁舎および経費

舎
　
在
地
物

影
　
　
　
本

　
所
敷
建

L

　　　館（延）

付属建物（延）

東京都北区稲付西山町「

鉄筋コンクリート，二階建

2．　経　費

　目召禾037年度「評算　　総額

　　　　　　　　　　　　　　　人件費

　　　　　　　　　　　　　　　事業費

　昭＄l137年度文部省科学研究費（各個研究）

　昭和37年度宮庁営繕費

　　〃　　各所修繕費

計

10，　247．　84m2

1，　694．　64m2

1，　720．　94m2

3，　415．　58m2

48，699，000円

40，033，000円

8，666，　000円

　150，　OOO円

6，e55，000円

1，189，000円

B．評 議 員　　会

会畏久鰭一戦議1・酷長有燃覧（超撰謝

O阿部真之助
○伊藤忠兵衛

　高津　春繁

◎沢登　Pt一一

◎中島　健蔵

　西脇順三郎

※佐伯　梅友

※細閏　菊雄

　阿部　吉雄

○桂…寿一
　佐々木八郎

　坪井　忠二

　中島　文雄

◎松方　三郎

※中村　光夫

　（木庭　一郎）

※横田　　実

○印は38．2．4再任を示す。

※印は38．2．4就任を示す。
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　石井　良助

◎…桑原武夫

　沢田　慶輔

◎時枝　誠記

　西尾　　実

　山本　勇造

※永井　健三

◎印は38．2．3任期満了を示す。



C　．．組織と職員

1。定員　教官　33事務官　14　その他24計、．71、

2．　組織および職員

國立国語研究所

　第1研究部

　話しことば研究寅

書きことば研究盤

地方言語研究室

第2研究部

　国語教育研究室

言語効果硬究塞

第3研究部

　近代語研究室

名
長
長
長

職
所
部
室

釜　　長

室　　長

部　　長

室　　長

室　　長

長
長

部
室

　氏　名
岩淵悦太郎・

林　　　大

大石初太郎

宮地　　寸

簡　不nc男

鈴木重幸’

泉　喜与子

吉村香苗
見坊豪紀
水谷静夫
石綿　敏雄

宮島　達夫

橋本圭子
高木　　翠

鈴木百合子

小林さち子

十四　　武

下元　菊雄i

上村幸雄
徳ノ｝1宗賢

白沢宏枝
輿水　　実

葺沢　　節

村石昭三
吉沢　典男

根本今朝男

州又瑠璃子

永野　　賢

高橋太郎
’渡辺友三

富地美保子

菅原茂子
霞函　　巌

林　　四郎
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38ユ．15辞職

37．12．15義辛職

37．6．16採月慧



古代語研：究室開設

準備室

ee　4研究廓

　第1資料研究室

第2資料研究室

　第3資料研究室

庶務部

　庶務課

会計課

　併（任主

　併
長

（長部
室

室　　長

室　　長

部　　長

課　　長

課長補佐

長
佐

　
補

　
長

．
諜
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

雛

37．6．15辞職

主任研究宮

37．5．　1採用

37．4．　1採用

37．4．1採用

38，2．16会計諜から配置換

38．2．15辞職

37．4．　1採用

38．2．16彦藍務課をこ藪己置換

37、12，31．辞職

吉田芳太郎　｝37．11．17死亡退職

　　　　　　I

　　　　　　l

中村’@イ空イ中　　｝　38・1・1採用



図書室 室長（併）

　安藤信太R9

　船倉正章
　大石初太郎

　鈴木篁二（併）

芳賀清一郎（併）

　大塚　通子

37．12，25採用

D．内地留学生受け入れ

　金国都道府県から内地留学生を受け入れて，研究の便をはかっている。次に

その氏名研究題目などを掲げる。

　氏名

権頭暗室

米沢懇一

岡本昌夫

井上　晟

小林春夫

寺沢正藏

　　　学　　校

埼玉県秩父市立原谷

小学校教諭

徳島県美馬郡半田町

立大惣小学校教諭

山R県防府市無慮波

小学校教諭

宮崎累児湯郡置注町

立新国小学校教諭

愛知県名古屋甫立志

賀中学校教諭

岩手県大船渡市立大

船渡小学校教論

　　研究題摩

教科書教材の文体論

的研究

読解力を高めるため

の理論的硬究と具体

的な実践への湾察

意味構造に立つ読解

捲導

国語科における読解

才旨導過程と，『占考過程

中学生の作文にあら

われた思考過程の研

究とその揃導

国語科の原理と実践

（読解指導）

　　研究期間

昭和37．4．1から

〃　38．3．　31まで

昭和3Z　5．1から

〃，37．10。31まで

昭堺q37．5．7から

〃　37．7．　21まで

昭杓37．9．1から

〃　37．11．15まで

昭和37，10．2から

〃　37．　11．　3eまで

昭＄q37．10．20から

〃　38．1．　20まで

E．　H 誌　　抄

1962．　4．20

　　　4．　20

5．　2

5．　7

5．　20

5．　23

5．24’v25

6．　13

米国聖書協会雷語部長E．A．　Nida研究所見学

チェコスロバキア科学アカデミー東洋研究藤員イルジー・ネ

ウストウプニー一研究所見学

各省直轄研究所長連絡協議会総会（全国町村会館で）

琉球大学助教授中今儒研究所見学

樺蔭学園教論杉藤美代子研究藤見学

文部省所轄研究所長会議（学士会館で）

第21鳳文部省齎轄ならびに国立大学附置研究断長会議（東京

大学生産技徳研究所・物性研究所で）

英国L三nguaphQRe’lnstltute．　RQIQnd　Brockhurst／研究

　　　　　　113



1

6．　14

’6．　15　”v16

6，　18

6．　22

7．　16

7．　18

7．　24

7．　30

7．　31

8．　1

8．　9

9．　28

10．　8

10．　11　・vk2

1e．　15

10．　28

1O．　24

10．25

10．　30N31

11．10

11．　16

11．　26

11．29N30

12：13

　　12．　20

1963．　2．19

　　　2．　21

2．　22

2．　22

所見学

韓国青丘大学助教授金肥圭学究新見学

第13園文部省所轄機閣事務協議会（水沢で）

特許庁XI島島外2名研究所見学

韓国青丘大学助教授愈昌植約2か，月日随時来所し研究に従事

された

東京教育大学教授石井庄司外11名研究所見学

アリゾナ大学助教授Don．　C。　Ba圭ley研究所見学

第49回国立国語研究所評議員会

議事

　L　昭私37年度の研究事業計画

　2。その他
福島大学国語国文学教室挙生大橋幸雄外8名研究所見学

立教中学校教諭鈴木武男外3名研究所見学

米麗メジーランド大学教授Johh　Young研究藤見学

文部省の会計監査

監査官　照代事務嘗　　水落：事務官　斎藻事務官

高崎帯止塚沢中学校教諭鈴木隆澄外9名研：究所見学

餐省直轄研究所長連絡協議会総会（全国町村会館で）

第15回文部省所管研究所：事務協議会（片瀬で）・

薪庁舎ひろうの会　出席者102名．

東京都立大学国文学専攻生村法房子外6名研究所見学

韓国ハングル学会総務幹事議昌植研究所見学

西ドイツ，ミュンスター大学助教授Bruno　Lewin研究灰

見学

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議第3部会（奈

良で）

岡山大学教授池上保太研究所見学　　t一

文部省所轄研究所長会議（国立遺伝学研：究所で）

二松学舎大学助教授浮N章一外25名研究所見学

第13回文部省所管人文系（第3部会）事務協議会（伊東で）

第5G回国立国語研究所評議員会

議事

　1．　研究事業の中問報告

　2。その他

国立国語研究所創立記念賢

玉最大学助教授沖本意外4名研究所見学

人事院の給与簿監査

監査宮　鳥飼事務官　小倉事務官

台湾大挙講師英紹唐研究所見挙

根橋区教育委員会指導主事染鎖屋謙相外40名研究所見学

　　　　　　　114



3．　18 第51回国立国語研究新評議員会

議事

　1．昭和38単度の研究事業計画

　2．その他

115



頁召　禾0　38　年　10　，ll

　国立国語研究所

　　　　　東京都北区稲付藤出町
　　　　　電話東京（901）8154（代表）

UDC
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058：495．6
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　　　　　　　　飼立国語研究所刊行書

国立国語研究所年報

　　　　1～13　　　　（H召　fliH　24年度　～　昭　窒0　36　薙　度）

国立国語研究所報欝

　翻織礎
査
態
　
高

調
実
無
用

　
　
お
助

語
総
こ

　
　
の
　
　
例

言　
　
癒
詞

　
活
捌

の
一
助
と

　
生
馴
の
法
雑
代

島
　
白
　
用

　
　
㎜
語
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弓
代
人

八
言
山
野

　　　　　一用法と実例一

　　4婦人雑誌の用語　　　　　一現代酷の籍彙課査一
　　5地域社会の言語生活（秀英出版刊　￥600．oo）

　　　　　一麟岡における爽態舗査一

　　6少　 年　 と　薪　 聞

　　　　　一小学座●中学生の鋲聞への接近と理解一

　　7入門期の書語能力
　　8談話語の実態　　9読みの実験的研究　　　　　一音読にあらわれた読みあやまりの分析一

　　10 低学年の読み書き能力
　　11敬語と敬語意識
　　12総合雑誌の用語磁畿）
　　　　　一tee野曝の譲彙調査一

　　13総合雑誌の用語（後編）
　　　　　一現代籍の語黎調査一
　　14　中学年の読み書き能力
　　15　明治初期の新闘の用語
　　・6日本方言の記述的研究（明治轡院刊　￥900．oo）

　　17　高学年の読み書き能力
　　18話しことばの文型（1）
　　　　　一対語資料による研究一

　　19総合雑誌の用寧
　　20同音語の研究　　21　現代雑誌九十種の用藷用宇
　　　　　一総詑および語彙毅一
　　22　現代雑誌九十種の絹語用字
　　　　　　一漢字表一
　　23話しことばの文型（2）
国立国語研究所資料集

　　1　国語関係刊行書揖（昭和17～24年）

　　2 語　　彙　　調　　査
　　　　　一現代上山罵語のPt例一



　　　　3送り仮’名1法資；料集
　　　　4　明治以降国語学関係刊行書目（秀英嵐版判　￥300．eo）　絶警

　　　　5　沖　tt　／縄　　語　　辞　　典（大綴田印一局　￥2．　soo．　eo）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴＿．∫…「デ∫二L三
国立国語硬究所論集

　　　　ty・1：賑㍉と　ば　の　研　究　　1
　　　　ヘヒげ　ゆ　　り　ヘヤ　　ノ

国　語　隼　鑑　　　　　　　　　「・

　　　　　　　　（昭和29年版）（秀欝甜）囁

　　　　　　　　（昭和30年版）（秀鞘鳴）
　　　　ビ　．’t’lt㌧漂

　　　　＼b”t”’紹＄・ll　3・年版）（秀英｝．駐堰乏干r｝　￥4so．eo）　）

　　　　　　　　（昭和32年版）（秀高高）

　　　　　　　　（昭和33年版）（・華灘）　」

　　　　　　　　（昭．和34年版）（響翻

　　　　　　　　（昭和35年版）（秀響臨）　　二

　　　　　　　　曝和36ee版）（秀；塔出版予lj　￥soo．ee）

　　　　　　　　（昭湘3プ年切（灘導働

　　　　　　　　（昭和381年版5（秀聯盟）
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